




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















イラスト　くろこだわに
















　時間割








一時間目　非凡な関係 基礎

二時間目　デート地理 応用

三時間目　恋人語コミュニケーションⅠ

四時間目　初恋総合

五時間目　交際 表現Ⅰ

六時間目　平凡な関係 基礎

放課後　恋愛学活用































一時間目　非凡な関係 基礎









「──で、振ったの？」

「付き合えないからね」

　授業で使ったハードルを倉庫にしまった帰り道──聞こえてきた声に立ち止まる。

　屋外に設置されている手洗い場に隠れて様子を窺うかがえば、違うクラスの男子が二人、渡り廊下を歩きながら話をしていた。その声と後ろ姿に、あの日の男子生徒が重なる。

「モテるねぇ。俺も誰でもいいから、彼女になってくれんもんかね」

「本当に誰でもいい？　私でも？」

　ひょこっと、夏か帆ほは手洗い場から顔を出した。

　突然人が現れた上に話しかけられた男子二人は、驚きから固まっているようで、目を見開いてこちらを凝視する。

「夏帆ー！　着替える時間なくなるよー！」

　友人が大きな声で名前を呼ぶ。体操服のままだった夏帆は「あ、呼ばれちゃった」と小さく零こぼすと、固まったままの男子に視線を合わせて一息で告げる。

「名前とクラス教えて」

「……え？　あっ。三み浦うら拓たく海み。二の六」

「早はや川かわ夏帆、二年三組です。今度面接に行くから」

「お、え、あ。おー」

　おう。と呟つぶやいた男の子に頭を下げて、夏帆は友達の元に走って戻った。




　　　　　× × ×




「三浦君いますか」

　次の日の昼休み──二年六組の教室。

　教室の扉から呼びかけた夏帆に、六組の教室は一瞬どよめいた。

「誰？」

「三浦？」

「なんで？」

　ざわめく六組の生徒達から、視線を注がれる。

　六組と三組は同じ階にあるが丁字の廊下を挟んで左右に分かれているため、わざわざ互いのクラスを訪れることはあまりない。

　努めて平静を装ってはいるが、注目の的となった夏帆の心臓は今にも飛び出しそうだった。暴れ狂うとはこのことである。あまりにもバクバクしすぎて、制服の上からでも皆にバレてしまいそうだ。

　夏帆の呼びかけを聞いて、中央よりも一列窓際の席に座っていた男子が、ガタッと大きな音を鳴らして椅子から立ち上がった。そのまま無言でこちらにやって来る。

　昨日、声をかけた男子──三浦拓海だった。

「なん？」

　気だるげな表情は強こわ張ばっているが、威圧感はない。もさりとした黒い髪に、くどくないしょうゆ顔。涼しい目元は、一重か奥二重か悩むところだ。背は女子の平均身長百五十七センチの夏帆よりも、うんと高かった。

　夏帆は特殊任務中のスパイのように慎重な面持ちで、顔の横にランチバッグを掲げる。

「お昼ご飯、もう食べましたか？　もし他にお約束がなければ、ご一緒したいんですが」

「行く。待ってて」

　こんな場所で昨日の話の続きをするわけにもいかない。

　夏帆が表に出せなかった言葉を察したらしく、拓海はすんなりと頷うなずいた。

　拓海は一度自分の席まで戻り昼食を手にすると、啞あ然ぜんとしている友人達に「ちょっと行ってくる」と告げ、再び廊下までやって来た。

　夏帆は無言で頷くと足を進めた。拓海も黙って、後ろからついて来る。

（男子と二人で歩いてる……）

　そんなこと、小学生ぶりのような気がした。後ろから視線を感じるのもあり、一挙一動が不自然になる。

（歩き方、おかしくないかな。教室を出る前に鏡でチェックしてきたけど……髪とか変になってないかな……）

　表情だけは凜りんとしたままの夏帆が、右手と右足を一緒に出しつつギクシャクと歩く。

　少し歩くと、廊下の端にある空き教室に辿たどり着ついた。扉の小窓から、中に誰もいないことを確認して夏帆が中に入る。のそりと拓海も続いた。

　忘れられたように存在する空き教室は微かすかに埃ほこりっぽい。隅には、使用頻度の低い教材や机が無造作に積まれていた。窓を覆う、染みのついた黄ばんだカーテンの隙間から、柔らかい秋の日差しが差し込んでいる。

　夏帆はカーテンと窓を開けた。舞った埃が陽光に照らされ、きらきらと光る。夏帆が適当な机を向かい合わせに配置して腰掛けると、拓海も正面の席に腰掛けた。

　夏帆はおほんと咳せき払ばらいをして、ランチバッグから透明なファイルに包まれた履歴書を取り出す。

「履歴書を持ってきました」

　表情は涼しく、話し方もゆっくりと落ち着いたものだったが、緊張から声が裏返った。湾曲したファイルから一枚の書類を取り出し、頭を下げつつ両手で差し出す。

「まじで面接やん……」

　少しの戸惑いと多分のからかいを含んだ声に、緊張していた夏帆の心が軽くなる。

「お受け取りください」

「あ、すんません。いただきます」

　夏帆が両手で差し出した履歴書を、拓海は両手で受け取った。

（両手で受け取ってくれるん？）

　まだ話すのは二度目だが、拓海は愛想もよくないし、表情がわかりやすい方でもない。切れ長な目と長身は威圧的で、何かきっかけでもなければ自分から声をかけようと思うタイプではなかった。

　けれど、見た目に現れない部分をほんの一瞬覗のぞくと、

（こういう人なんだ）

　夏帆の差し出した履歴書を、雑に扱わない人。

　昨日、夏帆は人生で初めて履歴書を買った。履歴書用紙がコンビニに売っていることを知った時には驚いたものだ。今後の人生できっと役に立つ情報に違いない。

　履歴書には設定されていた項目に従い、じっくりと考えて書いた。名前、住所、生年月日。出身の幼稚園や小学校、特技と、アピールポイントも。証明写真欄には、一番見栄えのよかった一年の冬に撮ったプリクラを貼った。

　履歴書をしげしげと眺めていた拓海が感心したように言う。

「字、きっれいやね」

　ただ事実を言っただけという風に、何気なく呟いた拓海の声が、夏帆の胸にびゅんと入り込む。夏帆は少しばかり意識して息を吸った後に、口を開いた。

「──書道を少々」

「すご。筆でも書けるってこと？」

「書きます」

　夏帆は子どもの頃から書道を習っていた。学校の部活にこそ入っていないが、四歳から始めて十三年間、人生で一番長い時間打ち込んでいる習い事だ。夏帆の通う流派においては、最高位の段位も持っている。

「ていうかごめん。こんなしっかり持ってきてくれて……俺なんもない」

「いやむしろ、引かないでくれてありがとう。それが一番嬉うれしい」

　昨日拓海に声をかけた時、己の行動力に内心夏帆自身もかなりテンパっていた。

　しかし咄とっ嗟さとはいえ「面接に行く」と言ってしまった手前、手ぶらはまずいだろうと、アピールを兼ねて履歴書を書いてみたのだ。実際に持って行くかはギリギリまで迷ったが、拓海の反応を見る限り、悪くなかったようでホッとする。

「書き慣れてんの？」

「初めて書いたよ」

　バイトはしているが、縁故採用だったために履歴書を提出していない。

「そうだよな。ってか俺、初めて履歴書とかもらったわ。今度俺も書くから、待ってて」

　すげえな、と呟いた拓海は真剣に履歴書の文字を目で追っている。

（待ってて）

　拓海の言葉を反はん芻すうする。それは、未来がある前提の言葉だ。夏帆の瞳がキラキラと輝く。

　夏帆は机に肘をついて、身を乗り出した。

「ええと、それは」

「？」

「合格、ということでよろしいんですか？」

　突飛な提案をしていると、夏帆は自分でもわかっていた。

　男子同士の他愛のない会話に横入りし、初対面にもかかわらず大真面目に、かつ、押しつけがましく事態を進行させている。

　というのに、拓海は夏帆を「この人何言ってんの」と笑い飛ばすどころか、両手で履歴書を受け取り、更には感心して履歴書を見てくれている。

「むしろ、早川さんこそ俺でいいの？」

　一旦履歴書を下ろした拓海は、苦笑して夏帆を見た。

「え、勿もち論ろん」

「俺のこと知ってた？　──ってそりゃないか。名前もクラスも知らんかったぐらいだし」

「──面目ない……」

「なら、なんか事情があるとか？　友達に彼氏がいるって見み栄え張はっちゃったとか、前彼が忘れらんないとか、彼氏作らんとばあちゃんが死ぬとか」

「友達とは噓うそ偽りなく遊べてるし、お付き合いした経験はないし、おばあちゃんは元気だからご安心ください」

　拓海が「ん」と短く返事をする。机の上で両手を握りしめた夏帆は、何故なぜ自分がこんな行動に出たのか説明することにした。

「単純に、あの……」

　いざ言葉にしようとすると、恥ずかしくなる。拓海の顔も見られなくなり、夏帆は顔を逸そらした。そして、勇気をかき集めて声を絞り出す。

「ん？」

「その、男女交際に、興味があって……」

　清きよ水みずの舞台から飛び降りる思いの夏帆に、拓海は手を打った。

「わかる！」

「ね！」

　一瞬にして、二人の顔が煌きらめく。

　これまでの他人行儀な皮を脱ぎ捨てて、頰を紅潮させて語り出した。

「あの男子ってちょっとこう、話しかけ難にくいやん？　いっつも楽しそうやし。男子だけで集まってると余計になんか、あー、女子とかお呼びやないですよねー。ごめんなさーい。みたいな」

「いや、こっちはめっちゃ女子意識してるけど、言わんとしてることはわかる。女子、イケメン以外害虫に見えてそうやもん」

「害虫?!　ないない！　むしろ意識しすぎちゃって、普通に話すことさえ出来んのんよ……！」

「意外すぎ。今めっちゃ話せとるやん」

「それはほら、こういう時だからさ?!　普段は男子に興味ありすぎて、ガチガチになっちゃうんだよね……」

「ほう」

「出来れば親しくなりたいし、あわよくばもっと親しくなりたいんやけど……。は？　お前のレベルで話しかけてきたん？　好きになんなよ？　って思われてそうで……！　クラスの男子、みんないい人達やし、自意識過剰なのはわかってるんやけど……！」

「めっちゃわかるよ。でも早川さん、そんな卑屈にならんでもいいと思うけど……」

「え！　そんなん言うなら三浦君こそやん！」

　力説する夏帆に、拓海は一瞬黙った後、真顔を向けた。

「──ぶっちゃけて言うなら、アリすか？」

「アリ寄りのアリです。ナシだったらこんなもの持ってきてません」

　夏帆が履歴書を指さすと、拓海は両手で顔を覆い、天を仰いだ。

「まじか。まじかー……うわ、すげ。俺昨日、これどうなんのってドキドキしすぎて眠れんかったりしたんですけど……」

「私は履歴書を書き直しすぎて寝不足」

「は？　書き直し？」

「履歴書って修正液使ったら駄目なんだって」

「まじか。俺普通にバイトに出したやつに使ってたわ。ていうか、ただ俺に出すためだけの履歴書をそんな頑張ってくれたん……？　早川さんいい子すぎん……？」

「へへっ……今ならそんないい子の早川さんを、彼女に出来ますよ！」

「──なら」

「はい」

　返事をすると、自然と背筋が伸びた。

　緊張しているのは夏帆だけではなく、また、高揚しているのも夏帆だけではなかった。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　向き合った席のまま、二人で頭を下げる。夏帆が顔を上げた拍子に、時計が目に入った。長針がかなり進んでいる。随分と昼休みが減っていることに驚いた夏帆は、大慌てで昼食を頰張ることにした。

　もぐもぐもぐ、と母の作ってくれた卵焼きを嚙かみしめながら、目の前で拓海をぼんやりと見つめる。

「お試し期間とか、あったほうがいいかな」

「ほう」

「三浦君、私のこと全然知らんよね。私も三浦君のことほとんど知らんし……お付き合いするにあたって、一ヶ月くらい様子を見た方がいいんかなって」

　夏帆の唐突な思いつきではあったが、拓海は何のてらいもなく頷うなずいた。

「いいと思う」

「──あっ！　私がぐいぐい行き過ぎててあれな時とか、嫌な時とかあれば言ってね。せっかくのお試し期間なんやし。私も言うし」

「わかった」

「では、早速私からの希望なんですけど」

「ん」

「本日十一月十七日からひと月っていうと、十二月十七日やないですか」

「うん」

　夏帆は自分の弁当箱の、ピックに刺さったミートボールを顔の横に持ってくると、神妙な顔つきをする。

「クリスマスは……やりたくない？」

　至極真剣に言った夏帆に、拓海はハッとした顔を向ける。

「……彼女とクリスマス」

「彼氏とクリスマス……」

　奇跡を反芻するかのような時が流れた。

　窓の向こうから鳥の鳴き声や、校庭で遊んでいる生徒達ののどかな声が聞こえる。

「やろう」

「やりましょう！」

　一も二もなく頷き合って、交際のお試し期間の終了日が十二月二十五日に決まった。

「やばい。テンションめちゃくちゃ上がる……」

「まじかー……俺、今年は彼女とクリスマス過ごすのか……」

　三つ目のパンの袋を開けながら、拓海が感慨深げに言う。

「二十五日、デートしようね」

「すげえ。今年は『俺、彼女出来たんで』って断れるん？　シフト表まだ出してないし、後で書き直すわ」

「私も相談してみる。……へへっ。んじゃ、クリスマスにお付き合い更新の意思確認ってことで」

「おん」と返事した拓海が、大きな口でがぶりとメロンパンに齧かぶり付つく。夏帆はスカートのポケットからスマホを取り出した。

「三浦君って、食べながらスマホいじってても大丈夫な人？」

「気にしない」

「LINE教えて欲しい」

「ん」

　頰張ったメロンパンを咀そ嚼しゃくしながら、拓海もズボンのポケットからスマホを取り出した。すぐにLINEのＩＤを交換して、二人だけで話すためのトークルームを作る。咄嗟にルーム名が思い浮かばなかったので「ふたり！」にした。今日からなんと、お一人様ではないのだ。

「てか履歴書に書いてるバイト先、書道教室って何？」

「小さな頃からずっと通ってる教室の先生がね、大分ご高齢で……教室が開く前の準備とか、備品の手入れとか管理とか、教室の掃除とか……そういう感じのサポートしてるの」

「なる」

「だからバイトの日は曜日で決まってて、ずらしたりは出来ないんだよね。お給料もお小遣い程度やし──でもその分、予定は把握しやすいと思う。三浦君は何のバイト？」

「カラオケ。学校の裏にコンビニあるやろ。あの通りをちょっと行ったとこ」

「学校から近いんやね」

「家からも近い。どっちも徒歩」

「いいな、私、電車乗って来てるよ」

　拓海はスマホから視線を剝がし、履歴書の住所欄を見た。

「──ここからだと、三駅？」

「うん。毎朝眠い」

　三駅は通学距離的には、遠いというほどでもない。しかし、いかんせん電車が一時間に三本しかないため、毎朝駅まで駆け込む羽目になる。

　夏帆は行動力もあり、きっちりとした見た目からしっかり者によく見られるが、詰めが甘い──というか、最終的に少し雑だ。家を出る時間も見積もりを甘くしてしまい、頻繁に慌てることになる。

　そんな性格が祟たたって、寝不足になりながら修正液も使わずにしっかりと書いた履歴書に、プリクラを貼っていたりする。

「誕生日は七月なんだ」

「そう。だから夏帆」

「俺八月」

「いついつ？」

「十九日」

「八月十九日ね。それまでお付き合い続いたら、お祝いさせてね」

「早川さん、めっちゃ頑張ってくれそう……」

「引く？　引かれる？」

「引くわけない。彼女が誕生日張り切ってくれるとか、嬉うれしいに決まってる」

「頑張る！　お誕生日おめでとう、ってでっかい和紙に書いてあげるからね！」

「それはいらねー」

　笑う拓海は既に三つ目のパンすら平らげたようで、パンの入っていた袋をくしゃくしゃと丸めている。夏帆も慌てて残りのお弁当をかき込む。

「……彼氏っていいね。なんか、普通にしゃべっても大丈夫な男子、って感じする」

「ん？」

「なんて言うかこう、枠のこっち側っていうか」

「ほう」

「最初から話しかけても許されるっていうか、緊張しすぎないっていうか……ありがたいなって話」

　そもそも夏帆は異性に興味があるくせに、男子に対して積極的な性格ではない。理由は先ほど拓海にも伝えた通り、性別を意識しすぎて構えすぎているためだ。

　女子であれば、大人しい子とも、派手めな子とも仲良く出来るのに、男子はズボンを穿はいているだけで違う種族だと怖おじ気けづいてしまう。

　小学生までは、みんな仲が良かった。

　しかし中学校に上がった途端、学ランを着たあちらとセーラー服を着たこちらは、男子と女子という別の個体になってしまった。思春期特有の自意識から抜け出せていない夏帆は、同年代の子が男女で再び距離を詰め始めても、彼らに続くことが出来なかった。

　人並み以上の興味を持て余しつつ、夏帆はいつもただ眺めているだけ。

『俺も誰でもいいから、彼女になってくれんもんかね』

（けど、今だと思った）

　どことなくテンションの低い声、ぼんやりとした口調。少し投げやりにも聞こえる語尾。あの日見た、飾られた作品が見えなくなるほど広い背中が、夏帆の脳裏にぶわりと広がった。

　そしてその瞬間、夏帆は手洗い場から顔を出し、突飛な申し出を放っていた。

「──まあ、普通の恋人みたいに、好きになってもらえたらそりゃ勿もち論ろんありがたいけど……こういうのって理屈やないって聞くし、ぼちぼちやっていこうね。無理になったらちゃんと言ってね」

「そっちも」

「うん」

「あと、好きな奴が他に出来た時もちゃんと言えよ」

「そっちも！」

　夏帆が拓海の発言を真ま似ねすると、拓海がくすっと笑う。

　その笑顔が、一歩踏み込むことを許してくれているようで、夏帆は「本当に彼女になったんだな」と感慨深くなった。




　　　　　× × ×




「あっ、そうだ。彼女とやりたいこと、教えてよ」

　拓海がこの世に生まれて十七年。その間女っ気など皆無だったというのに、どういうわけだかトントン拍子に話が進み、奇跡的にも出来てしまった恋人が、拓海に言った。

「やりたいことって？」

　椅子に横向きに座って脚を伸ばしていた拓海は、お弁当をもぐもぐと食べる夏帆に顔を向ける。新しく出来たばかりの彼女は、拓海に想像もつかないことばかりを言い出す。

　昼休みのチャイムが鳴った途端、六組の教室にやってきた夏帆を見て、拓海の全身に緊張が走った。

（あれ、マジだったんだ）

　同じく緊張を滲にじませた夏帆は、少しの秘密を共有するいたずらっ子みたいな目をして、拓海を呼びつけた。拓海はその瞬間、もし彼女にからかわれているのだとしても、提案されたら受け入れようと決めた。

　そんな夏帆が思いがけず持ってきた履歴書と、クリスマスまでのお試し交際という結果に、拓海は大いに満足していた。

「彼女ほしいって言ってたから。彼女とやりたいこととか、あったんやないん？」

（それは）

　椅子の背もたれに肘をついた拓海は、真顔で夏帆を見た。

（いわゆる、そういうのも含まれるんですか？）

　一瞬固まった後、拓海は「なるほど」と呟つぶやいて口元を隠した。何がなるほどなのかは、自分が一番わかってなかった。

「彼女とヤりたいこと」なんて言われて健全な男子が真っ先に思い浮かぶ内容は、どぎついピンク色と柔らかい肌色に占められていて当然である。しかし、包み隠さず言ってしまえばさすがに引かれる。悩みに悩んだ拓海は結局、夏帆に質問を投げ返す。

「早川さんはあんの？　彼氏とヤりたいこと」

「ある！　めっちゃある」

　夏帆は顔をキラキラと輝かせて、操作していたスマホの画面をこちらに向けた。

「トークのノートに箇条書きしようとしてるんだけど……プレッシャーになる？」

「俺、女子の喜ぶこと思い浮かぶ自信全くないから、書いといてくれたほうが助かる」

「んじゃ、お言葉に甘えさせてもらっちゃお。三浦君も思いついたことあったら書いてね」

「ん」

　小さく頷うなずく拓海を、夏帆はまだ笑顔で見ていた。

「……なん？」

「喜ばせてくれる気なんだなあ、って嬉しくって。いい人だね。三浦君」

　直球で褒められて拓海は頰を赤くした。出来る限り指を伸ばして、片手で顔面を覆う。

「早川さん、めっちゃ褒めてくる……」

「せっかくの機会やもん。こんな関係でもないと、堂々と男子褒めたり出来んし。嫌？」

「恥ずいけど、まあ、めっちゃ嬉しいっすね……」

　男子同士ではあり得ない会話にたじろぎつつも素直に言えば、正面の席から「へへっ」と嬉しそうな笑い声が聞こえた。

「んでさ。さっきのやりたいこと」

「ああ。ヤりたいこと」

「初日やし、いっせーの、で一個ずつ言わん？」

「考えるからちょい待って」

「んじゃLINEで送り合おうよ」

「ん」

　夏帆はスイスイと指を動かしているが、拓海は眉根を寄せて考え込んでいた。突然の指令に、すぐに答えが用意出来ない。

（女子はこういうの、ポンポン思い浮かぶよな……）

　拓海と言えば全く思い浮かばない。いや、正確に言えば、出来て数分の彼女に伝えて良さそうなものが、全く思い浮かばない。

　既に書き終え、スマホを机の上に置いた夏帆に焦りつつ、拓海は必死に考える。

　夏帆はお弁当の続きを食べている。不機嫌になることも、お小言を言うことも、拓海を急せかすこともない。垂れ下がってきた髪を、夏帆が箸を持つ手とは反対の手で搔かき上げた。

　少し曲がった小指が、艶あでやかな黒髪を撫なでる。

「──出来た」

　なんとか捻ひねり出だした拓海は、一仕事終えた気分でそう言った。

「おっ。んじゃ、いっせーのでね。いっーせーっの」

「せっ」

【拓海／ポニーテールにしてほしい】

【KAHO／背中にぎゅってしてみたい】

（──そういうの）

「含まれてたっ……!!」

　喜びから思わず叫んでしまった拓海は、衝撃で自分の足を机の脚に打ちつける。

「え？」

「んや、なんでもない」

　なんでもない、ともう一度伝え、拓海はLINEにぽこんと浮かんでいる白色の吹き出しを再度見た。

（え。てか、なん？　背中？）

　初日からこんなご褒美をもらっていいのか。拓海はスマホの画面を見てゴクリと生唾を吞のんだ。夏帆の顔は、ちょっと見られそうにない。

「三浦君はポニテ？　ポニテ好きなん？　あ、もしかして、やりたいこと、思い浮かばんかったとか？」

（やらしいのなら、死ぬほど思い浮かんだわ）

　そんなこと正直に打ち明けられるはずもなく、拓海はもごもごと口を開く。

「いや、うん。まあ、あんまり、得意やないかも。でも、ポニテは好き」

「なるる。今日はゴム持ってきてないからなぁ……あ。お弁当のこれでいっか。ちょっと待って」

　夏帆は弁当箱の蓋を留めていたゴムに手を入れると、胸まである髪を両手で摑つかんだ。首を動かしながら、長い髪を両手ですくい集めていく。顔が左右に揺れる動きが色っぽく、拓海は予想していなかった展開に「ゔっ」とたじろいだ。

「じゃーん！　出来ました」

　髪を後頭部でまとめた夏帆が、ポニーテールをお披露目するように体を捻る。夏帆が動く度に髪の束が揺れる。ゴムがヘアゴムではなかったためか、沢山の後れ毛が出ているのもなんだかすごく女子っぽくて、拓海は小さく拍手を送った。

「すげえ……女子が、俺がしてって言ったからポニテしてくれた……」

「このくらいなら、普通にクラスメイトに頼めるやつだったよ」

「いや、ない。絶対きもいって言われる」

　拓海の属する六組は、学年一、女子が凶暴と有名だ。カーストのてっぺんにヤンキー座りしながら「カリカリくん買って来いよ」とガンつけてくるような女子達に、そんなこと言えるはずもない。

「私、もし言われたら普通にしたげるけどなー」

「それは早川さんが優しいんやろ」

「そう。優しい早川さん。へっへん」

　人のことは褒めるくせに、褒められ慣れてはいないらしい。照れを誤魔化すように鼻の下を指で擦こする夏帆の仕草は、笑ってしまうほどに古い。

「三浦君の好みの髪型をした、優しい彼女の希望は叶かなえてくれる？」

「そりゃ勿論……ってか、なんで背中？」

「え?!　男子の背中、めっちゃ良くない?!」

「それは俺にはない感覚過ぎてどうにも」

　これまでの人生で、男の背中に抱きつきたいと思ったことがただの一度もない拓海は困惑して答えた。

「マ？　女子の背中は？　可か愛わいくない？」

「普通に前の方が可愛くない？」

「意見の決裂やね。でも恋人やし、森とたたらばで遠距離恋愛しよ」

「俺森でいいよ」

「えー！　優しいー！　さすが彼氏ー！」

　喜ぶ夏帆に微笑を浮かべ、拓海は立ち上がると、くるりと背を向けた。

「なら、ん。どうぞ」

「失礼致します」

「職員室かよ」

「へへっ……」

　夏帆が席を立ち、トトトと足音を立てて拓海の後ろにやってくる。

（しまった。もうちょい後で背中見せりゃよかった）

　今、夏帆が何をしているのか、音でしか把握出来ない。

　神経が過敏になっている拓海の、肩甲骨の下あたりに何かが触れた。それは夏帆の指先だったようで、遠慮がちに拓海の背をちょいちょいと押している。

「すごい……ハリがある……硬い……」

「…………」

　感動したらしく、夏帆は感嘆の吐息を漏らした。視覚的要素が一切ないため、吐息交じりの声だけを聞くと、かなり艶っぽい。

（率直にエロい）

　そういう意図がないことはわかっているが、エロいもんはエロい。夏帆は手のひらを拓海の背に滑らせながら、強く押したり撫でたりする。

「わあ……大きい……」

「…………」

「触っちゃった……」

「…………」

「……気持ちいい」

「早川さん！　黙ってぎゅっとして！」

「何?!　少女漫画の彼女さんみたいなこと言い出して?!　三浦君は彼氏くんだよ?!」

「いいから！」

　我慢出来ずに拓海は叫んだ。先ほどから、夏帆の発言はあまりにも刺激が強すぎる。拓海の顔は真っ赤になっていた。

　拓海の言った通りに、夏帆がぎゅっと抱きついてくる。

「わあああ……すっごい……。こんなの初め──」

「お静かに！」

「はい」

　拓海は両手で顔を覆う。

（早川さんのワードチョイス、わざとやないなら酷ひど過ぎる）

　わざとでも酷いが、夏帆の様子からきっと、わざとではないのだろう。

　夏帆が身じろぎをした。離れようとしていると察した拓海が「ちょい待って」と夏帆の腕を摑む。

「もう少しこのまま」

「あ、怒っては、ない？」

「怒ってない。ごめん。恥ずかしかっただけ。でもちょっとこのままでいて」

　元気に「はーい」と返事をした夏帆は、男子の背中を堪たん能のうすることにしたらしく、顔を左右に振って鼻をブレザーにぐりぐりと押しつけてきた。

　夏帆の体が触れる背中は温かいし──柔らかい。

　なのに正直なところ、背中に女体がくっついている事実を、これほど楽しめないとは思っていなかった。

（静まりたまえ……）

　先ほどの夏帆のワードチョイスのおかげもあって、健全な男子高生の拓海は危機に瀕ひんしていた。夏帆に見られないよう、彼女を背中にくっつけたまま、冷静にならねばならない。

　しばらくして落ち着きを取り戻した拓海は、夏帆の腕を解放した。夏帆も拓海の胴に回していた腕を離す。

「これはいいものだったなー。お願いしてよかったなー。本当にありがとう」

　両手で拝む夏帆に、なんとも言えない表情を向けて、拓海も両手を合わせた。

　ちなみに、勝手におかずのレパートリーに加えてしまうだろう未来に対する、謝罪の合掌だった。




　　　　　× × ×




「付き合う?!　さっきのホントに告白やったん?!」

「は？　なん？　タクに彼女？」

　昼休みの終了間際に戻った拓海を、友人らは今か今かと教室で待ち構えていた。

「そういうのは琥こ太たやろ?!　なんでタクがっ……」

「信じねえ。あっ！　あれか。ゴリラか。マウンテンゴリラを彼女にしたんだな？」

「まあまあ」

　絶望の淵ふちに沈む中なか田た康やす久ひさと廣ひろ井い嘉か一いちを、西にし琥こ太た郎ろうが慰める。

「ざけんなよ。何がゴリラじゃ。さっき見たやろ。普通に可愛いわ」

「可愛いとか言った！　タクが！　女子に可愛いとか言った！　いつの間にそんなこと言える男になった!!」

「お前何それ。彼女持ちの余裕なわけ？　俺はお前らとは違うんですよって？」

　康久と嘉一は拓海同様、女子と恋愛的な接点など皆無の生活を送っている。拓海が呼び出された時に、あんぐりと口を開けていたのもこの二人だ。

　どちらも騒がしいが、より騒がしいのが康久で、ひねくれているのが嘉一である。

　この四人の中で最初に彼女が出来るなら、それは琥太郎に違いないと誰もが思っていた。

　琥太郎は、同性から見ても格好良い男子だ。

　一昨年卒業した全学年の女子の初恋を奪ったという伝説の先輩ほどではないにしろ、琥太郎はモテた。余裕のある立ち振る舞いに、均整の取れたすらりとした体つき。清潔感のある身だしなみに、穏やかな物腰。更に、同じ年の男とは思えないほど、琥太郎は落ち着いていた。彼の姉が管理するInstagramでは、日常のスナップ写真などが投稿されているらしく、およそただの男子高生では獲得し得ないほどのフォロワーがいるという。

　学校ではＳＮＳの類いは禁止されている上に、拓海は興味もないのでやっていないが、琥太郎のInstagramのアカウントは入学当初から噂うわさになり、当然のように学年中の女子が把握することとなった。

　更に琥太郎のいいところは、優しいところだった。

　要領の得ない女子の話を否定もせず、かといって過剰に肯定することもなく自然体で話す琥太郎に、「特別に優しくされたい」と願う女子は多い。

「誰なんだよ、そのもの好きな女子」

「三組の早川さん」

　失礼千万な嘉一によどみなく答えたのは、拓海ではなく琥太郎だ。

　琥太郎は昨日、「誰でもいいから、彼女になってくれんもんかね」と拓海が話しかけていた相手である。

「なんで琥太、知ってんの?!　てか、じゃあ本当にさっきの告白やったん?!」

「マジであっちから告白されたってことかよ。チッ、くたばれよ」

「あと七十年は元気に生きるわ」

　呆あきれて嘉一に言い返すと、康久が机に突っ伏す。

「いいなー……俺も人生に一度でいいから女子に告白されてえ……」

「いや、告白とかじゃ──」

　このまま誤解されては夏帆に申し訳ないと口を開いたが、どう説明していいか言い淀よどむ。

　まさか真実をここで話すことも出来ない。

　夏帆が「誰でもいいから彼女にしたい」に対し立候補する軽い女子だと、知らしめるわけにはいかないからだ。そんなことを知られれば確実に、彼女の評判は悪くなる。更には誰でもいいから恋人を欲しがる男子の、格好の餌食になるに違いない。

「どうすんの？」とばかりに琥太郎が意味深な目で拓海を見た。彼は昨日の現場に居合わせた上に頭の回転も速いため、拓海が言い淀んだ理由を当然察しているのだ。

「お、俺から言った」

　苦し紛れに拓海がそう言えば、嘉一は眉を顰ひそめ、康久は目を丸くする。

「あーやだやだ。むっつりは。そうやって抜け駆けして」

「おま、好きな女子いるとか初耳なんやけど?!　タクに先越されんのかー。はーあ。明日別れねえかなー」

　僻ひがみ男達の罵倒を、無敵の「彼女持ちガード」で防ぎつつ、拓海はスマホを開いた。三組に無事に戻っただろう夏帆にLINEを送る。

【拓海／俺から告ったことにしてるから】

　すぐに既読がつき、夏帆から「了解です！」と敬礼した柴しば犬いぬのスタンプが送られてくる。LINEをダウンロードした時から入っているスタンプではない。

　いつだったか、康久から誕生日プレゼントでもらっていた目玉焼きのお化けのスタンプがあったことを思い出し、拓海は柴犬に送り返した。目玉焼きのお化けがダンスをしているだけのこんなスタンプをいつどこで使うのか疑問だったが、こういう時に使えるのだと学ぶ。

　画面内に表示されていた夏帆からの「背中にぎゅってしてみたい」というメッセージが目に入り、口元がにやける。

「うわあ、にやけてんじゃん。きも。最悪」

「もう友達より彼女優先してんの??　タクがそんな薄情な男だとはなー！　はあーぁ！」

　もう文句を言えれば何でもいいらしい嘉一と康久から離れて、拓海も自分の席についた。




　　　　　× × ×




　ホームルームを終え、クラスメイト達が教室を出て行く。まばらに生徒が残る教室で、夏帆は友人の吉よし岡おか梨り央お奈なと橘たちばな心こころと話し込んでいた。他愛ない会話をしながら、拓海のことをどう二人に説明しようか考えていると、勢いよく廊下側の窓が開く音がする。

「早川さーん！」

　聞き馴な染じみのない低い声で名前を呼ばれ、驚いた夏帆は慌てて振り向く。

　窓から身を乗り出して教室を覗のぞき込んでいるのは、知らない二人の男子だった。一人は背の低い子で、顔つきは整っているものの目つきが鋭い。夏帆は絶対に自分からは近づけない人種の気配がした。もう一人は、笑顔を浮かべる明るい髪色の子だった。開いたＹシャツの前から、中に着ている黒いアンダーシャツを覗かせている。

「ちょ、夏帆。呼ばれてるけど……」

「なんかしたのぉ？」

「え、なんにも……」

　していないはずだ。教室の外から、知らない男子に呼び出されるような真ま似ねは。

　残っていたクラスメイト達が、不思議そうに夏帆と男子を見比べている。日頃男子と接点のない夏帆に、男子が会いに来るのがよほど珍しいのだろう。

　夏帆自身も戸惑っていると、全速力で走って来た人物が「ふざけんなよお前らっ！」と、窓にいた男子を小突いた。

　その人を見て「あっ！」と夏帆は小さな声を漏らす。

「梨央奈、ココ」

「なん？」

「どおしたのぉ？」

「私ね、彼氏出来た」

「はあ?!」

　梨央奈がつり目がちな目を見開く。心は顔をパッと綻ばせて小さな歓声を上げた。

「誰?!　っていうか、この流れからアレの中？　どれ?!」

「後ろ。最後に来た」

　驚きょう愕がくする梨央奈が廊下を見る。男子はいつの間にかもう一人増えていて、廊下でわちゃわちゃとしている。

「うわっ、コタロー君やん……え?!　コタロー君なん?!」

「まさかっ！」

　梨央奈が驚きに満ちた顔でこちらを見る。夏帆はブンブンと顔を横に振った。

　まず間違いなく、琥太郎はこの学校で一番モテる男子だ。そんな男子を彼氏になんて、滅相もなさ過ぎる。

「最後ってことは……じゃあ、あの背ぇ高い、黒いの？」

「うん」

「いつ?!」

「昼休み」

　慌てふためく梨央奈と違い、のんびり屋の心はきゃらきゃらと笑っている。

「わはっ。さっきやん〜。てことはぁ、夏帆ちゃんのことー迎えに来たんやなーい？」

「ちょっと違う気もするけど……うん。行ってみる」

　教室中の視線に居心地の悪さを感じつつも、夏帆は窓に向かった。緊張のせいで、男子らに向ける表情はかなり硬い。

「早川です」

　夏帆が告げると、拓海と琥太郎によって事件の犯人のように床に押さえ付けられていた二人の男子が目を見開く。

「実在した……」

「すげえ……本当にちゃんと女子だった……」

　実在もする上に、正真正銘の女子である。

　戸惑った夏帆が拓海に視線を送ると、拓海のお尻を背中に乗せた明るい髪の男子が、自分の顔を両手で覆う。

「アイコンタクトしてる！　信じらんねぇ！　そんな恋人みたいなことやってる！」

「はーあ。見せつけやがって。もう仲良しアピールかよ」

「ごめん早川さん、うるさくて。すぐ連れて帰るから」

　面倒臭そうに、拓海が友人の頭をペシンと叩はたく。その様子からは気安い、男子同士の悪ノリの空気しか読み取れない。

「あ、やっぱそっちなんだ」

　ぽつりと呟つぶやけば、拓海が不思議そうに首を傾かしげる。

　伝えるつもりはなかったが、途中まで言ってしまったのだから、最後まで言わねばなるまい。改めて言うのは気恥ずかしい。夏帆は照れ笑いを浮かべつつ、一息に言った。

「一緒に帰ろ、って誘いに来てくれたんなら、嬉うれしいのになーって思ってたから」

　へへへ、と笑う夏帆に、男子四人が固まって目を見開く。

　最初に動いたのは、床に伏せていた背の低い目つきの悪い男子だった。

「ゴリラやなかった……ありえん……」

「おまっ……信じられん……！　めちゃくちゃいい子やん!!」

　噎むせび泣なく方の男子の上に座っていた琥太郎が、夏帆に向かってにこりと微ほほ笑えむ。

「どうぞどうぞ。持ってってください」

「お前らまじでうざい……」

　げんなりとして言う拓海に、夏帆はびっくりした。昼休み、夏帆に対してはこういう態度を微み塵じんも見せなかったからだ。

　素は──というか、男子に対しては、拓海はこういう態度を取るのだろう。

「早川さん、一緒帰れるん？」

「帰れますとも」

　サムズアップして言うと、拓海はふっと笑って立ち上がった。背中に乗られていた男子ものろのろと立ち上がる。

「なら鞄かばん持ってくる。待ってて」

「承知」

「お前らも帰んよ」

　拓海が言うも、男子達は不満げだ。

「えー！　もうちょっと早川ちゃんとおしゃべり……」

「きもいこと言ってんなよ。びびってるやろ」

「彼氏面うぜー。早々に独占欲全開ですかー？　こりゃすぐ振られますなー？」

「お前、自分だけ……！　俺らにも女子を分け与えてよくない??」

「彼女を分け与えるのんは、どう考えてもおかしいわ」

　にべもなく断る拓海に、夏帆はそっと話しかける。

「大丈夫だよ。三浦君が鞄持ってくる間、みんなでおしゃべりして待ってる」

「え？　大丈夫なん？」

「三浦君のお友達なら、多分」

　きっと夏帆が昼休みに男子と上手うまく話せないと言っていたために、心配してくれたのだろう。サムズアップしたままの手を、押し付けるようにぐいっと伸ばす。

「ほらー。早川ちゃん優しい！」

「…………」

　拓海に無言で睨にらまれた明るい髪の男子が、きゃっと怖がるふりをする。

「ほら。急ぎなよ彼氏」

「ダッシュしろ彼氏！　全速力！」

「うっせえ！」

　友達にせっつかれた拓海は、彼らを説得するよりも鞄を持ってくるほうが早いと考えたのか、夏帆を一瞬だけ見た後、廊下を走って自分の教室に向かった。

「なあなあ早川ちゃん。早川何ちゃん？」

「あ、夏帆です」

「夏帆ちゃんね。俺、康久」

　髪色の明るい賑にぎやかな子──康久はそう言うと、目つきの悪い男子の名前が廣井嘉一だと教えてくれた。

　琥太郎に関しては説明は不要だった。女子の間で、頻繁に名前が出てくるからだ。

「なあ、拓海から告白したんやろ？」

「なんで付き合おうって思ったん??」

　嘉一と康久の質問に、夏帆は焦った。口裏を合わせるための情報を拓海から教わっていたが、昨日彼と一緒にいた琥太郎は、確実に真実を知っている。

　先ほどとは違う視線で、夏帆がちらりと琥太郎を見る。嘉一と康久の後ろにいた琥太郎は、夏帆の視線に気付くとにこりと微笑んだ。

（あ、黙っててくれるんだ……）

　夏帆は特段、「この関係を内緒にしなければ！」と思っていたわけではないのだが、拓海の意思に反したことはしたくなかったため、琥太郎の対応は助かった。

（いい友達が、いるんだな）

　それを知れただけで、拓海の評価がぐんと上がった。

　夏帆は琥太郎に微笑み返して、嘉一達を見る。

「私、こないだの文化祭でね──」

　──つい十日ほど前に、二日にかけて行われた文化祭。

　夏帆自身は所属していないが、書道部の顧問に『部員が少なくて作品数が足りないから、いくつか作品を貸してほしい』と頼まれていた。書道部の顧問である森もり山やま先生は、夏帆の通う書道教室の先生の息子だったので、幼い頃から顔見知りだったのだ。

　そんな森山先生のために、夏帆は三作品を文化祭用に用意した。

　自分の渡した作品がどんな風に展示されているか気になり、夏帆は文化祭の自由時間に書道部のスペースに向かった。お祭りムードで賑やかな廊下を歩いていると、書道部の作品が展示されている教室のドアから、丁度二人の男子生徒が出て来る。

『はーあ。俺も出し物、展示がよかったわー』

『それなー。習字とか適当にひょひょいって書けば終わりやし』

　笑いながら遠ざかっていく男子生徒らを、夏帆は呆ぼう然ぜんと見送った。

　数合わせで頼まれたとはいえ、作品は作品。自分の精一杯で挑もうと、学業やバイトに忙しい中でそれなりの時間を捻出し、真剣に取り組んでいたからだ。

　自分の頑張った結果に対する厳しい評価に、夏帆は慣れていなかった。

　沈んだ気持ちで教室へ入ると、展示を見に来ていた他の生徒も先ほどの会話が聞こえていたらしく、若干の気まずい空気が流れていた。受付に座っている書道部員達は、可か哀わい想そうなほどに肩をすぼめて、居心地が悪そうに下を向いている。

　何か声をかけようと夏帆が口を開いた時、展示物を見ていた背の高い男子生徒が、不意に口を開いた。

『え……琥太。これ、筆でひょひょいって書ける？』

『いや書けないでしょ』

『だよな。めっちゃ練習せんと無理。俺、油性ペンでも無理だわ』

『なんなら、消しゴム有りで下書きしてても無理だと思う』

『わかる』

　二人の声はやや小さく抑えられていたが、静かな教室にはよく通った。

　他の生徒は「そうだよね」という風に友人同士で頷うなずき合い、部員もほっと安あん堵どしたような表情になっていた。

　そして勿もち論ろん、夏帆の心もふわりと軽くなっていた。

　夏帆にとって書道は、平凡な自分が一番胸を張れる特技だ。

　十三年間も頑張り続けるのは、それが習い事であれ遊びであれなんであれ、大変なことだ。「習字を止めたい」と親に泣きついたこともある。疲れ果てて帰り着き、筆を洗いたくない夜だってあった。そんな日々を乗り越えて──十三年の間に、必死に磨き続けた腕で、じっくりと書いた文字だった。

『てかなんでこれ、こんな隅っこにあんの。一番いいやん』

　ずっと彼が見ていたのは、夏帆の作品。丁寧に書き上げたものを何枚も没にして、一筆一筆に神経を注いで書いたものだ。

　展示されていたのは教室の隅の隅。数合わせの作品として展示されることは最初から承知していたため、隅にあるのは仕方のないことだった。

（でも、めっちゃ練習せんと無理って……なんでこれ、こんな隅っこにあんの。って……）

　夏帆がぼんやりと突っ立ったまま男子生徒の低い声を思い出している間に、彼はいなくなっていて、どの学年の、どのクラスの男子かもわからなかった。

　ただそれから、夏帆の胸にはかたまりがあった。教室の席や、帰り道、書道教室でも、ふとした時に、その時のことを思い出していた。

「──書道部で作品を展示してもらってたんやけど、三浦君が褒めてくれて……。いいなって思ったん」

　勿論、付き合うまでにはそこからメインの一山があるのだが、事実には違いない。

「……えー……。ほんとに、めっちゃいい子……」

「くそっ……タクのくせにっ……」

「そっかー、早川さん。タク、いい奴だからよろしくね」

　夏帆の説明を聞いた康久は打ち震え、嘉一は沈み、琥太郎は先ほどよりもずっと柔らかく笑った。

「こちらこそ」

　と夏帆が頭を深々と下げたところで、拓海が鞄を持って帰ってきた。

「ごめん。クラスの奴に捕まってた──変な話してないやろうな」

「したに決まってんだろ」

「お前らまじふざけんなよ」

　顔を歪ゆがめる拓海に、嘉一と康久がにまにまと笑う。夏帆には素っ気なさ過ぎる応酬に聞こえるが、彼らにとっては普通のことなのだろう。

「早川さん帰ろ」

「うん。ちょっと待って」

　夏帆も梨央奈と心のもとに戻ると、鞄を手にする。こちらを見ていたので、流れを把握してるのだろう。心がカーディガンの袖口から指を出し、ひらひらと振る。

「梨央奈、ココ。夜電話するね」

「はーい」

「待ってるねぇ」

　二人に手を振り返し、拓海と並んで昇降口に向かう。

　隣を歩くと、拓海の背の高さがよくわかる。体つきも、夏帆と比べるまでもなくがっしりとしていた。隣をしげしげと観察していると、視線に気が付いたようで、拓海が夏帆を見下ろす。

「どしたん？」

「背が高い……」

「早川さんは……嘉一ぐらいか」

　先ほど嘉一を見た時にあまり背が高くないと思っていたが、どうやら夏帆と同じぐらいの身長らしい。ならば夏帆よりはよっぽど、拓海の方がこの身長差に慣れているはずだ。

「早川さん電車やったよな。駅まで送る」

「三浦君はお家うちこの辺りなんよね？　方向あってる？」

「違うけど、送らせてよ」

「……！　すごい……！　彼氏だ……！」

「ドウモ。彼氏です」

　澄ました顔で拓海が言う。

「昼に言ってたやりたいこと、もう書いた？」

「あ。まだメモしてるだけで、書き込んでない」

　ついでだし、今投稿しておくかとスマホを取り出す。歩きながらスマホを操作していると、拓海に二の腕を摑つかまれ、ぐんと引かれた。

　驚いている夏帆の横を、自転車がすごい速さで通り過ぎる。下校中の生徒だった。

「あぶなっ。早川さん歩きスマホ禁止」

「面目ない」

「ちょっとあっこ座ろ」

　二の腕を摑んだまま拓海が夏帆を引っ張る。

「待って待って」

　夏帆が拓海の手をとんとんと叩たたくと、拓海は慌てて手を離した。

「え？　ああっ、ごめ──」

「こっちこっち」

　夏帆がスマホを左手に持ち替えて右手を差し出すと、拓海は一瞬固まった。そして、夏帆の手をじっと見つめて、ひどく緩やかに手を伸ばす。ようやく夏帆の手に辿たどり着いても、拓海の手には全く力が籠こもっていなかった。

　ちょんと触れただけだった拓海の指先を、夏帆がぎゅっと握る。

「……うわ、やべ。女子と手握ってる……」

　あんまこっち見らんで。と肘の裏で顔を隠した拓海が、夏帆を引っ張っていく。

　夏帆も初めて握った男子の手を、歩きながら堪たん能のうする。拓海の指は夏帆の指と違い、太く長い。

　二人とも手て繫つなぎ初心者だったため、咄とっ嗟さに上手うまく握り合えず、夏帆が拓海の指先を握るような形になっていた。だが、だからといって、ここから一度解ほどいて繫ぎ直そうと提案するのも初心者には少々難易度が高い。

　郵便局とスーパーマーケットの間に立つブロック塀に、拓海がゆるりと腰掛ける。夏帆も手を繫いだまま、隣に立つ。夏帆が座るには少しばかり積まれたブロックの高さが高かったため、夏帆は寄りかかるだけに留とどめた。

「スマホどうぞ」

「うん」

　右手が繫がれたままだったので、左手で操作する。握った手をちょっと引っ張って「見て」と拓海に体を寄せた。夏帆の液晶画面にはメモアプリが開かれていて、〝恋人とやりたいことリスト〟が表示されている。

　親指だけでなんとか全体を選択し、コピーして、LINEのノートに貼り付けて投稿する。

「すごいあんね」

　投稿された記事を見ながら拓海が呟つぶやく。感心したような声に気をよくして、夏帆はにこっと笑った。

「溜たまってたみたい。いっぱい出せたね」

「え？　あ、うん」

　同意しただけなのに、何故なぜか拓海は身を強こわ張ばらせた。そしてぎこちなく頷く。

「初めてなんに、こんなに出るなんてすごくない？」

「……うん、そうだな。うん」

「私もっと頑張るから、三浦君も恥ずかしがらんで、いっぱい出してね」

「早川さん!!」

　気もそぞろに返事をしていた拓海が、突然名前を呼んだ。何故か顔を赤くして、顔中に皺しわが寄るほど力を入れている。

「ど、どうしました？」

「……俺が汚れてる？　俺が……俺が悪い？」

「え??　三浦君が悪いとこなんて、今のところ一つもないけど??」

　きょどる夏帆の隣で、拓海が脱力した。長い脚を真まっ直すぐ伸ばし、「ワードチョイスが……」と項うな垂だれている。

「──早川さんはあんまり、男と会話せんほうがいいと思う」

「えっ」

　突然人類半分との断絶を勧められ驚いていると、拓海が身を寄せてきた。夏帆のスマホを覗のぞき込む。

「ごめん、続きどーぞ」

　釈然としない気持ちだったが、夏帆はいそいそと一覧を見せた。昼休みから今までで、すでにリストには十個以上、恋人とやりたいことが書き連ねられていた。

　その内の三つは、実はもう叶かなってしまっている。

「背中に抱きついてみたい、と。男子と手を繫いでみたい、と。彼氏と一緒に帰ってみたい──がもう叶っちゃった」

「上三つやね。なら、上から順にやってくか」

　拓海がリストを読む。

「タピオカを飲んでみたい……え？　飲んだら？」

　勝手に一人で。という響きを感じ取り、夏帆はガーンとした。

「いやごめん。え？　なんでこれ彼氏とやりたいの？」

　本気でわからん、と困惑する拓海に、夏帆は少し唇を尖とがらせる。

「だって……勇気ない」

「？」

「あれを口の中に入れてみようって勇気が、ずっと出なかったの」

「……まあ、確かに。見た目、グロくはある」

「それに、液体に固体が入ってるのもハードル高い。吸い込む強さとか、嚙かむタイミングとか、色々考えちゃって……。そうこうしてると流行も終わって、機会がなくなってって……」

「うん」

「一人じゃ怖いから、一緒に挑戦してほしい」

「友達じゃ駄目やったん？」

「彼氏ぐらいすごくないと、勇気の底上げ出来ない……！」

　夏帆の言い方があまりにも真しんに迫っていたからか、拓海は顔をくしゃっとさせて笑った。

「早川さん、ほんとに彼氏欲しかったんやね」

「引いた?!」

「いんや」

「よかった。お願いだから本当に、引く前に言ってね。頑張って自重するから」

「ん、わかった。でも面白いから、これからも引かんのやない？」

　何でもないように言った拓海に、なんだか心の中が跳ねる。

　胸がぽこぽこする夏帆に気付かず、拓海はポケットから自分のスマホを取り出して、片手で操作し始めた。

　苦労して片手のみで操作していた夏帆と違い、拓海は片手でも余裕のようだ。液晶を辿る親指のかたちすら、丸みを帯びた夏帆のものとは違う。

　拓海は先ほどまで伸ばしていた脚を曲げると自分の太ふと股ももに片方の足を置き、気だるげな顔ですいすいと指を動かしている。

　夏帆が見ていたノートの記事に、コメントが追加された。

【拓海／彼女にタピオカ奢おごりたい】

　書き込まれた文字を読み、夏帆は息を吞のんだ。

「……え？　三浦君、こんな優しいのに、なんで彼女おらんかったん??」

「今おるやん」

「そうやった！　私、こんな優しい男子の彼女！」

　テンション高めに叫んだ夏帆はもう一度コメントを見た。

　先ほど夏帆が拓海にも案を出してくれと頼んだから、こういう形にしてくれたのだろうか。それとも、夏帆のタピオカを飲みたいという望みを叶えるために？

（どっちにしたって、私のためやん……）

　もしかしたら恋人とは、夏帆が当初考えていたよりも、もっとずっと、心が伴うものなのかもしれない。

　沢山提案をし、この関係を引っ張っているつもりだったが、ただ形式を象かたどろうとしていただけの夏帆よりもよほど、拓海は恋人の意義を考えてくれているような気がした。

「三浦君。私、最強の彼女になるからね……！」

「目指すとこ強さなん？」

　拓海がふはっと息を吐いて笑う。

「なあ。タピオカってどこで飲めんの？」

　言われてみると、どこだろう。冷静に問われ、夏帆は真剣に考える。

「……コンビニ？」

「初めてのタピオカ、コンビニでいーの??」

「…………」

　いいか悪いか問われれば、全くよくはない。

「……っは！　こないだファミレスで見た」

「ファミレスかー」

　拓海がスマホを操作する。タピオカを飲めるファミレスを検索しているのかと思ったら、「こういうとこは？」とInstagramに投稿されていたらしい写真を見せてきた。

　英語のロゴがついたカフェの看板の手前には、可か愛わいくてお洒しゃ落れなカップに入ったタピオカドリンクがある。

「か、可愛い」

「……今度、街まで出てみる？」

　拓海の提案に、夏帆は目を見開く。

「……そ、それってまさか！」

「デートです」

「デートですか！　いいですね！　張り切りますよ！」

　既に張り切っている夏帆が目を輝かせると、拓海が笑う。

「なら俺も張り切るわ」

　夏帆は、拓海と繫いでいる手を両手で握った。

「三浦君……！　君は最高の彼氏……！」

「最高の彼氏のハードル低すぎん？　そんなんでこれから大丈夫？　俺もっと頑張るつもりやけど。最高以上の語彙、今から集めといた方がいいよ」

「まじっすか。すごい。わかった。辞書引いとく」

　任せといて、と夏帆が親指を立てると、拓海はけらけらと笑った。











二時間目　デート地理 応用









｛本当に付き合ったんだ？｝

　スマホのスピーカーから、琥こ太た郎ろうの声がする。

　帰宅した拓たく海みは、自室で制服のＹシャツを脱ぎながら返事をした。

「だってあの人、履歴書持ってきたんよ」

｛え？　履歴書？｝

「履歴書」

　脱いだＹシャツを手に持ったまま、拓海は口元に拳を当てて「くっくっく」と笑う。

「面白すぎやろ」

　よほど楽しそうだったのか、拓海の笑い声を聞いた琥太郎が眉を上げる。

　ありがたいことに琥太郎は、昼休みから一切、拓海に質問しなかった。その礼も兼ねて、琥太郎には夏か帆ほのことを説明しておこうと、電話をかけていた。

｛そういえば言ってたね。面接に行くとかなんとか｝

「ん。それで履歴書書いて、持ってきてくれた」

　持ち帰ってきた履歴書を鞄かばんから取り出す。これを読み込むだけで、夏帆についてかなり詳しくなれそうだった。

｛あんな絡み方してきたから、軽い子かなって思ってたけど｝

「俺にはお前ほど選択肢ないし、別に軽くってもいいよ」

｛お互い好きじゃなくても？｝

　琥太郎はモテるが、高校デビューなので根は真面目だ。今まで一度も付き合ったことがないと言っていた。ちなみに琥太郎は高校デビューを隠してはいないので、誰もが普通に知っている。

「問題ないな。それに、早はや川かわさんでよかったなとは思ってるよ。楽しい」

　思わず漏れた本音に、｛楽しい？｝と意外そうに琥太郎が繰り返す。

　成長するにつれ、自分の感情を素直に表現出来なくなっていた拓海は、珍しい失言に焦る。特に男友達には、プライドが邪魔をすることも多く、自分の気持ちを素直に言葉にすることなど、ほとんどなかった。

「俺も誰でもいいから、彼女になってくれんもんかね」と言ったのだって──本心が微み塵じんも交じっていなかったわけではないが──その場のノリでしかなかった。

　だが、一度言った「楽しい」を否定するのがなんとなく嫌で、拓海は観念して言った。

「楽しいよ。あんな人、中々おらんやろ」

｛そうなんだ。いい子だとは思ったけど｝

「いや、早川さんの面白いところは──」

　変な行動力がありすぎるところ。なのに、張り切る自分を引かれたくないと焦るところ。男子と上手うまく話せないというくせに、男女交際に興味があると言い切るところ。寝不足になるほど丁寧に、彼氏のために履歴書を書くところ。恋人だからと無邪気に体を触れ合わせてくるところ。──そして、壊滅的なワードチョイス。

　今日一日で見てきた夏帆を伝えようとしたが、こんなことを男友達に細かく説明するのは、さすがに決まりが悪い。

「や、いいや」

｛何その聞いてくれと言わんばかりの｝

「んや、ほんとにいい」

｛わかった｝

　苦笑した気配が声から聞き取れた。着替えを終えた拓海はベッドに腰掛けて履歴書を見返す。貼られたプリクラには女子が三人写っていて、夏帆は右端にいた。

　女子の撮ったプリクラをじっくり見る機会などなかったが、プリクラの中の彼女は、実際よりも肌が白く、目が大きい。

（まあ、本物のほうが可愛いな）

　今日拓海は、初めて女子の二の腕を触った。二の腕の柔らかさは、おっぱいの柔らかさと同じだと、いつだかどこかで聞いたことがある。

　そんなものに頼らずとも、拓海は本日、本物のおっぱいの柔らかさを背中に感じた──はずなのだが、テンパっていた上に、絶対に果たさねばならない使命があったため、ろくにその感触を味わう余裕もなく、記憶は曖昧だ。

　だが、二の腕の柔らかさは鮮明に覚えている。

（そんで、細かった）

　摑つかんで引っ張った夏帆の腕は、驚くほど細くて軽かった。

　摑んだ二の腕を離せと指示する指先に嫌悪感は見られなかったが、逆に言えば、夏帆は自分の意思で振りほどくことが出来なかったとも言える。

（〝恋人とやりたいことリスト〟に馬鹿なこと書かんくて、本当によかった）

　背中に抱きつかれたり、手を繫つないだり、至近距離に座ってスマホを一緒に覗のぞいたり──そんな夏帆に慣れる前に気付けた自分を褒めてやりたい。

　自分からは絶対に、肉体的な接触を望んではいけない。

　もし夏帆が拒否出来ずに土壇場で怖おじ気けづいた場合、男の力を前にした彼女には逃げ道がないのだ。それは絶対に、あってはいけない。

「今度サユチャンがいる時、家行かせて。女子の好きそうな店知りたい」

｛駄目｝

　普段の人当たりのいい雰囲気を取っ払い、これ以上ないほどバッサリと琥太郎が断る。

｛絶対会わせない。二人のなれそめとか聞いたら、さゆちゃん、絶対にタクの面倒見ようとするから｝

　あの人が面倒見るのは俺だけで十分、と独占欲丸出しの声で琥太郎が一刀両断する。

　さゆちゃんこと西にし早さ雪ゆきは琥太郎の姉だ。しかし血の繫がりはなく、二年前に親の再婚で家族になった義理の姉である。

　琥太郎の高校デビューをプロデュースしたのは、当時美容専門学生だった早雪である。

　琥太郎はそりゃあもう、ひたすらに早雪を慕っている。というか、好いている。

　高校に入ってすぐの頃、琥太郎の家に遊びに行った拓海は、早雪に対するあからさますぎる琥太郎の態度にドン引いた。

　クラスの女子が琥太郎の特別になりたがっているのを目にする度に、その特別はあの姉だけのものなのだろうと哀れむほどだ。

　そもそも、琥太郎が女子に優しくしているのも早雪の言いつけと言うのだから、その心酔具合も推し量れるというもの。

「んじゃいいよ。嘉か一いちの姉ちゃんに聞くから」

｛ひーちゃんも駄目。さゆちゃんに話が行くから｝

「サユチャンのことになると、途端にめんどいーなーお前は」

　嘉一とその姉、廣ひろ井い一ひ二ふ美みと早雪の三人は、家が隣同士の幼おさな馴な染じみだ。中学を卒業してからは、琥太郎も嘉一とお隣さんである。

「琥太も人に言うなよ」

｛どうしよっかな｝

　からかうような琥太郎の口調に、笑いが漏れる。

｛なんで笑うの｝

「思ってもないこと言ってるから」

　笑って言えば、スピーカーから苦笑いが聞こえた。素直じゃないのは拓海だけじゃない。お互いに素直な気持ちは差し出せなくても、なんとなく相手の本心くらいわかる。

　それが多分、友達ってものなのだろう。
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｛えー！　何それ。じゃあ、恋愛じゃないってこと？｝

｛きゃ〜。ただれてるぅ｝

「うん。あ、でもお互い尊重はしあえてるよ！」

　自室のテーブルにスマホを置き、ベッドに寄りかかった姿勢で夏帆はビデオ通話をしていた。画面の中には夏帆と同じく部屋着に着替えた梨り央お奈なと心こころがいる。心はもこもこのぬいぐるみを抱いた格好で、梨央奈は眉毛をピンセットで抜きながら会話をしていた。

｛当然すぎる。その関係で敬意がなかったら、やばさしかない｝

　しっかりものの梨央奈が手を休め、眉根を寄せる。

（そりゃま、確かに）

　今更ながらに、勢いだけで突っ走ったことを感じる。相手が拓海で本当に良かった。

｛大丈夫なの？　エッチさせてとか言われてない？｝

　さすがにそこまでは考えていなかった。夏帆は手をふりふりする。

「ないない」

｛本当に気をつけなよ。男子ってそういうこと言ってくるって聞くよ！｝

「うーん。むしろ言ったの、私かも」

｛エッチさせてって?!｝

「ううん。背中にぎゅってさせてって」

｛きゃ〜！　ていうことはぁ。夏帆ちゃん、背中にぎゅ〜ってしたのぉ？｝

　大きなぬいぐるみを口元に押しつけた心が叫ぶ。

「した」

　手を腰に当て胸を張りどや顔で言うと、今まで不服そうにしていた梨央奈が｛ど、どうだった？｝と尋ねてきた。好奇心に負けたらしい。

「あのね……すごかった」

｛すごいんだぁ……｝

「大きくて、硬くて……すごくてすごい……！」

｛そんなに……｝

　夏帆は記憶を反はん芻すうし、ベッドから枕を引きずり下ろしてぎゅっと抱き締めた。

　この一年ほど、夏帆は常々彼氏が欲しいと思っていた。

　しかし、最初からこの感情を言語化出来ていたわけではない。何かわからない焦燥感のようなものがずっと胸でくすぶっていた。そんな激情が何かを理解したのは、廊下を友人と歩く男子生徒の背中を見た時だった。

（やばい、ぎゅってしたい）

　どこの誰とも知らない男子の背中の皺しわを見てそう思った時、夏帆は自分の中に異性への欲が生まれていることを感じた。

　それからはただひたすらに、彼氏が欲しかった。彼氏が出来たら、絶対に背中に抱きつくのだと決心していた。

　しかし、こじらせた思春期から性差を意識しすぎて男子とろくに話せもしない夏帆に、そんなチャンスが訪れることはついぞなかった──昨日までは。

「明日からは一日一ぎゅっをノルマにさせてもらいたい。へへ」

　今日の背中を反芻する夏帆を見て、梨央奈がまた｛そんなに……｝と呟つぶやく。

｛でもでもぉ。好き同士じゃないなら、お付き合いって何するの〜？｝

　心に尋ねられ、夏帆は胸を張った。

「今度タピオカ吸いに行く！」

｛へ？｝

｛夏帆ちゃん、タピオカびびってたもんねぇ｝

　既に初タピを済ませている梨央奈と心に、この嬉うれしさはわかるまい。

「今度の土曜、街まで飲みに連れてってくれるんだって」

　街というのは、ここから電車で一時間ほど先にある都市を指す。近隣の学生は大抵、この街へ遊びに行く。

「期末もうすぐだし、試験勉強始まる前にちゃっと行ってくる」

｛なんだ。割と普通に恋人じゃん｝

　安心したように梨央奈が言う。夏帆は「へへ」と笑った。

｛そういえばさ、今日夏帆を見に来てた男子の中に……コタロー君いたよね｝

｛あ。いたいた〜｝

　そこから、拓海の友人の話題に移行していった。夏帆は爪やすりを持ってきて、爪を磨き始める。

｛コタロー君、かっこよかったねぇ｝

｛え?!｝

「ココ、ついに男に興味出て来たん？」

｛わははっ。かっこいーって言っただけだよ〜。彼氏はまだいーかなぁ｝

「そっかー」

｛まだ恋とかわかんないしねぇ……あ、でも〜夏帆ちゃんの彼氏やし、三み浦うら君とは話してみたいなぁ｝

｛あ、私も｝

「んじゃ、皆で話せんか聞いてみる」

　夏帆は心と梨央奈が映っていたスマホの画面を指で撫なでてLINEアプリを開き、拓海にスタンプとメッセージを送った。

【KAHO／今日は送ってくれてありがとう】

　すぐに既読がついて、返事が来る。

【拓海／こっちこそ】

【拓海／明日も送る】

【KAHO／至高の彼氏】

【拓海／早速調べてるやん】

【拓海／偉い偉い】

　へへっ！　と柴しば犬いぬが照れているスタンプを夏帆が送ると、すかさず目玉焼きのお化けが温泉に浸つかってだるんとしているスタンプが送られてきた。

【KAHO／ちょっと相談なんですけど】

【拓海／ん？】

【KAHO／今度みんなで会えないかな？】

【KAHO／私の友達が三浦君と話したいって】

【拓海／いいよ】

【KAHO／そっちのお友達の都合もあるやろうし、日はまた改めて】

【拓海／うるさいし、あいつらはいらんのやない？】

【KAHO／いる】

【拓海／いらん】

　ガーンとショックを受けた柴犬を、険しい顔をした目玉焼きのお化けがライフルで狙う。

【KAHO／その場合、三浦君は女三人に囲まれることになるけど】

【拓海／連れてくわ】

【拓海／学食で一緒食お】

　夏帆がふふっと笑うと、梨央奈に｛いちゃついてる｝とつっこまれる。インカメラでばっちり見られていたようだ。

　ビデオ通話を続けていたことを忘れていた夏帆は、これ見よがしに表情を引き締めた。

「ちょっと、今プライベートなんで。見るなら事務所通してください」

｛見せてるくせに｝

「三浦君、今度、皆で一緒にご飯食べよって」

｛お！　やったね！｝

｛ご飯かぁ｝

　心が少し不安そうに、ぽつりと言った。夏帆はビデオ通話に画面を切り替えて心を見る。

｛夏帆ちゃん。三浦君に私のこと、伝えといてくれないかなぁ？｝

「わかった。今から言っとくね」

｛おねが〜い｝

　大丈夫だよとか、心配いらないよとか。何か心の不安が晴れる、気の利いた言葉を言ってやりたかった。しかし、夏帆はまだ拓海のことも満足に知らない。その友人のことなど、もっと知らない。心を安心させるために、調子のいいことは言えない。

　ひとまず、心の希望を叶かなえるために、夏帆は再びトーク画面を開いた。「ふたり！」部屋のメッセージ欄に、ポチポチと打っては消して、打っては消してを繰り返す。

【KAHO／あのね】

【拓海／ん？】

【KAHO／私の友達なんだけど】

【拓海／ん】

　どう打てばいいのかわからず、夏帆はまた打っては消してを繰り返した。胸が嫌な鼓動を刻む。

【KAHO／すっごくよく食べる子がいるの】

【拓海／そうなん】

【KAHO／うん】

【拓海／え？】

【拓海／俺なんて言えばいい？】

　夏帆は戸惑った。本音を言えば、からかったり引いたりしないでほしい。

　心はかなりの大食いだ。テレビの大食い番組に出てくるような量を、ぺろりと平らげてしまう。小学校から一緒の夏帆は、心が大食いなことをからかわれる姿を何度も見てきた。

『出た！　大食い女』

『そんなに食べられたら親は大変ね、ってうちのお母さん言ってたよ』

『普通はこんなに食べれんやろ』

『え！　まだ食べるん?!』

『どっかおかしいんやない？　病院行ったことある？』

　投げつけられる言葉全てが悪あく辣らつなわけではないが、だからといって傷つかないわけではない。心はいつも笑顔で流しているが、本当は気にしていることを夏帆は知っている。そして夏帆は、沢山食べる心に、心ゆくまで沢山食べてほしい。

【KAHO／知っておいてほしくて】

【拓海／ん】

【拓海／あいつらにも、変に驚かんよう先に言っとく】

　夏帆の言いたいことを汲くみ取とった拓海の返信に、夏帆は大きなため息をついて背面のベッドに沈み込んだ。

｛どしたのぉ夏帆ちゃん〜｝

「あ！　ごめんごめん。三浦君、わかったって。友達にも言っといてくれるって！」

｛おっ｝

「三浦君、全然驚いてなかったよ」

｛……そっかぁ。よかったぁ｝

　ほっとした心の声を聞いて、夏帆の心がぎゅっとする。

（本当に、よかった）

　実を言えば、夏帆も心配だった。

　もし拓海が心をからかうようなことを言ったら──それが冗談だとはわかってはいても──許せる自信がなかった。

　拓海にとっては、よくわからない会話内容だったに違いない。けれど、先んじて言った夏帆の行動に、何かを感じ取ってくれた。そして自分がどうすればいいのかを考えて、しっかり言葉にしてくれた。

（嬉しいな）

　夏帆のことを考えてくれたこと。

　夏帆の大事な友達を、大事にしてくれたこと。

　体を反転させて、ベッドの縁に顔を埋うずめる。綿のシーツが頰を擦こする。

　今、自分がどんな表情をしているかわからなくて、とてもじゃないけれど、梨央奈と心には見せられなかった。




　　　　　× × ×




　互いの友人を呼んでの食事は、週明けの月曜日にということになった。とはいえ、拓海は夏帆とお付き合いをしているので、毎日だって恋人と昼食を取ることが出来る。

【KAHO／ごめん！　先に食べてて】

　というLINEが拓海のもとに届いたのは、四時間目の授業が終わってすぐだった。いつもの空き教室に向かおうと立ち上がっていた拓海は、中休みに学食で買っていたパンを持ったまま、スマホを操作する。

【拓海／どしたん？】

【KAHO／先生に頼まれごとされちゃって】

【KAHO／終わったらすぐ行く】

【拓海／何頼まれたん？】

【KAHO／プロジェクター運んでって】

【KAHO／今日一人やから時間かかると思う】

　文面を読んで、拓海は少し悩んだ。

（手伝うの、迷惑かな）

　クラスの女子があたふたしていた場合、拓海なら声をかけない。

　助けなど求めてないかもしれないし、求めていたとしてもその相手は琥太郎みたいな男子であって、拓海ではない。それに友人らに、女子への点数稼ぎと思われるのも嫌だ。

（でも、手伝ってやりたいしな）

　プロジェクターやスクリーンを抱えて、何度も廊下や階段を往復する夏帆を想像した時には、文字を打ち終えていた。

【拓海／待ってて】

（彼氏、って。踏み込んでいい、ってことだろ？）

　スマホをポケットにしまうと、パンは机の上に置いて、三組に向かった。




　　　　　× × ×




（待ってて、って）

　プロジェクターの横で、夏帆はスマホを見ていた。既に昼休みに入っている教室は騒がしく、夏帆が教壇で途方に暮れていることに気付いている生徒はいない。

　いつもなら二人で世界史の係をしているのだが、今日はもう一人の男子生徒が風邪で欠席だった。というのに、そんな日に限ってプロジェクターを使う日で、ロール状のスクリーンも合わせて、社会科の準備室まで運ばねばならない。

「早川さん。入ってい？」

　続けて何かメッセージでも来るのかとLINEの画面を見ていた夏帆は、教室の前の扉から声をかけられて驚いた。

「え？　三浦君？　なんで？」

　どうぞどうぞ、と身振りで教室の中に招くと、拓海は素直に入ってきた。違うクラスが珍しいのか、「おお」とキョロキョロしている。

「なぁ、それ。手伝ったら駄目？」

　思いがけなさすぎた言葉に夏帆は「え?!」と目を見開く。

　昼休みとは、学生の誰もが待ちに待つ時間である。一秒でも長く甘受していたいに違いないのに、拓海はわざわざ違うクラスまで来て、夏帆のために昼休みを削ろうとしている。

「いいの？」

「ん」

「ありがとう……！」

　拓海は当たり前のように、重いプロジェクターに手を伸ばす。夏帆はスクリーンを抱え、拓海の後ろに続いた。

「ごめんね。本当に先に食べてくれててよかったんだけど……気ぃ遣わせちゃったね」

　廊下を歩きつつ、すぐ隣に立つ拓海を見上げる。至近距離にいると、首を大げさに後ろに倒さないと拓海の顔が見えない。

　拓海はチラリと夏帆を見た後、前を向き直す。そして少し緊張した面持ちで口を開いた。

「正直に言って欲しいんやけど」

「うん」

「迷惑？」

「え？　なんで？　どこが？　欠片かけらも迷惑じゃありませんが??」

「心の底から感謝しております」と伝えると、「そこまで？」と拓海が笑う。

「よかった。なら頼ってよ。彼氏やん」

　夏帆はぽかんと口を開いた。

「……え？　彼氏ってこんなことまでしてくれるんです……？」

「そう。彼氏って誰より先に頼っていいし、愚痴っていいし、雑用押し付けてもいいらしいよ」

「どこ情報?!」

「六組女子」

「六組の子、強すぎでしょー」

　つい本気で笑ったら、持っていたスクリーンが落ちそうになり、夏帆は抱え直した。

　社会科の準備室に教材を持って行った後、のんびりと二人で廊下を歩く。走って往復するつもりだったが、拓海が隣を歩いている時点で、急ぐ理由も必要もなくなった。

　丁字の廊下で左右に分かれ、それぞれ三組と六組に昼食を取りに行く。合流した夏帆と拓海は、昨日と同じ空き教室へ向かった。

　空き教室の扉を開け、二人で中に入る。昨日と同じように机を移動させ、椅子に座ろうとした拓海に、夏帆は「待って」と声をかけた。

「？」

　パンを机に置きつつ、律儀に拓海がこちらを向く。

「ご飯を食べる前に」

「うん」

「本日分のぎゅっをお願いしたいと思っております」

「は？」

　一日一ぎゅっの有言を実行させようと手をわきわきする夏帆に、拓海は「まじか」と呟つぶやいた。

「〝恋人とやりたいことリスト〟、一回のみとは書いていませんし？」

「んや、勿もち論ろん。どうぞ。ご自由に」

　くるりと背中を向けた拓海が「あっ、でも」と首だけを回してこちらを見る。

「声は出さんでね」

「三浦君……なんかえっちぃ……」

「どの口がそれを言った??」

「え??　この口ですけど??」

「ソウデスネ……」

　何故なぜか脱力した拓海が再び前を向いた。それをＯＫの合図だと思うことにして、夏帆はぽすんと拓海の背中に抱きつく。

「んーっ！　いいっ……！」

　思わず風呂上がりにビールを飲んだ父のような声を出してしまった夏帆を、拓海が叱責する。

「約束は?!」

「守れます」

　拓海の脇腹から、彼の顔を覗のぞき込むように顔を上げると、夏帆は「お口チャック」と唇の右から左に指を滑らせた。拓海は少し困った顔をして、夏帆に僅わずかに頷うなずいた。

　拓海の背中に戻った夏帆は、無言で背中にぐりぐりと頭を押しつけた。拓海の着ているカーディガンの繊維が前髪と擦こすれて、静電気がぱちぱちする。

（すごいな。あったかいし、かたいし、男の子の匂いする……）

　拓海の匂いが鼻から入り込んで、胸でふわりと広がるような、不思議な感覚だった。他人の匂いをこんなに近くで嗅ぐことなんて、女同士でもそれほどない。

（この匂い、好きだなぁ）

　夏だったらよかったのに。と少し残念だった。夏だったら、カーディガンは羽織らない。薄いシャツ越しに、もっと拓海の熱や匂いを感じられただろう。

　夏帆は心の底から満足するまで背中を堪たん能のうして、拓海を解放した。夏帆にくっつかれて暑かったのか、拓海は若干顔を赤らめ、汗をかいていた。

「暑かった？」

「熱くなった……」

　それは確実に自分のせいだろう。「すまないね」と眉を下げる夏帆の前で「気にせんで」と拓海がカーディガンを脱ぎ始める。

「満足した？」

「した！　今日の分は！」

「なるほど」

　すかさず明日の分も主張する夏帆に、Ｙシャツ姿になった拓海が口の端を持ち上げた。




　　　　　× × ×




「三浦君、明日どんな格好で来る？」

　タピオカデートを明日に控えた金曜日の放課後。付き合い出してから毎日駅まで送ってくれる拓海と歩きつつ、夏帆は明日の予定を立てていた。

「どんな……どんなとは？」

「カジュアルとか、綺き麗れいめとか」

「え。ごめん。わからん。普通に家にある服で行こうと思ってた。駄目？」

　不安げに見下ろす拓海に、夏帆はぶんぶんと顔を横に振った。

「駄目じゃない！　コートとかジャケット着る？」

「んー、歩くと暑くなりそうやから着らんかも」

「あ、そっか。街中やし、いっぱい歩くよね。んじゃ靴はスニーカー？」

「うん」

「私もスニーカー履いてこ。靴がスニーカーならカジュアルめかなー」

　忘れないように、脳内にメモをとる。普通に、去年の冬に買ってもらったヒールの高いブーツを履いていくつもりだった。

「三浦君、女の子の服どんなのが好き？」

「全くわからん」

「今日って時間ある？」

「六時からバイトやから、五時過ぎくらいまでなら」

「おっけおっけ！　ちょっとだけ時間ちょうだい。どんなんが好きか教えて。三浦君の好きな雰囲気に合わせていくから」

「俺の彼女最高かよ」

「まっかせとけ」

　繫つなぐようになった手を引いて、道の端に寄る。

　いつも心と「この服ほしい」「これ可か愛わいいよね」などと送り合う、ファッションコーディネイトアプリをスマホで開いた。夏帆と同じ年頃の女の子が、その日の自分のコーディネイト写真を、着ている服のブランド名や値段を書いて投稿するアプリだ。

　夏帆の手元を、拓海が恐る恐る覗き込む。

「開いてくページの中で、どれが一番好きか教えてって」

「ん」

　耳に馴な染じみ始めた「ん」だったが、今の「ん」には困惑した響きがあった。もしかしたら、こういうのは苦手なのかもしれない。

　なのに「出来ない」と言わず、ひとまずやろうとしてくれる拓海の姿勢に胸がぽこぽことした。なんだか体もむずむずうずうずとして、無性に落ち着かない。

　そわそわを拓海に悟られぬよう、夏帆はスマホに意識を向けた。

「このページでは？」

「……これ」

「ここだと？」

「これ」

「この中では？」

「……ちょっと待って」

　全部同じに見える、と小さな弱音を吐く拓海に「頑張れっ」と小声で声援を送る。

　何度かクエスチョン＆チョイスを繰り返していく内に、拓海の好みの傾向が見えてきた。

（なるほど。わかりやすくスカートだな）

　それも膝が隠れるぐらいのスカートがお好みらしい。

（カジュアルで、スカートね）

　靴を聞いておいてよかった。拓海がラフな格好なのに夏帆がピシッとしすぎていたり、逆に拓海がジャケットを羽織っているのに夏帆がフリースを着ていたりしては、互いに気まずくなってしまう。

　それから、いつも夏帆のいい彼氏でいてくれる拓海に、ちょっとでもかわいい彼女だと思われたい。

「ありがと三浦君。楽しみだね。明日」

　るんるん気分の夏帆を見下ろした拓海が「俺も」と言った。




　　　　　× × ×




「せっかくここまで来たんやから、好きなん頼みよ。残ったら俺食うし」

　デート当日。カフェで頭を抱えていた夏帆に、拓海が言う。

　目の前に座る拓海は、濃いグレーのだぼっとしたスウェット生地のトップスに、ジーンズを合わせている。黒いリュックと大きめのスニーカーは気取っておらず、普段から使っているものだとわかる。背が高い拓海にとても似合っていた。

　夏帆が着ているのは、ゆるっとしたフード付きのワンピースだ。タイツを穿はくか迷ったが、拓海の好みを考慮して素足にした。前日のお手入れはバッチリだ。

　足下は拓海に揃そろえて少しごつめのスニーカーを選んだ。

　顔面に皺しわを寄せてメニュー表と睨にらめっこしていた夏帆は、顔を上げる。

「……え？　優しすぎでは？」

　思いもかけない提案に、夏帆は完全にきょどっていた。

　そんなこと、生まれてこの方、父親くらいにしか言ってもらったことがない。

「あ、勿論早川さんが嫌なら無理にとは」

「申し訳なさはあるけど、むちゃくちゃ嬉うれしいよ!!」

　ボリュームは抑えたが、声にはそのはち切れんばかりの喜びをたんまり詰め込んだ。彼女とはいえ、さすがに恋愛感情のない人間の食べ残しを始末させるのは、忍びない。

　夏帆はお昼ご飯に何を頼むか、めちゃくちゃに悩んでいた。拓海が調べてくれたお洒しゃ落れなカフェはフードメニューにも力を入れていて、どれもこれも美味おいしそうだった。その中でも特に夏帆を悩ませているのが、エビとアボカドのパンケーキと、自家製フォカッチャのサーモンパニーニの二つである。

「早川さんって別に小食とかじゃなかったよな」

「うん。普通に食べる」

「ならこっちの、パニーニ？　切ってもらおう。早川さんは食えるだけ食えばいいやん」

　またしても夏帆の心を軽くする提案に、テーブルに突っ伏したくなった。

「三浦君……至上の彼氏よ……っ」

「語彙また増えとるやん。てか、早川さんのチョロさが心配になってくる」

　飯食うだけで褒めてくれるんやから。と拓海は呆あきれたように言うが、その目は柔らかく細められていた。

　メニューが決まったため、店員を呼ぶ。二人で緊張しつつ、言い慣れないカタカナの大人っぽいメニューを店員に告げた。お付き合いも初めて同士な上、こういうお洒落な場所が不慣れなことも互いに打ち明けているので、変に肩肘張らずに済んだ。慣れている雰囲気を出そうと、拓海が格好を付けたりしたら、笑うのを堪えられなかったかもしれない。

（でもそんな三浦君も、ちょっと見たかったかも）

　そんな風に見み栄えを張る拓海は、可愛かったに違いない。格好悪い拓海を見ずに済んで安あん堵どしたのに、格好悪いところも見たいと思った自分が少し不思議だった。

「カフェ探してくれたり、教材運ぶの手伝ってくれたり、友達と会ってくれるって言ってくれたり……三浦君が優しすぎる……」

「そんな、大金あげたとかやないんやから……大げさやろ」

「どんな優しさなん、それ。むしろ怖い」

　ここもちゃんと、それぞれで払おうねと店に入る前から言ってある。

　大人っぽいメニュー名に負けない大人っぽい値段に驚いたが、互いにバイトをしているので、びびり散らかすほどではない。だが、二人分まとめて支払うとなれば、かなりの出費だ。元々、拓海が夏帆にタピオカを奢おごるという名目でやってきたため、タピオカだけは奢ってもらうつもりでいる──が、男だからと頑張られて食事まで奢られていたら、夏帆はパニーニを注文出来なかっただろう。

「見て見て。ジュレとか杏あん仁にん豆どう腐ふもドリンクメニューにある」

　液体の中の固体は怖いが、どろっとしているものは好きだ。とろろも卵も、生が最高である。

「そっちのが気になるなら、そっち飲み」

「え！　大丈夫！　目的忘れてないよ！」

　今日の目的はあくまでタピである。タピタピってなんぼである。力む夏帆に、拓海はあっさりと言う。

「今日飲めんくても、また来たらいいだけなんやから」

　夏帆は、困ってしまった。

（どうしよう。本当に、優しい）

　夏帆にとって男性の基準となるのは、家族の中で唯一の男である父だった。

　父だったら、ここで夏帆がタピオカを頼まなければ「なんのために連れて来たんか」と怒るに違いない。メニューをずっと決められない夏帆にも、怒るまではいかずとも不機嫌になるのは間違いない。

　それを言うのなら、カフェに入る際に店の外で待ったことさえ、父ならいい顔をしなかっただろう。

　なのに拓海は列に並んでいる間、なんてことのない顔で、昨日見つけたという面白い動画を見せてくれた。待っている時間に気を遣わずに済んだし、全く苦痛じゃなかった。

　今だって怒るどころか、また一緒に来てくれるという。

　拓海との「お付き合い」はあまりに──夏帆の想像と違った。

（どうしよう。なんか、どうしよう）

　どうしていいのかわからなくなって、夏帆は眉毛を下げながら、グラスについている水滴を指でなぞった。

　そうこうしていると、頼んだ料理が運ばれてきた。見るだけでも美味しいお洒落なパンケーキにナイフとフォークを入れながら、夏帆が拓海に尋ねる。

「クリスマスってどうする？」

「正直クリスマスとか気にしたことなくって、ようわからん。早川さんは何したい？」

「漫画とかドラマやと、イルミネーションを見に行くのが一般的らしいんですよね」

「イルミネーション……？」

「冬に街の駅とか行くと、綺き麗れいなんだよ！」

　地元の駅や商店街はクリスマスだからといって大規模に飾り付けられることもなく、軒先にリースが吊つるされる程度だ。何故なぜかって、田舎だからだ。

「なら、クリスマスにまたこっち来る？」

「来たい！　あんね。ちょっと調べたんやけど、クリスマスマーケットっていうのをやってるらしくて」

「ふーん？」

「色んなお店がバザーみたいに、駅前にテント張ってるんやって。雑貨屋さんとか、食べ物のお店とかもちょこっと出るみたい」

「いいやん。それ行こ」

　大きな口で、拓海がハンバーガーをパクリと囓かじる。

「じゃあプレゼントはそこで二人で選びたい。なんか買って？」

「ん。サプライズとかやなくていいん？」

「初心者同士やし、それはハードル高くない？　私には高い」

「早川さん、ほんと助かるわー」

　拓海が笑う。口の端に付いたソースを、夏帆よりも太い親指で拭った。

「今更ながらに言うと、実はバレンタインもやってみたかったよね……」

　拓海が親指に付いたソースを舐なめるのを、何故だか見ていられず、夏帆はフォークでアボカドとエビを一緒に突き刺した。

「……ま、まさか、チョコくれんの？」

「女子ですから」

「女子すげえ……」

「嫌悪感なければ、手作りしたかった……！」

「まじか。すげえ。あるわけない。彼女持ちすごすぎる」

　片手で大きなハンバーガーを摑つかんだまま、啞あ然ぜんとしたように彼女持ちの拓海が呟つぶやいた。この様子では手作りチョコは貰もらったことがないのだろう。

「その頃まで仲良く出来てるといいね。気合い入れて作りますよ。何がいい？」

「ケーキ」

「任されよ」

「是非よろしく頼みます。俺の人生で一番輝いてるバレンタインになるわ、それ」

　大げさなと笑いたくなるが、夏帆も同じ気持ちだった。いつも見ているだけだったバレンタインに参加出来るどころか、ウキウキ手作りまでした上に、受け取ってもらえる保証があるのだ。

　そんなバレンタインを、これから先の人生で何度経験出来るだろうか。もしこの一回になったとしても、悔いのないバレンタインにしたい。

　気付けば拓海はハンバーガーを食べ終えていた。わけっこする予定のパニーニを、拓海の方に寄せる。

「ん？　先、早川さんが食いなよ」

「実はパンケーキでかなりお腹なかいっぱいで……多分一切れしか食べられん」

　夏帆がしょんぼりして言うと、拓海はおかしそうに笑った。

「あんなに食べたがってたんに。かわいそ」

「でもまた一緒に来てくれるんやろ？　そん時そっちメインで食べる」

「ははっ。早川さん、そん時また食べたいの増えてんじゃないの」

　確かにその可能性は高い。深刻な顔をした夏帆に、拓海が肩を揺らして笑う。

「また食うよ、俺」

「どうしよう。私、三浦君をメタボの道に引きずり込んでしまうかも……」

「なら太らんよう、ちょっと運動するわ」

「そういえば三浦君、部活って入ってるん？」

「中学までは陸上やってた。高校はバイトしたかったから入ってない」

　陸上。なんだかとっても似合いそうである。背筋を伸ばして、ジャージで走る拓海を想像してみる。

「似合いますな」

「？」

「今度走ってるとこ見たい」

「やだよ。もうかなり走ってないから。みっともない」

（みっともないかどうかは、こちらに決めさせていただきたい）

　夏帆の心を読んだのか、拓海は僅わずかに困った顔をして「いつかね」と言った。「やだよ」と一刀両断されてちょっと淋さびしかった夏帆の心に温かいものが広がる。

「……三浦君は、パン好きなの？」

「？」

　パニーニに齧かぶり付ついた拓海に夏帆が尋ねる。拓海はきっと「いや、これ食べたがったの早川さんやん」とでも思っているだろう。

「お昼もいっつもパン食べてるから」

「あー。基本は購買のパンか学食なんやけど、最近は早川さんと食ってるから」

「なんてこった……申し訳ない。今度からは学食で食べよ？」

　至らなさに夏帆が眉を下げる。拓海は口に入れたパニーニをもぐもぐしていた。何事か考えているようだった。

「せっかくなら俺、学食の飯より、早川さんと二人で食うほうがいんだけど」

　ごっくん、とパニーニを飲み込んだ拓海が言う。

「──彼氏って、すっっご……！」

　ナイフとフォークを両手で握りしめ、俯うつむいた夏帆はぶるぶると震えた。

「是非ご一緒させていただきます……」

「よろしく。気になるなら、朝、コンビニで弁当とか買ってくし」

「三浦君の好きにして大丈夫だからね。……私が自分でお弁当作ってたら、一緒に作ったりするんだけど──」

「んや。俺の飯とか、早川さんが気にするようなことやないから。てか同い年で弁当自分で作ってるような奴、嘉一しか知らんわ」

「あ。あの──凜り々りしい人」

　背が低い人、と言いそうになったのを、夏帆は慌てて言い換えた。別に蔑む意識はなくとも、悪口にも聞こえてしまうだろう。心の件と同じだ。拓海に心を大切にしてもらった夏帆は、彼の友人を自分も大切にしたかった。

「そう。そいつ。毎日弁当作ってんだよな」

「すごい」

「っていうか、作らされてるっつーか」

「え??」

「嘉一の姉ちゃん、ちょっとこう、逆らえない感じの人で……その人の作るついでに、自分のも詰めてるらしい。まあ親には小遣いもらってるらしいし、嫌々ってわけでもないみたいやけど」

「へええ……すごいなぁ……」

　しかしそう聞くと──拓海にそんな意図は勿もち論ろんなかったろうが──男子だってやる気になれば出来ることを、年齢や不慣れを言い訳にして、手を出さなかったことになる。

　ちょっとの気まずさを誤魔化すために、ソースの染み込んだパンケーキをパクリと口に入れる。

「そういや早川さん。〝恋人とやりたいことリスト〟のタピオカの次ってなんやっけ」

　夏帆はパンケーキを咀そ嚼しゃくする口元を指先で隠しつつ、スマホをいじる。意味のないLINEがしてみたい、と書かれた文面を拓海に見せると、拓海もスマホをいじりだした。

【拓海／あうえお　まむめも】

　夏帆はもぐもぐとしながらスマホの画面を凝視して十秒後、口を手で覆った。

（危ない。まさかトンチが来ると思っていなかった）

　危うく噴き出すところだった。というか、ちょっと出た。

【KAHO／食べてるのに笑わせないでよ】

　口をナプキンで押さえながら文字を打つと「はて？」と、とぼけた顔をした目玉焼きのお化けのスタンプが送られてくる。その顔があまりにもふざけていて、また笑いがこみ上げてくる。

【KAHO／やめて】

【KAHO／もう出ちゃう】

　笑いの波が収まらないせいで、口の中のパンケーキを飲み込めない。

【KAHO／上手うまく飲み込めんやん】

【KAHO／手ベトベト】

　なんとか口の中を空にすると、次はどんなスタンプが来るだろうかと楽しみにLINEの画面を見守る。しかし、いくら待っても次のスタンプが来なかったので顔を上げると、拓海がテーブルに肘をついて頭を抱えていた。

「ど、どうしたの？」

　ぽかんとする夏帆に、拓海は悲壮な声で「……文字でもか……」と絞り出した。




　ランチを食べ終え──結局自分がほとんど食べたからとパニーニの代金を支払うと言い出した拓海との一ひと悶もん着ちゃくを店員さんににこにこと見守られながら──会計を済ますと、夏帆と拓海はぷらぷらと歩き出した。テイクアウトもやっているというので、三時頃にまた行こうという話になったのだ。

　道を歩く時、手を繫つなぐ。彼氏と彼女なのだから当然だ。街を歩くカップルのほとんどは手を繫いでいる。大きな手は、女子の手と全然違う。節ふし榑くれ立っていて、長くて、握りにくい。拓海の骨張った指に、自分の指を絡めると隙間だらけだ。いつか、ぴったりと馴な染じむ日がくるのだろうか。

　拓海と並んで歩く。拓海と歩くのは、とても歩きやすかった。

　夏帆が少し興味を引かれたものに目を向けると、手の振動で察するのか、拓海も足を止めてくれる。そして夏帆がまた歩き出すまで、じっと待ってくれている。

　夏帆は興味がある店を手当たり次第覗のぞき込んだ。服やアクセサリーを見ている時にどれが似合うか聞いても、拓海は「ようわからん」と首を横に振って意見を言ってくれなかったが、二択に絞れば選んでくれた。それに、夏帆が時間をかけて悩むことに対して、絶対に嫌な顔をしなかった。

　そうこうしているとおやつの時間が近づいてきたため、再びお昼のカフェに戻った。

　何を買うかはお昼ご飯を食べながら決めていたため、今度はメニューに悩むこともなかった。夏帆は抹茶ラテ。拓海は黒糖ミルクティーを頼んだ。勿論、どちらもタピオカ入りだ。

「さっきバレンタインはケーキがいいって言ってたし、甘いもの好きなんやね」

「好き。試験勉強中とか、つい夜中に甘いの飲み過ぎて太る」

　予定通り、拓海が会計を済ませる。夏帆は口元に手を添えて体をくねらせた。

「三浦君、ありがとう」

「え、なん。どうかした？」

「奢おごってよかったって思ってもらうため、心を込めて可か愛わいこぶりました」

「なる。可愛い可愛い」

　気のない「可愛い」を二回もらった夏帆は、タピオカ、ミルク、抹茶、生クリーム──と四層に分かれたドリンクを店員から受け取る。タピオカ、ミルク、黒糖ソース、生クリームと、同じく四層に分かれたドリンクを拓海も受け取り、二人はカフェを離れた。

　人の通行の邪魔にならない場所まで歩き、建物の壁に背を当てる。夏帆は神妙な顔つきで、ドリンクを両手で包み込んでいた。

「そんな怖い？」

　既に拓海はちゅーっと、太いストローからタピオカドリンクを飲んでいた。

「えっ?!　三浦君、もしや経験者？」

「まあ」

　片方の頰を膨らませ、もぐもぐしている。

（た、タピってる……！）

　これは噂うわさに聞くタピタイムである。もぐもぐしている拓海を、至近距離で穴があきそうなほど見つめる。

「……飲みたいんすか？」

「待って。まだ自分のもやっつけてないのに……」

「戦いやったん……」

　夏帆は両手で包んだタピオカドリンクを睨にらみ付ける。

「これは混ぜてから飲むものですか？」

「そうせんとただのミルクだけ飲んだ後、抹茶だけを飲むことになるよな」

「ですよね。振ります」

「振るのは待とうか。早川さん、絶対零こぼす」

「信用がない！」

「なんでやろね。しっかりしてそうに見えるのに、不安しかない」

「不安がられた……」

　夏帆は大人しくストローを持って、くるくると回した。十字に切れたストローの差し込み口からピシャッピシャッと中身がこぼれ、拓海に「言わんこっちゃない」という顔をされる。

「もう……顔にかかっちゃった……」

　夏帆は雑に手の甲で拭うと、タピオカに向き合った。

「私、初めてなんやし、優しくしてほしい……」

　タピオカに頼むが、聞いてもいない。抹茶ラテの中、我が物顔で沈んでいる。

　タピオカデビューに緊張しつつ、夏帆がカップの中をストローで突く。

「わっ、中に入っ……！」

「早川さんっ!!」

　意図していないタピオカのストローへの侵入にきょどっていると、拓海が大きく首を横に振った。

「外だから」

「外、ですね……？」

　知っている事実を諭され、夏帆は首を傾かしげた。拓海が大声を出したせいで、周りの人がこちらを見ているではないか。

「よし、飲もう。さあ、何の変哲もない抹茶ラテを飲もう」

　有無を言わせぬ声に夏帆は頷うなずくと、ストローを咥くわえ──離す。

「どのぐらいの勢いで吸えばいいん？」

「……え？」

「あと、どのタイミングで嚙かめばいいんかな」

「どのタイミング……」

「液体を飲み込む前？　液体を飲み込んだ後？」

「……ちょっと待っててくれる？」

　夏帆の質問に一瞬考え込んだ拓海は、ストローを咥えてちゅーっと吸った。そしてもぐもぐと口を動かし、ごくんと飲み込む。

「液体と一緒に、嚙む」

「わかった」

　夏帆はまた神妙な顔をして、タピオカドリンクに向き合った。心なしか、拓海も緊張の面持ちで見守っている。

　夏帆はちゅっと吸った。口に入ったものを微妙な顔で飲み込むと、隣の拓海を見た。

「……タピオカ来んかった」

「怖がりすぎ」

「怖いに決まってんじゃん〜〜！　もうやだ。スプーンで掬すくいたい」

「応援してるから」

　こんなことさえ応援してくれる極上の彼氏に背を押され、夏帆はもう一度吸った。

「っふぉっげふぉっ！」

　今度は強く吸い過ぎた。口の中で暴れたタピオカにむせる。吐き出すわけにもいかず、ひと嚙みもせずに飲み込んでしまった。

「ああっ、ほら……」

　カフェで貰もらっていた紙ナプキンを拓海に差し出され、夏帆は咳せき込みながら受け取った。ナプキンで鼻から口まで覆う。完全に鼻から抹茶ラテが出た気がする。初デートで鼻から緑色の液体を垂らすなんて、こんな出来の悪い彼女も珍しいに違いない。

「コンビニでなんか買って、スプーン貰って来こようか？」

　夏帆の情けない姿に失望したのかと不安になって拓海を見る。

「まさかここまでとは思ってなかった。舐なめたこと言ってごめん」

「悔しいんですけど?!」

　謝られてはいるが、完全に、単純に、見下されている。元気のいい夏帆の返事に、拓海は肩を震わせた。

「だってまさか吸うことも出来ないなんて……ふはっ……」

「絶対勝ってやる。指を咥えて待っていろ」

「ストロー咥えて待っとくわ」

　余裕の顔で言われ、少しだけドキッとする。遠慮のない笑い方は、いつも夏帆を女子扱いする拓海らしくない。もしかしたら女子の夏帆とは違う夏帆が、拓海の中に生まれたのかもしれない。女子扱いされるのも嬉うれしいが、こんな風に屈託なく──親しみを持って接してもらえるのも、嬉しい。

「じゃあ、いくからね」

「待って」

　貸して、と手を出されるので、言われるままにタピオカを渡した。そして拓海が口の端を持ち上げる。

「念のため、鞄かばんからハンカチ出してたほうがいいんやない？」

　上手くいかないこと前提の提案に、夏帆は顔中に皺しわを寄せながらも、従った。




　結論から言うと、タピオカは嚙めた。甘くてもちもちで、皆が好きになるのもわかる美味おいしさだった。

　夏帆の隣で、とっくの昔に自分の分を飲み終えた拓海の背中が揺れている。

「……三浦君」

「だって、あんな、大見得きって」

　拓海の声は震えている。

「結局、先に全部飲まなきゃ、タピオカ食えないとか、思わんやん」

　掠かすれた笑い声を交ぜながら、拓海はようやく紡ぎ出した。

　夏帆の持っていたドリンクカップの底には、タピオカのみがぎっしりと残っている。結局ストローをスプーンのように使って、一つずつ口に入れるしかなかった。

　体を起こしつつ、目尻の涙を指で拭っていた拓海が、夏帆のカップの中のタピオカオンリー地帯を見て、また笑う。

「俺、笑いすぎて泣いたのとか初めてなんやけど」

　笑わせたのではなく、笑われていたのはわかっていたが、それも含めて、別に嫌な気はしなかった。拓海が自分と一緒にいて笑ってくれるなら、タピオカを避けつつ抹茶ラテを必死に飲んだ甲か斐いがあるというものだ。

「むしろ私こそごめん。たったこれ飲むだけなのに、一時間くらいかかっちゃった」

　時計を確認して、かなり長い間タピオカと遊んでいたことに気付く。電車で一時間もかかるため、そろそろ駅に向かわなければならない頃だ。

「そんな経たった？」

「三浦君の行きたいところとか、行けんかった」

「早川さんのタピオカショーより面白いもん多分なかったろうし、全然いいよ」

　夏帆は抗議の意味を込めて、隣の拓海にドンッと体当たりした。「おっと」と揺れたものの、特によろけることもなかった拓海に、もう二回ほど体当たりをする。

「あはは、何」

　その笑顔に反抗心も引っ込む。夏帆は体当たりした姿勢のんまま、拓海に寄りかかった。力を抜いて、こてんと拓海の腕に頭を乗せる。

「うぇっ」

　拓海が固まった。夏帆はぺたりとくっついたまま、タピオカをストローでおびき寄せる。

「今日は背中にぎゅって出来てなかったから」

「……なる」

　拓海はそれ以上何も言わず、黙って前を向いた。硬直は徐々に溶けていき、夏帆も寄りかかりやすくなる。

（デートがこんなに楽しいだなんて知らなかった）

　茜あかね色いろになり始めた街をぼんやりと見ながら、今日のことを思い出していた。

　友達の中には、初めてのデートで喧けん嘩かして帰ってきた子も沢山いた。

　夏帆が前日に心配していたように、些さ細さいなことで彼氏のプライドを傷つけてしまい、始終ふて腐れられていたなんて話も聞いたことがある。互いのペースや価値観を上手うまくすりあわせられず、初デートが別れの原因になってしまった友達も。

　初めてのデートは楽しみで仕方がなかったが、それとは別の冷静な頭で、喧嘩の一回ぐらいはするだろうと覚悟をしていた。

　なのに一度も、嫌な空気になることさえなかった上に、ずーっと楽しかった。それは拓海がずっと、夏帆に気を配ってくれていたからだ。

「三浦君はなんでそんな、優しい人なんやろうねえ」

「……昼もそれ言ってたけどさ」

　夏帆に寄りかかられたままの拓海が、難しい顔をして言った。

「言ったやろ。優しくするって。俺、早川さんにはちゃんと優しくしようと思って、優しくしてるし。……別に、元々俺が優しい人なわけやないよ」

　言葉を選ぶように少しの間、沈黙する。

「それに──俺が早川さんに優しく出来るんは、早川さんが優しくしてくれるからやし」

　夏帆は拓海の肩から頭を持ち上げた。

「つまり、恩返し？　彼氏彼女の制度すごいな……法律で義務化すればいいのに……」

「いや、相手が早川さんやなかったら、こんな上手くいかんわ」

　それは、今まで拓海から聞いたどんな言葉よりも夏帆の心を動かした。

　だが拓海はそんな夏帆に気付いていないようだ。

「んー、なんていうか。恩返し要素がないとは言わんけど……そうやなくて。んー……」

　拓海は言葉を探していた。言いにくいのか、言いたいことをまとめているのか。

　次第に拓海の表情から、険しさが取れていく。そして観念したように肩の力を抜くと、拓海がこちらを見た。

「──早川さんになら、優しくしてもいいんやろ？」

　夏帆は首を傾げた。

「早川さんは、俺が優しくしても『こいつ痛い』とか思わんでくれるやろ？」

　夏帆は傾げていた首を瞬時に戻して、縦にぶんぶんと振った。勢いよく振られる首を見て、拓海が息を吐くように「ふはっ」と笑う。

「だから俺、早川さんには優しくしたい」

　拓海は言い終えると、腕で口元を覆った。

「……あんま見らんで」

　頰を赤くした拓海が視線を遮るように、空のドリンクカップを顔の前に持って行く。じっと見つめたままの夏帆から逃げるように、顔を逸そらした。

　拓海の首筋がうっすらと赤くなっているのを見て、夏帆は胸がまたぽこぽことなっているのを感じた。











三時間目　恋人語コミュニケーションⅠ









　週明けからは試験勉強が始まる──がその前に、約束していたランチ集会である。

「へえ？　大食い？　ゴリラなん？」

「嘉か一いち。絶対に口滑らすなよ」

「へぇへぇ」

　昼休み。学食に向かう廊下で、拓たく海みは夏か帆ほの友人について琥こ太た郎ろうらに伝えていた。夏帆がわざわざ言ったのは、友人自身が大食いなことを気にしているためだろう。

　先に伝えておけば、いくら調子のりな康やす久ひさや、口の悪い嘉一であっても大丈夫だろうと思っていたのだが──

「よく食うんだろ。カレー一つで足りんの？」

「嘉一」

　拓海は額に青筋を浮かべた。

　場所は昼時の食堂。混雑しているテーブルの一角に座るのは、拓海と夏帆に加え、吉よし岡おか梨り央お奈なと橘たちばな心こころ、そして廣ひろ井い嘉一と西にし琥太郎、中なか田た康久である。

　嘉一の前に座ったのが、件くだんの大食いの女子だった。嘉一は自分で作った弁当を大口を開けて食べながら、心がぱくぱくとカレーを食べる姿を見ている。

「うん〜。これ食べ終わったら、おうどん買いに行くよぉ」

「一個ずつ？　あー、テーブル狭いしな」

　嘉一は納得したように頷うなずいた。嘉一の隣で、琥太郎が苦笑を浮かべている。

「橘はいっつもどんくらい食うの？」

　渋い顔をする拓海など気にもせず、嘉一はぐいぐいと心に質問を続ける。

　冷や汗を流しながら拓海が夏帆を見ると、夏帆は食事の手を止め、見たこともないような研ぎ澄まされた顔をして嘉一を見ていた。

「うーん。おうどんの後に、もっかいカレー食べるくらいかなぁ」

「は？　またカレー？　好きなん？」

「好き〜。けど、それよりも安いんだよねぇ、おうどんとカレー。お昼ご飯代、馬鹿にならんから〜」

「はー。なるほどね。まぁそんだけ食えば金もかかるわなー。腹は足りてんの？」

「うーん。腹七部が丁度いーって思うことにしてる……」

　弁当の中に入っていたレンコンの煮物をしゃくりと嚙かんだ嘉一の頭を、我慢出来なくなった拓海がぺしんと叩たたく。

「ってえ。んだよタク！　レンコン、鼻に入るだろ」

「カレー！　カレーにうどんな！　どっちも美味しいよなあ！」

　ぶつくさ文句を言う嘉一の無神経さをフォローするように、康久がうどんとカレーを持ち上げる。

「橘さん、ごめんね」

「大丈夫だよぉ」

　謝る琥太郎に、心は笑顔を向ける。

「かいっちゃん、女の子に何言ってんだよ！」

「お前らが気にしすぎなんだよ。カレーの後にうどん食ってまたカレー食うとか、普通に聞くだろ。気になんねえ奴の方が頭おかしんじゃねえの」

　嘉一の言い分を聞いても、心はにこにことしていた。夏帆と梨央奈は男子を止めることはなかった。ただ、値踏みはされた気がする。拓海のみぞおちの辺りがキリキリとした。

　嘉一の言動も、わからないでもない。だが、デリケートな問題に無遠慮に踏み込むのと、親交を深めるのは違うだろう。紙一重過ぎる。初対面ですることではない。

　拓海は全く、食事にも会話にも集中出来なかった。更に──

「なあ。明日、あんたに弁当作ってきてもいい？」

　なんてことを、帰り際に嘉一が言い出したから、余計に。




　　　　　× × ×




　──翌日、嘉一は本当に弁当を作ってきた。

　二日連続で七人で食べることになるとは思っていなかった拓海は頭を抱える。

　昨日夏帆は、「皆と食べられて楽しかったね」とは言ってくれたが、嘉一のことについて特別何かを言うことはなかった。

　掘り返すべきかわからず、拓海も自ら話題に触れることはなかったが──食堂のテーブルの上にどんと置かれた、悪意の塊のようなでかい弁当らしき物体を見て、低い声で唸うなる。

「かいっちゃん、あれ冗談やなかったん?!」

　慌てた康久が嘉一の首に腕を回し「ごめんね、心ちゃん！」と叫んでいる。

　食券を買いに行こうとしていた心は、夏帆と梨央奈の隣から離れ、すーっとこちらに近付いてきた。その目線はずっと、弁当に定められている。

「これ、私が貰もらっちゃっていーの？」

　周りの心配をよそに、心の目はキラキラとしていた。それはもう、潤んでいるといってしまってもいいほどに。

「おう」

　嘉一の返事を聞くと、心は弁当に手を伸ばし風ふ呂ろ敷しきを広げる。あらわになった三段重ねの重箱を見た心は、顔をぱぁああっと輝かせた。拓海と康久は、突然の女子の笑顔とオーラにびびって逃げ腰になる。

　心は顔面をキラキラさせたまま重箱の蓋を開けた。いつの間にか心の後ろから、夏帆と梨央奈も重箱を覗のぞき込んでいる。

　重箱の中身を見た瞬間、心の顔が更に輝いた。獲物を狙う鷹たかのような真剣な目で、忙せわしなくお弁当のおかずを検分している。四つに区切られた一段目には、みじん切りにされた野菜が混ぜ込まれた、オムレツのような卵焼き。ブロッコリーとベーコンとジャガイモの炒いため物。ゴボウや里芋の入った煮物。鳥の照り焼きが入っていた。

「っわああ、わああっ……!!」

「これ作ったってマジ？　売りもんじゃん……えっぐ」

　見事な弁当の出来映えに、梨央奈が引いている。夏帆は何故なぜか口を引き結び、だらだらと汗を流していた。そんな二人の前で、心は大喜びしている。

　二段目の半分はおにぎりだった。海苔のりのまき方が違うため、中身が違うのかもしれない。もう半分には白ご飯が敷き詰められ、ネギと炒めた鶏そぼろがかけられている。鶏そぼろの上には煮卵が飾られていた。

　三段目は、大きな玉たま葱ねぎやピーマンやベーコンがごろりと入っているナポリタンだった。箱一杯に敷き詰められている。

　女子は出来映えに引き、男子はその圧倒的な量を心配した。嘉一は教師に目の前で作文を読まれているような神妙な顔で心を見ている。

「た、食べていーの?!　全部、私が食べてもいーの?!」

「おう。食えんかったら残して」

　嘉一の返答に、心が慌てて椅子に滑り込む。嘉一も彼女の正面に座った。

「あっお箸！」

「ほら」

「わぁ。ありがとぉ〜！」

　笑顔で嘉一から割り箸を受け取った心は、両手を合わせて「いただきまぁす！」と大きな声で宣言した。

「美味おいしーっ……美味しーぃ！」

　一口食べた瞬間に、心の周りに花が飛ぶ。ほにゃあ、とほっぺを押さえて微ほほ笑えむ心に、嘉一は自分の弁当も後回しにして、お重の中身を指さした。

「これは低温で煮込んだあと、冷まして味を染み込ませて──」

「そうなんだ。美味しーねえ！」

「こっちのは昨日の夜から漬け込んで──」

「だからこんなに美味しーんだ」

「これは、親鳥のミンチが売られてる時に大量に買って、冷凍しておいたのを──」

「親鳥？　へえ。そっちのほーがいーんやねえ。美味しーねぇ！」

　淡々と料理の解説をする嘉一と、大喜びの心のテンションはちぐはぐだが、絶妙に嚙み合った会話が繰り広げられる。心は満面の笑みで、一口一口味わって食べている。どの料理を食べても、心は全力で美味しいようだ。

「三み浦うら君、食券買いに行く？」

「あ、あぁ……そうやね」

　夏帆が近付いてきた。「んじゃ行こ」と券売機に連れて行かれる。夏帆はお弁当を持ってきているが、拓海に付き合うつもりなのだろう。

「ひゃーびびった。びびった」

　券売機でメニューを選んでいると、康久も慌てて追いかけてくる。

「なあ、かいっちゃんのあれ。なんだと思う？」

「わからん。嘉一、面倒見はいいけど、自分から女子に関わりにいく方やないし……」

　困惑している拓海と康久に、夏帆が「そうなんだ」と瞬きをした。

「あれかな……かいっちゃん。心ちゃんに一ひと目め惚ぼれとか……」

　康久も自分の食券を買いながら、恐る恐るといった風に言った。まさか友達の色恋沙汰を目の前で見ることになるとは思わず、拓海はぽかんとした。

「……え？　そうなん？」

「そうやなかったら、むしろこの状況なんなん??」

　拓海、康久、夏帆はテーブルを振り返った。琥太郎と梨央奈が見守る中、嘉一と心が重箱を挟んで楽しそうに食事をしている。その様子は甘い恋人同士の空気というより、餌を配る飼育員と、水族館でショーを終えたアシカという体だ。

「夏帆ちゃん、心ちゃんってさ──」

　何かを話しかけようとした康久に、拓海は眉根を寄せた。

「は？　ヤス。なんで早はや川かわさんのこと名前で呼んでんの」

　思っていたよりも低い声が出る。

「教えてもらったんやからいいやろ！」

「へぇ。ヤスは名前知ってる女子、全員名前で呼んでんだ？　知らんかったわー」

　しらーっとした拓海に、夏帆が慌てて取りなす。

「かまわんよー。男子に名前で呼ばれるのとか初めてやから、ちょっと緊張するけど」

　照れたように頭を搔かく夏帆に、拓海は何故か息苦しくなった。

（なんでちょっと嬉うれしそうなん）

　拓海はムッとした。しかしすぐに、湧いてきた自分の感情に呆あきれる。

（──自分じゃなんもしてないくせに、かっこ悪）

　拓海は気を取り直して、隣に立つ夏帆を見下ろした。

「俺も、呼びたいんやけど」

「お、どうぞどうぞ」

「なんて呼ぼっか」

「なんでもかまいませんぜ」

「んー……早川さんって、早川さんっぽいよね」

　拓海は夏帆のことを「早川さん」と呼ぶことが、割合気に入っていた。

「それたまに言われる」

「んー、じゃあ。夏帆さんは？」

「おばあちゃんみたい。可か愛わいい。採用！」

「おばあちゃんみたいで可愛いって何」

　くしゃりと笑う拓海を見て、康久がぎょっとする。康久がいることを忘れていた拓海は、頰が赤くなるのを片手で隠した。

「ヤス、先戻っとけば。俺持ってくから」

「そうすっかな」

　空気を読んだ康久が、手を振ってテーブルの方へと向かった。男友達の前で彼女といる自分を出すのは、中々に恥ずかしいことを知る。

「んじゃ、三浦君は拓海さん？」

　そんなこと、気付いてもいないらしい夏帆が「どう？」とどや顔で聞いてくる。途端におかしくなって、拓海はまた笑った。

「おじいちゃんじゃん。俺は可愛くなくていいよ。拓海にして」

「私も、夏帆でいいからね？」

「おばあちゃんみたいで可愛いから夏帆さんにする」

　拓海がそう言うと、夏帆はふへっと笑ったあと、大きく頷うなずいた。

　夏帆と共に席に戻り、食事を始める。全員でだったり、隣の者とだったり、数人でだったり。それぞれで話しつつ箸を進めていると、夏帆がじっと心の前のお重を覗き込んだ。

「すごい。煮卵まで入ってる……」

「美味しーよぉ。一個食べる？」

「食べたい！　廣井君もらってもいい？　心がめちゃくちゃ美味しそうに食べてるから、さっきからずっと美味しそうで……！」

　しっかり話しているように見えて「美味しそう」と同じことしか説明出来ていない夏帆に、嘉一がどうぞと手振りで示す。半分に切られた煮卵を、心が綺き麗れいな箸使いで夏帆の口に運んだ。もぐもぐと煮卵を食べる夏帆に「美味しーい？」と心が嬉しそうに尋ねる。その表情からは、もう答えを知っているようだった。

「美味しい！」

「えーいいな」

「じゃー梨央奈ちゃんにも、何か一個あげる。一個だけね。何がい〜？」

「私はねー」

　きゃっきゃと女子が重箱を覗き込む。女子が目の前で楽しそうに弁当を食べている光景に、拓海と康久の心は一つになった。この瞬間を永遠に刻みたい。

「嘉一。どんくらい早起きしたの？」

　琥太郎が尋ねると、嘉一は鼻の上に皺しわを寄せた。

「あ？　別に。朝から手間かけたのなんかそんなねえよ」

「ていうか、かいっちゃん家ち。よく家に重箱なんかあったね」

「はぁ？　重箱のない家なんかあるのかよ」

「うちないよ」

「俺んちも見たことない」

「噓うそだろ？」

　女子とは別の方面で弁当に盛り上がっていると、夏帆のとんでもない声が耳に飛び込んできた。

「──ってるもんね。やっぱり私は生がいい」

　思春期の男子四人の箸がピタリと止まる。

　そんな男達に気付かず、梨央奈と夏帆と心は普通通りに話をしている。

「そう？」

「うん。行儀悪いけど、チュッて吸った時に、口にドロンと入ってくるやん。あれ大好きなんよね」

「あー……それはわかるかも」

「飲み込んだ後のねっとり──」

「夏帆さん!!」

　堪えきれずに叫ぶと、夏帆はきょとんとした顔を向けた。

「どうしたの？　拓海君」

　嘉一と琥太郎と康久が、ほのかに頰を赤らめてこちらを見る。女子があまりにも普通なため、自分が気にしすぎかと不安になったが、やはり年頃の男子には刺激が強すぎる。

（男子とは上手うまく話せないって夏帆さん言ってたもんな……だから今まで誰も伝えてなかったのか……）

「……何の話をしてたか、聞いてもいい？」

「？　卵かけご飯？」

「卵かけご飯かー……」

　遠い目をして繰り返す拓海を、同情的な目で友人らが見つめる。

「梨央奈はレンチンで温玉にしてから、卵かけご飯にするんやって」

　どんな扇情的な卵かけご飯なら、あんな単語を選択して許されるのか、全く以もって拓海に──そして、おそらく他の三人にも──わからなかった。

「大きな声出してごめん……夏帆さんの肩に虫がいて、慌てた」

　なんとか言い訳をした拓海を、康久と嘉一が援護する。

「いた。もうそりゃカブトムシぐらいでっかい虫が」

「ヘラクレスくらいでかかった」

　あまりに下手な康久と嘉一のフォローに顔を青ざめさせる夏帆に、琥太郎が苦笑して「大丈夫。ただのハエだったよ」と噓をつく。この四人でつるむようになってそこそこ長いが、これまで感じたことがないほどの一体感だった。

「橘さん、口に合って良かったな」

　話しながらずっと食事を続けている心が、どの程度食べたのか気になって拓海は彼女の弁当箱を覗のぞき込んだ。おかずは均等に量が減っている。

「うん！　美味しぃー！」

　ほにゃっとした笑顔で心が拓海に喜びを表す。自分の隣に座る嘉一の弁当の中を覗くと、重箱の中身とほぼ一緒だった。違うところは、嘉一の弁当には切れ端や形の不ふ揃ぞろいなものを詰め込んでいるところくらいだ。

「おい、見ろよあれ」

「噓だろ」

「全部食う気？　ありえねー」

　もぐもぐと美味おいしそうに食べていた心の箸がぴたりと止まる。気付けば、心の広げた重箱を見に、野次馬が出来ていた。夏帆と梨央奈が食事の手を止め、冷たい視線を向ける。

　心がどんどんと俯うつむいていくのを見て、隣に座っていた梨央奈が口を開こうとした。しかし、梨央奈が何かを言う前に、嘉一が口を開いていた。

「俺の作った弁当に、なんか文句あります？」

　強い悪態は、心をかばった言葉ではない。

　だが、弁当を作った嘉一だからこそ言える言葉だった。

　人相の悪い嘉一が、より一層目つきを悪くして野次馬を睨にらみ付つける。男子らも面倒事にまでするつもりはなかったらしく「行こう」と言って立ち去っていく。

　嘉一の顔を見て、集まっていた生徒達も散っていく。

　肘をついた嘉一がふんと鼻を鳴らす。不機嫌丸出しの顔つきで、俯いている心を睨んだ。

「おい、橘」

「は、はい」

「なんで食わねえの」

「えっとぉ……」

「俺の作った飯が食えねえの？」

（パワハラだ）

　周りに座っていた生徒全員が同じ気持ちだったに違いない。

　しかし心はお重を見て、嘉一を見ると、ふふっと小さく笑って箸をまた動かし始めた。

「……美味しぃ」

「あ、そう」

　嘉一は頰ほお杖づえをついたまま、口の中に食べ物を運ぶ心を見ていた。




「ご馳ち走そう様さまでした」

　と重箱を空にした心が手を合わせたのは、昼休みが終わる十じっ分ぶん前だった。

　空になった重箱を、拓海と康久はまじまじと見た。割と信じられなかった。ほんわかして、ふわふわとした女子代表みたいな心が、バキュームカーのように重箱いっぱいの料理を平らげてしまったのだ。

「美味しそうだったね」

　にこにこと笑顔を向ける琥太郎に、心が「美味しかったから〜！」と笑う。

　お重を重ねようとする心の手を「待った」と嘉一が止めた。

「どれが一番美味うまかった？」

「んー……全部美味しかったけど、あえて言うならここにあったのかなぁ」

　仕切りで四つに仕切られた重箱の右上のスペースを指さした心に、嘉一は真顔で「次に美味かったんは？」質問を続けた。

「これとー、これ」

「食えんのあった？」

「ううん。全部美味しかったし、私何でも食べる」

「今日ので腹一杯？　足りない？」

「丁度良かったよ〜」

　拓海はかなり驚きながら二人を見ていた。嘉一がこんな風に穏やかに女子と話しているのを見るのは、初めてだ。

（珍しいこともあるもんだな）

　水を飲んでいると、嘉一が真面目な顔つきで言う。

「橘」

「なあに？」

「週に一回でいいから、俺に弁当作らせてくんない？」

　拓海は危うく水を噴き出すところだった。隣の康久は、口につけたペットボトルから水を零こぼしている。

「……なんで？」

　肩につきそうなほど首を傾かしげた心が、真っ当な質問をした。

「俺の飯、美味そうに食ってもらえるから」

　それがどうした、と思わず突っ込みたくなる理由だったが、嘉一の隣に座っていた琥太郎は「あー」と頷いた。

「ひーちゃんかいちのあね、評価厳しいもんねぇ」

「あのクソ女、俺の作った飯にマヨネーズぶっかけるし、文句しか言わねぇ」

　まじで作りたくねえ。と心への提案とは真逆を言う嘉一に、心が恐る恐る尋ねた。

「私、食レポとか出来ないと思うけど、いーの……？」

「は？　そんなんいらんけど」

「じゃあ、料理の改善点を見つけてほしーとか？」

「橘って料理すんの？」

　ブンブン、と大きく首を横に振る心に「じゃ、いらね」と嘉一が言う。

「自分が作りたいもの好きなだけ作って、美味そうに食ってもらいたいだけ」

　なるほど、確かにその欲求を叶かなえるのは嘉一の姉では無理だろう。

「橘は今日みたいに食ってくれりゃ、それでいんやけど。食ってくれんの？　食ってくれねえの？」

　一応頼んでいる立場の嘉一だが、非常に偉そうだ。心は若干気け圧おされつつも、満面の笑みで答える。

「……食べる！」

「よし。じゃ、材料代の相談やけど──」

「金取るんかい」

　すかさず康久がつっこむと、嘉一は胡う乱ろんな目をする。

「当たり前やろ。あの量、無償で毎回作れっかよ。だから頼んでんだろ」

　それから嘉一は心と弁当代の話をつけた。毎週月曜日をお弁当の日にするらしく、カレー二杯とうどん一杯の合計額を心は支払うことになった。

　弁当関連のやりとりをするためにと、嘉一と心の間でスムーズに連絡先の交換が行われる。更に、食堂でお重を広げるとまた心が嫌な思いをするかもしれないからと、二人はどこか違う場所で食べるところまで、嘉一は約束を取り付けた。

「すげえ……。これが十七年間、姉おんなの期待に応え続けてきた男……」

　スムーズすぎるあまりの早業に、拓海と康久は震えが止まらなかった。




「なんで橘さん、嘉一にＯＫしたんやと思う？」

　バイトを終えた拓海は自宅にいた。机の上には教科書と、ペンスタンドに立てかけられたスマホ。液晶画面の中には、ラフな格好に着替えた夏帆がいる。

　テキストから顔を上げた夏帆が、シャーペンを顎に当てる。

｛ご飯、美味しかったからかな？｝

「身も蓋もなかった」

　拓海はふはっと笑った。確かに、嘉一の作る料理は美味い。

　夏帆と拓海は、週明けにある期末考査に向けて試験勉強中だった。〝恋人とやりたいことリスト〟の次の項目「一緒に勉強してみたい」をこなしている最中でもある。

｛……あと、多分。廣井君が、からかわなかったからかも｝

「？」

　カレー一杯でいいのかなど、十分にからかっていた気がする。

｛なんて言うか──ココが沢山食べることを、廣井君はいいとか悪いとか言わんかったんよね。『歌がうまい子』とか『足が遅い子』みたいな感じで、廣井君はココのことを『いっぱい食べる子』として、ただ普通にしゃべってたんだと思う｝

『お前らが気にしすぎなんだよ。カレーの後にうどん食ってまたカレー食うとか、普通聞くだろ。気になんねえ奴の方が頭おかしんじゃねえの』

　嘉一が言っていた言葉を思い出し、そういうことかと拓海は納得した。

「じゃあ俺、気ぃ遣いすぎたかも」

｛そんなことないよ。こういうのって人それぞれだし。拓海君の優しさも、ココは嬉うれしかったと思う｝

　夏帆はそう言うと、両手でほっぺを持ち上げた。その顔は、何故なぜか気まずそうだ。

｛ごめん噓うそついた｝

「えっ」

　やっぱり気を遣いすぎていたのかとドキリとした拓海に、夏帆は照れ笑いを浮かべる。

｛私が、嬉しかった。……拓海君が、ココに優しくしてくれて｝

　へへへ、と笑った夏帆はちょっと俯いたあと「さっ、勉強しよ！」と仕切り直すように、努めて明るく言った。拓海は「あ、うん」と気が抜けたコーラのような、しょうもない返事しか出来ず、シャーペンを持つ手とは反対の手で、緩む口元を覆った。




　　　　　× × ×




　拓海と付き合い始めて以来、夏帆は初めてと言っていいくらいに焦っていた。

　心のために嘉一が手作りしてきたというお重が、あまりにも見事な出来映えだったからだ。

　あのお重は、通学中に黒塗りの車から降りて来たおかみに突然手渡されました。なんて意味不明な説明をされた方がよほど納得出来ただろう。それほどまでに完璧だった。

（あっちは付き合ってもないのに。私、もしかして彼女として負けてる……?!）

　よしんば付き合っていたとしても嘉一は彼女ではないのだが、混乱する夏帆にとっては些さ末まつだった。

　夏帆は根っからの優等生気質だ。肝心なところで抜けてはいるが、皆に評されるだけあって、当然しっかり者の面も持っている。

　そんな彼女は「努力すべきことをやっていない」現状に対して、感じる必要もないのに、罪悪感を持ってしまう。

　拓海から弁当を作ってほしいと言われたことはない。むしろ、「俺の飯とか、早川さんが気にするようなことやないから」と言っていた。

　それでも気になってしまうのが、彼女心というものである。

「──だからね、拓海君にお弁当作る」

　両手の拳を握りしめ、身を硬くした夏帆はスマホを覗のぞき込んでいた。

｛いいやん。彼女っぽい｝

｛わはっ。何作るのぉ〜??｝

　物々しい雰囲気を醸し出す夏帆とは対照的に、液晶画面に映る梨央奈と心は部屋でリラックスしている。

「何にしよう……男子って何が好きかな……」

｛なんだろぉ｝

　男と言えば父親くらいしか交流のない夏帆と心は、ううんと思案顔を浮かべる。

｛泰たいちゃん、今部屋にいるし聞いて来よっか？｝

　軽い口調で梨央奈が言う。泰ちゃんとは梨央奈の兄、泰たい輝きのことだ。梨央奈の家に遊びに行った時に、夏帆も挨拶をしたことがある。

「是非ともお願いしてもいい?!」

　勢いよく頼み込む。自室からいなくなった梨央奈は、ものの数分で戻って来た。

｛オムライスに二票｝

　帰ってきた梨央奈が中指と人差し指を立てる。

「二票？」

　梨央奈に兄は一人だけだったはずだ。首を傾げる夏帆に、梨央奈は口をへの字に曲げた。

｛泰ちゃんの友達が来てた。その人も、オムライス好きだって｝

「あ、確かに。うちのお父さんもオムライス好きかも……」

｛三票やん〜！　オムライス、いいんやない〜？｝

　圧倒的な支持率である。夏帆はお弁当の中身をオムライスに決めた。

「いいかも！　オムライスってご飯を卵で巻くだけやし！　それにしよう！」

　初めて彼氏に作るお弁当。やはり、沢山驚かせたいし、喜んでほしい。

　母が作ってくれるお弁当を思い出せば、毎日沢山のおかずや野菜が入っている。当然、お弁当作りを思いついた段階では、夏帆もそういったスタンダードなお弁当を作るつもりでいた。しかし、初めてで何種類も作るのは、よく考えれば大変だ。

　ありあまる行動力のせいで踏み出しは早いが、夏帆は計画的にもなれる女であると自負している。己の落ち着いた思考に満足して、夏帆はスマホの中にあるインターネットのブラウザを開いた。




「卵が巻けない。ご飯が苦い。ソースも変な匂いがしてすっぱい。なんで……？」

　家族に、彼氏のために作るお弁当の練習をする姿を見られるのが恥ずかしく、人払いを済ませた台所で一人、夏帆は絶望に包まれていた。

　練習として作ったオムライスは、嘉一のお重と比べるまでもなく、見栄えも味も酷ひどいものだった。台所には調理道具や野菜の切れ端が散乱していて、卵を混ぜたボウルの先からは、液状の卵が滴っている。

「いや、おかしくない……？　レシピ通りにちゃんと作ってるのに」

　なんとか完成したが、およそオムライスと呼べない物体が出来てしまった。

　卵は全く平らにならず、穴がぼこぼこと開いている。よれたまま巻いたせいで、ケチャップライスが半分ほど露出していた。

　チキンライスにはローストチキン、卵には生クリームを使い、赤ワインや香味野菜を煮込んだソースまで作る、本格派のレシピだったはず。

「弘こう法ぼう筆を選ばず」ということわざは、裏を返せば「初心者は筆を選べ」ということである。今日から習字を始める場合、ある程度お金をかけた道具で書いた方が、当たり前に上手うまい字が書ける。

　そのため夏帆は、手間暇を惜しまないレシピを選び、そこそこの金額の材料を用意し、しっかりと手順に従っていた。

　──というのに、オムライスはかたちにすらならない。

「いやいや、ありえない……。私の努力不足だ……」

　こつこつと練習を積めば、習字も勉強も上手くなっていくものである。夏帆はもう一試合こなすため、ひとまずこの苦いオムライスを夜食にかき込んだ。




　しかし、それから何皿オムライスもどきを食しても、出来映えは変わらずじまいだった。

　簡単に出来ると踏んでいたオムライスが全く上手くいかず、期末試験が迫っているというのに、夏帆はそちらにばかり気が逸それてしまっていた。試験勉強も睡眠時間も削って、夏帆はオムライスに向き合った。

　そうして迎えた期末試験。一日目を終えた夏帆は、真っ青になっていた。

（やばい……昨日、遅くまでオムライス作ってたから……）

　寝不足で挑んだ期末テスト。問題用紙を見返せば見返すだけ、解答欄がズレてしまっていた気がしてならない。

　夏帆は成績上位ではないが、平均点を下回ったこともない。それなりに日頃から頑張り、試験前には尚なお更さら頑張り、これまでまずまずの成績を収めていた。だがもし、夏帆が危惧した通り解答欄がズレていれば、平均点どころの話ではない。

（お母さんに怒られちゃうかも……）

　一心不乱に卵を割る娘に、母が苦言を呈したことはない。それはこれまで、夏帆が母の期待を大きく下回ることがなかったからだろう。

（どうしよう……泣きそう……）

　周りでは、生徒達が集まって先ほど受けた試験の話をしている。その輪に入ることも出来ず、夏帆は真剣な顔で問題用紙を睨にらみ付つけていた。夏帆の異様な空気を感じ取っているのか、いつも席にやってくる心や梨央奈でさえ近付いてこない。

　いつの間にか担任がやってきて、帰宅の時間となった。試験中は午前中で帰宅となる。

　帰り支度を済ませ、ふらふらと教室を出ると「うわっ」という声と共に、腕を引かれた。

「そのまま進むと壁やけど。──夏帆さん？」

　いつものように一緒に帰るために、拓海が三組の教室まで迎えに来ていた。呆ぼう然ぜんとしている夏帆を覗き込み、怪け訝げんな表情を浮かべる。

「……なんかあった？」

　何もかも自分が悪い。たったオムライス一つ満足に作れず、時間配分を間違えて試験前に睡眠時間を削ってしまった。

　善意からの心配が、更に夏帆を落ち込ませる。到底、真まっ直すぐに彼の目を見ることなど出来ない。

「なんでもない……大丈夫……」

　拓海に腕を摑つかまれたまま歩き始めると、拓海はすぐにパッと手を離した。しかし足下の覚おぼ束つかなかった夏帆はそのせいでバランスを崩してしまい、ゴツンと壁に側頭部をぶつけてしまう。

「夏帆さん?!」

　常にない夏帆に、拓海が焦った声を出した。頭を押さえて我慢する夏帆の腕を拓海が引っ張り、いつもの空き教室へ連れて行く。

「……どうしたん？」

　教室に入ると、拓海がしゃがんだ。彼の姿勢を見てようやく、夏帆は自分がずっと俯うつむいていることに気付いた。

　そして、拓海がものすごく心配していることにも。

　いつもよりずっと遠慮がちな視線。言葉数こそ少ないものの、夏帆への思いやりに満ちた声色。眉間には皺しわが寄り、眉毛は八の字に下がっている。

（拓海君にそんな顔させて……私、何やってるんやろ）

　喜んでほしくて頑張っていたのに。最悪のタイミングで力量以上のことに手を出してしまった結果、真逆の状況になってしまっている。

「……ごめん。お節介やった？」

　拓海が苦笑いを浮かべ、頭を垂れた。

『──早川さんになら、優しくしてもいいんやろ？』

　胸がぎゅっと締め付けられる。

　自分の至らなさに叩たたきのめされた夏帆は、優しくしようとしてくれていた拓海の顔をむんずと両手で摑む。

　そして驚く拓海と視線を合わせ、夏帆は一息で言い切った。

「──廣井君のお弁当があんまりすごいから私も拓海君にお弁当作ってあげたくてオムライスの練習してたんだけどそのせいで寝不足になっちゃって試験の解答欄間違えちゃったかもしれないの!!」

「待て待て待て待て待て」

　突っ込みどころがありすぎる。と、拓海が二人の顔の間に手のひらを広げた。

「まず、え？　嘉一の弁当……？　いやそこはいいとして。俺に弁当作ってくれようとしてたってこと？　オムライスを弁当箱に……？」

「初心者だから……一品から始めさせてもらえたら助かるなって……」

「やっ！　そうですね。勿もち論ろんです。作ってもらうメニューに文句なんかあるわけないです。でも、練習で寝不足……？」

「上手に出来なくて……」

「得意だからオムライスにしたんやないんや？」

「統計的に男子に人気なメニューって聞いたから……」

「それで練習？　試験前に？」

「そう……」

　先ほどの勢いは無惨に飛び散り、しゃがむ拓海の前に正座をした夏帆がしおしおと頷うなずいた。

「……っく、ふっ……」

　正座で俯く夏帆の前で、拓海が体を震わせる。

「夏帆さん……やっぱありえん面白い……！　何がどうすればそうなんの……！」

　顔をくしゃりと歪ゆがませて笑う拓海に、夏帆はぽかんとした。引かれるか、叱責されるか、呆あきれられるとばかり思っていたからだ。

「まじで試験中に何やってんの。──でもそっか、思いついちゃったから、行動しちゃったんだ……やべえ、夏帆さんの考え方がわかるようになってきた」

　拓海が更に笑う。夏帆はどうして笑われているのかもわからず、オロオロするしかない。

「それさ、俺どんなの作って来てくれても美味おいしいっていうから、ひとまず忘れられない？」

「そんなズルじゃ全校生徒が納得しても、私が納得出来ない……」

　混乱している割に言うことは言う夏帆にまた笑い、拓海は「ちょっとごめん」とスマホを取り出した。そして指先ですいすいと画面を操作すると、耳にスマホを当てる。

「話せる？　ごめんあのさ。オムライスってどうやったら作れんの……？　──は？　俺やなくて……いや、俺だわ。俺が作る。何が出来ないって──何が出来ないの？」

　誰かと通話し始めた拓海は、最後の言葉だけ小声で夏帆に尋ねた。

　相手が誰だか気になった。拓海の母であっても、ライバル嘉一であっても、どちらも気まずくて恥ずかしい。

　だが、今の夏帆にはそんなことを尋ねる権利もない。夏帆は身を縮めたまま、しょんぼりと言った。

「卵が巻けなくて、ご飯が変な味で、ソースが酸っぱい……」

「卵が巻けなくて、ご飯が変な味で、ソースが酸っぱいらしい──うん。──レシピ？　レシピってスマホで見てた？　アドレスある？」

「ある。送る」

　やはり最後だけ小声で夏帆に尋ねた拓海に、慌ててレシピのアドレスを送る。

　通話しながらメッセージ欄を開き、拓海が通話相手にアドレスを転送する。拓海は通話相手が何か言う度に、笑うのを堪えている。

「──なんで初心者がこんな難しいレシピで作ってんだ、って怒ってるんだけど」

「だって、だって、どうせ作るなら一番美味しいの食べてほしいやん！」

　ほぼ涙目の夏帆に拓海は声を殺して笑う。

「──ええ？　──テフロン？　──クッキングシート？　待って、メモるわ」

　夏帆と通話相手のどちらも相手にしながら、拓海が肩でスマホを押さえた。そして鞄かばんの中から数学のノートとシャーペンを取りだし、男子らしい角張った字でメモを取る。

　しばらくして電話を切った拓海は、不ふ甲が斐いなさに頭を下げていた夏帆に、ノートを一枚ビリビリッと破いて渡した。

「はい、簡単な卵のまき方だって。あと初心者用のオムライスのレシピ送ってもらったから。LINE送る」

「面目ない……」

　サプライズも出来なかった上に、拓海に心配をかけ、更に手伝いまでしてもらった。拓海の口調から、相手は多分嘉一だろう。

　恥ずかしさと申し訳なさでしょんぼりな夏帆のスマホが、ブブブと振動する。拓海が、レシピのアドレスを送ってくれたのだ。

「作ってくれるんは、まじで試験明けでいいから。っていうか試験明けんと、弁当持って来れんやろ」

「そ、そうだった……！」

　啞あ然ぜんとする夏帆を拓海がまた笑う。

「だから、今日は帰ったらまじで試験勉強して。俺のせいで夏帆さんの点数下がったりしたら、まじで悔やんでも悔やみきれん……」

「わかった。頑張る」

　ひとまず先ほどの試験は、解答欄がずれていないことを祈って、頭を切り替えよう。

　拓海にここまでしてもらって、頑張らないわけにもいかない。──しかし、そんなにすぐに元気が出るはずもない。

　両手で握りこぶしを作ったものの、覇気のない夏帆の作り笑顔に、拓海は一瞬黙った後、思い切ったように口を開いた。

「──試験、終わったら。なんか楽しいことしよな。リストのなんか」

「！」

　夏帆の顔がパッと明るくなる。〝恋人とやりたいことリスト〟には、まだまだ夏帆の胸を躍らすいくつもの項目が存在した。

「うん！」

「オムライスも、知っちゃったから俺、楽しみにしてるから」

「うん！」

　にこにこと笑みを浮かべる夏帆に、拓海も息を吐くように笑う。そしてすぐに、苦笑を浮かべる。

「けどほんと、試験の後な」

　恋人からの確かな念押しに、夏帆は「はーい」と素直に返事をした。




　嘉一の選んだレシピ通りに作ったオムライスは、料理初心者が作ったにしては上出来で、夏帆はレシピ選びの大切さを学んだ。

　更に、戻って来た期末テストは可もなく不可もない──言うなればいつも通りの──点数で、寝不足から解答欄がズレていると勘違いしていただけだった。

　──だが結果として、拓海が夏帆のオムライス弁当を食べることは出来なかった。

「お母さんがね……もし人様の子に何かあったら責任取れないから、お弁当はまだ駄目だって……」

　試験後、いつもの空き教室で弁当を箸で突つつきながら落ち込む夏帆に、拓海は憐あわれみの表情を浮かべている。

「あー……そりゃ、仕方ないな」

「そうなの……仕方ないの……でも、こんなのって……」

　夏帆が練習していた料理がオムライスだったため、母はまさかお弁当だとは思わなかったらしい。オムライスは卵が半熟になりやすいため、食中毒の可能性を危惧した母が断固として許してくれなかったのだ。

「でも可能性はあるから……！　いつかの日に備えて、練習は欠かさずしておくから！　きっといつか食べに来て……！」

「ん。あんがと。楽しみにしとく」

　拓海の言葉に元気を貰もらい、夏帆は「今日ってバイトなかったよね」と拓海に確認した。

「ない」

「じゃあさ、コンビニ行こ！」

　約束した、〝恋人とやりたいことリスト〟を是非とも実行したかった。「コンビニで肉まん半分こにしてみたい」と「放課後デートをしてみたい」の二つが一気に実現出来る。

「帰り、迎え行くね」

「俺が行こうか？」

「でも普通に六組の方が階段近いし」

「そんくらい気にせんけど」

「わかった。じゃあ待って」

　夏帆はスマホを操作する。

【KAHO／彼氏の教室まで迎えに行ってみたい】

〝恋人とやりたいことリスト〟に新たに追加された項目に、拓海がまた笑いながら「ん」と答えた。

　放課後になると、夏帆は六組に拓海を迎えに行った。

　六組は三組に比べて賑にぎやかな生徒が多い。女子はみんなお洒落しゃれで、男子はみんな陽キャに見える。放課後になっても、ほぼ全ての生徒が教室に残り、集まって会話をしていた。

　夏帆は扉からひょこりと覗のぞき込んだ。違うクラスに行くのは緊張するが、「三浦拓海の彼女」という大義名分があるため、ドキドキはしてもヒヤヒヤはしない。

　前回、こうして呼び出した時はまだ付き合っていなかった。あれからたったの二週間しか経たっていないのに、もうずっと前のことのようだ。

「あれ？　誰さん？」

　教室を覗く夏帆に、六組の女子が気付いた。制服を着崩し、指定外のリボンを付け、先生に怒られない程度に化粧をしている。夏帆の憧れる、可か愛わいい女子だ。

「三組の早川です。三浦君いるかな？」

「あー、前も来たね。ちょっと待ってて」

　覚えられていたことが恥ずかしくて小さく頷くと、彼女はすぐに拓海を呼んで来てくれた。

「ごめん、待たせた？」

「ううん。すぐ気付いてもらえたから」

「そう。あったしのおっかげだよーん」

　拓海の後ろから、先ほどの女子が顔を出す。綺き麗れいに整った爪のついた華きゃ奢しゃな手は、拓海の背中と二の腕に触れていた。

（えっ、何？）

　その気安い触れ合いに目を剝むく。夏帆は自然と拓海に視線をやっていた。しかし夏帆同様、拓海も驚いているようで、ぎょっとした顔を女子に向けている。

（あ、なんだ……）

　拓海の表情に何故なぜかほっとして、夏帆は息をついた。

　そしてそんな自分に気付いて、更に驚く。

　夏帆は何にほっとしたのかわからず、ぱちぱちと瞬きした。そんな夏帆の前で、顔を顰しかめた拓海が身を捩よじる。しかし拓海が嫌がっていることに気付いた女子は、悪ノリして余計にしなだれた。

（……えっ）

　気付かぬ内に、夏帆はまた一人息を詰めていた。

（拓海君もしかして、女子とめっちゃ仲良い……？）

　喉の奥が窮屈になる。漠然とした嫌な気持ち──焦りのようなものが胸に広がる。ぱちぱち、と不自然なほどに瞬きの回数が増える夏帆に、拓海にしなだれたままの女子が話しかけてくる。

「ねーねー。早川ちゃんって、三浦の彼女なんやろ？」

「──うん」

　なんとか夏帆が頷うなずくと、女子はちゃんと可愛い顔であはっと笑った。

「見えなーい。こんな可愛い子が三浦の彼女とか、笑える」

　こちらが持ち上げられているが、実際に似合わないと笑われているのは自分のような気がした。

「三浦、どんな悪いことして落としたん？」

「すごい悪いこと」

「悪ぶってんじゃん。かわいー。てか彼女ちゃん、今からうちらカラオケ行くんやけど、一緒行く？」

　夏帆が口を開くよりも先に、拓海が険しい顔で首を横に振る。

「いや行かんて。俺断ったやん」

「三浦の意見なんか聞いてませーん」

　ケラケラと女子が笑う。拓海は口で言うのは諦めたように、彼女の体を押し返した。

「てか近い」

「は？　誠実アピール？　ウケんね」

「さすが彼女持ちは違うやん。三浦かっこいー」

　拓海に引き剝がされた女子と一緒に、周りにいる女子も笑い声をあげた。六組の女子と男子の力関係が伝わってくる。

「今日、久々のデートやから、拓海君譲ってもらってもい？　ごめんね」

　女子は笑顔を浮かべて「えー」と言ったが、目を細めてはいても笑ってはいなかった。

「次は行くから」

　取りなすように拓海が言うと、女子は愛想のいい笑みを引っ込め、彼をギロリと睨にらんだ。

「ざけんなし。あんた来んとコタローも来んやろー」

「ごめんて」

「彼女出来た途端はしゃぎ過ぎ、三浦。痛い」

「痛くていいです」

「クラスも大事にしろし」

「してます」

　女子から離れた拓海は「夏帆さん行こ」と、夏帆を連れてさっさと教室を後にした。

「ごめんね夏帆さん」

　困り果てた様子の拓海と共に、階段を下りる。

　夏帆は拓海の制服をつんと引っ張った。「ん？」と振り返り拓海の腕に、ぴとりと体の側面をくっつける。拓海の体がびくりと揺れ、固まる。

（私は、彼女ちゃんですから）

　合法で抱きつけるし、触れ合ったって、恋人の拓海はちっとも嫌がらない。事実を心の中ではっきりさせると、なんだか胸がすっとした。気をよくした夏帆が歩き出すと、拓海もついてくる。

「いっつもあんな感じなん？」

「──いや……大体こんな絡まれ方されるんは嘉一。今は嘉一おらんかったからかな。琥太誘っても駄目な時は、俺らに来る」

　なるほど。琥太郎が目当てだったらしい。なんだかものすごくほっとして、ようやく人心地ついた気分になる。

「そうなん？　六組賑やかやし、うわっ私の彼氏、カースト高すぎ……?!　とか思っちゃった」

「やめれ。そんな人間は『誰でもいいから彼女欲しい』とか言わん」

　げんなりとした言い方に夏帆は笑う。

「拓海君、好かれてるんやないの？」

「ないない。見たやろ。さっきの小馬鹿にした感じ」

　げんなりとした顔で言う拓海と靴箱で一度分かれ、昇降口で合流する。

「てか、何持ってんの？」

　夏帆の荷物に気付いた拓海が手を差し出す。夏帆は文化祭の時に書道部に貸し出していた三つの書を丸めて、大きなトートバッグに突っ込んでいた。差し出された手の意図はわかったが、すんなり持ってもらうのも気が引ける。夏帆は拓海の手のひらをじっと見つめた後、自分の手のひらを重ねた。対面して握手する。

「これだと歩きにくい」

　ふはっと笑った後、拓海が手を離す。そしてトートバッグをひったくられると、隣に並んで手を繫つながれた。

（この人もう、ちゃんと「彼氏」だなぁ……）

　二週間前とは別人のようなスマートさである。繫ぐ手は随分と馴な染じんだ。お互い、どの形に指を曲げるといいか、どの高さで繫ぐと楽かがわかってきている。

　大勢の生徒の波に乗って校門を出る。駅に行く途中にあるコンビニを二人で目指した。

「何食うんやっけ」

「肉まん！　半分こしよう」

「俺あんまんの方が好きやなー」

「それ言うなら、私、ピザまんの方が好き……」

「ピザまんとあんまん半分こじゃいかんの？」

「いいと思う」

「だよなー」

　コンビニに入り、夏帆と拓海はピザまんとあんまんを一つずつ買った。店先に出て、駐車場の隅っこにある車止めのアーチに腰掛けた。

　夏帆のトートバッグは肩にかけたまま、拓海が自分のバッグを乱暴に地面に放る。

「バッグ置いてもいいよ」

　拓海は「ん」と頷いて、トートバッグを肩からずらした。そして、すごくゆっくりと丁寧に、拓海のバッグの上に置く。

（自分のバッグは、ドサッて置いたのに……）

　夏帆は心がむずむずした。丸くほかほかしたピザまんを半分に割って、差し出す。拓海は自分もあんまんを半分に割ると、夏帆のピザまんを受け取った。

「拓海君とのお付き合い、やりたいって思ってたことと実際にやること、ちょっとズレてる気がする」

　もぐもぐもぐ、と半分こずつにしたあんまんを食べつつ、夏帆は言った。

「……え。ごめん？」

「でもそれが、嫌じゃあないんですなぁ」

　理想は肉まんだったのに、しかも半分余分に食べているのに、これが全く嫌ではない。

　夏帆の思い描いていた理想通りに進まないのは、夏帆一人ではなく、拓海と二人で歩いているからだ。

（なんか、いいな）

　自然に、拓海から大事にされているのがわかる。

（いつまで続くか、わかんないけど）

　この期間のことを、夏帆はきっとおばあちゃんになっても忘れない。そう思った。




　　　　　× × ×




　拓海がはふはふと湯気の立つピザまんを食べていると、突然夏帆がアーチから立ち上がった。そして、拓海の隣に立つ。拓海は片方の頰を膨らませて首を傾かしげた。

「もっとそっち寄って」

　夏帆に言われ、拓海は訝いぶかしみながらも腰をずらした。空いたスペースに、夏帆が座る。

　学校で不意にくっつかれた時よりもずっとぴったりと、体の側面がくっついた。拓海は動揺を表に出さないよう、ピザまんをはむりと咥くわえて表情を隠す。

　夏帆と手を繫ぐことはだいぶ慣れた。「一日一ぎゅっ」も欠かすことなく継続されている。夏帆との接触にも大分慣れてきたはずなのに、拓海は未いまだに一々ドキドキとしていた。

（夏帆さんのこと、普通に可か愛わいいと思ってたけど……全然普通じゃない気がする）

　めちゃくちゃに可愛い女子だったんじゃないだろうか。自分が知らなかっただけで、実は可愛いことで以前から有名だったと言われても、拓海は何の疑問も持たずに信じただろう。そのくらい、夏帆が日々可愛く感じていく。

「やー。せっかくなら一緒に座ったらよかったのにって思っちゃって」

（近い）

　意識すればするだけ、夏帆と接触している自分の左半分が熱くなっていく。

「思い立ったが吉日って言うやん？」

（近い）

　夏帆の汗と制汗剤の匂いを敏感に嗅ぎ取った鼻のせいで、ピザまんの濃い味さえわからなくなっていた。

「そいや、吉日って厳密に言うとなんなんやろね？」

（近い）

　無心に食べていたピザまんが既に手の中からなくなっていることにも気付かずに、拓海は必死にもぐもぐと口を動かし続ける。

「知ってる？」

（近い）

「おーい！」

　夏帆がぐんと体を曲げて、拓海を覗のぞき込んだ。仰のけ反ぞらないように我慢するので精一杯だった拓海は、口の中の物をなんとか飲み込む。

「……ごめん、なんて？」

「吉日の意味わかる？」

「わからん。持っといてやるし、調べたら」

「ありがと」

　夏帆は食べかけのあんまんを拓海に手渡すと、スマホで調べ始めた。そして「そのまんまの意味だったー。縁起がいい日のことだって」と拍子抜けした顔で笑う。

「ありがとう」

「ん」

（かわいいな）

　あんまんを渡しながら考える。

（この人、初めて付き合うんが俺で、マジで良かったんやないの）

　普通の男なら、こんな風に可愛くくっつかれて、こんな可愛い顔で笑われてしまったら、キスの一つくらい当然もらっている。絶えることなく出ているＯＫサインに、部屋まで押しかける男がいたっておかしくはない。

　自分にそんな意気地がないことは棚に上げ、「彼女」を大事にしている点にだけ焦点を当てた拓海は、夏帆を見下ろした。

（……クリスマスで終わったら、他の男とこんなこと、またするんかな）

　自分以外の男とピザまんを──もしくは、彼女の理想通り肉まんを──半分こにする夏帆を想像した瞬間、鎖骨の下辺りが痛んだ。周囲の血管が一斉に萎しぼんだような、ぎゅっとした痛みだった。

「ぎゃっ」

　夏帆の悲鳴を聞き、驚いて夏帆を見ると、夏帆も驚いた顔で拓海を見ていた。

「どしたん」

「あ、あんまんが」

「？」

　夏帆が差した指の先を視線で追う。そこには、白い紙の中で餡あんをこぼしつつ、ぐにゃりとひしゃげた自分の分のあんまんがあった。

（たかだかあんまんも上手に食べれんとか……格好悪さに目め眩まいする）

　皮の隙間から飛び出たあんこを口で拾っていると、ピザまんをぱくっと咥えた夏帆が、スカートのポケットからハンカチを取り出した。拓海の口すれすれの頰を、タオル地のハンカチが撫なでる。乾いた素肌を撫でるハンカチの感触に、ぞわりと震えが走った。

　瞠どう目もくした拓海に気付いていない様子で、夏帆はパッパッとハンカチを振って、ついていたあんこを地面に落とす。

（……くそっ。平然としやがって）

　なぜだかものすごく悪態をつきたくなった拓海は、夏帆を見るのを止めて前を向いた。

　夏帆のハンカチで撫でられた口の端が、ずっと熱を持ったように痺しびれていた。











四時間目　初恋総合









　バイト帰りの金曜日。風呂から上がった夏か帆ほがるんるん気分でふわふわのルームウェアを着ていると、スマホに通知が来た。拓たく海みと付き合い出してから、入浴中もスマホは脱衣所に置いている。きっと、二歳下の妹には彼氏が出来たことがバレているに違いない。

【拓海／何してる？】

　首にぶら下げたタオルに、髪から滴る水滴が滲にじむ。

【KAHO／お風呂入ってたよ】

【拓海／ごめん。ならまた後で】

【KAHO／なん？】

【拓海／電話しようかと思いよっただけ】

【KAHO／待ってて】

　十二月も半ばになると、用事なんてなくとも、二人で通話をするようになっていた。学校や友達のことを話したり、動画のアドレスを送り合って一緒に見たり、全くしゃべらずに宿題をしていたりもする。ベッドに入って、寝落ちするまで話していることもあった。

【拓海／ん】

　少しだけ間が開いて、返事が届いた。夏帆は洗面台のコンセントに挿さっていたドライヤーのプラグを抜き、脱衣所を出る。

　階段を上って自室に入ると、ビデオ通話のボタンを押した。

　聞き慣れた着信音が少しの間鳴って、画面に見慣れた恋人の顔が浮かぶ。

「ただいまー」

｛……夏帆さん｝

　拓海は何故なぜかぽかんとした後、数秒間真顔になった。そして画面の上から下に視線をやると、ほっぺたを大きな手のひらで隠すように覆い｛……おかえり｝と言った。

｛今日バイトやったよな。おつかれ｝

「ありがとう。お疲れ様でした」

　同僚のいない夏帆にとって、「お疲れ様」を言い合う機会はない。仕事終わりには「ご苦労様」と先生から言われる言葉に「ありがとうございました」と返している。

　なので、さも一緒に働いた仲間のように、拓海からバイトの日をこうして労いたわられる度に、むずがゆくなる。

｛……夏帆さん。髪濡ぬれてない？｝

「そうなの。ちょっとドライヤーするね」

｛……ん｝

　夏帆はベッドに上り、枕元のコンセントにプラグを挿す。まんべんなく髪にヘアオイルを塗り、ドライヤーをかけ始めた。マイクモードを切り替えて、ドライヤーの音をシャットアウトさせる。これで拓海には、夏帆の声だけ聞こえているはずだ。

｛……それ、パジャマ？｝

「うん！　このまま寝ちゃえるやつ。可愛いでしょ？」

｛ん｝

「ジュラピケなん！　ジュラピケわかる？　ちょっと早いクリスマスプレゼントに、おとんに買ってもらったんよ」

　同世代の女子なら誰もが一度は憧れるルームウェア──ジュラシックピケ。

　前々から狙っていたが、「高校生にはまだ早い」と一蹴され続けたジュラシックピケ。

「お年玉で買うから！」と言っても「値段相応に大切に出来る人しか着られません！」と母に渋られまくったジュラシックピケ。

　洗濯方法から干し方まで調べ上げ「絶対に自分で面倒見るから！」と子犬を拾ってきた小学生のように懇願したジュラシックピケ。

　最終的には「お父さんがクリスマスプレゼントに買ってやる」と母に言ってくれたことで、やっとこさ我が家に迎え入れられたジュラシックピケ。

　ふわふわほわほわのルームウェアは、茶色い段ボールに包まれて、昨日届いたばかり。

　八割ほど乾かして、ドライヤーは終了にする。少し濡れているくらいのほうが、髪をセットしやすい。前髪を入念にコームでセットして、拓海に向き直る。

「どやー」

　クリスマスらしい彩りのふわふわほわほわの袖口を口元に当てる。萌もえ袖のあざといポーズを取れば、じっとこちらを見ていた拓海が神妙に頷うなずいた。

｛……もしよろしければ、くるってまわっていただきたいんですけど｝

「ははは。苦しゅうない。苦しゅうない」

　懇願の末に手に入れたクリスマスプレゼントを見せびらかすべく、夏帆は立ち上がった。

　スマホの角度を調整すると、くるんと回る。ふわふわのパーカーがふわりと広がり、ショートパンツの裾から瑞みず々みずしい生脚が覗く。

｛脚?!｝

「可愛いやろ？　見てソックスもトリケラトプスなん」

　トリケラトプスの角と襟飾りが付いたパーカーに、揃そろいの色のショートパンツ。そして同じくトリケラトプスの角が付いた靴下を履いている夏帆は後ろで手を組み、体を曲げてスマホを覗いた。

｛びびった……短いんやね……｝

「まあ、家の中やとブランケットとかあるし──お母さんみたいなこと言わんでよ。この丈がいいん！　これが可か愛わいいん！」

　母からは既に「冬なんやから長ズボン穿はきなさい」というお小言を貰もらっている。

｛いや、わからんけど……無茶苦茶可愛いよ。夏帆さんにめっちゃ似合ってるし｝

「えええ」

　夏帆は首からかけていたタオルで口元を覆った。ものすごくさらっと、非常にすごい褒め方をされて、テンパってしまう。

「男子に可愛いとか言われた……ちょ。照れる……」

｛照れてる夏帆さん貴重やん。もっと寄って｝

「無理やって」

｛ほら、おいでおいで｝

「ひえー！　知ってる!?　彼氏からのおいでは言ってほしいランキング一位だよ！」

｛どこ調べ？｝

「夏帆調べ！」

｛最高やん。おいで｝

「ひえええ」

　そのままなんだかんだと話していると、すぐご飯の時間になってしまった。一旦通話を切ってご飯を食べ、ドタバタと二階に上がる。妹に訳知り顔で「はんっ」と笑われた。

「ただいま」

｛おー。おかえり｝

　当たり前のように通話をかけ直し、「ただいま」と言うと「おかえり」と男子から返ってくる現実に、もう違和感がない。それほど拓海が夏帆の日常に馴な染じんでいた。

「そういえば今日ちらっと見えちゃったんだけど、拓海君のブラウザ、タブすごいことになってたね」

　いつも通り学校から駅まで送ってくれた拓海は、歩きながら二人が話題にしていた今月発売の漫画の情報を調べるために、スマホを操作した。その際に開いたブラウザのタブが、夏帆が見たこともないほどにダララララッと並んでいたのだ。

　夏帆が使うときは基本的に一つか二つしかタブを開かない上に、用事が終わったら消してしまう。そのため、こんなに沢山のタブを残したまま過ごしていることに驚いた。

｛あー。ブクマ入れるんめんどくて。どこに入れたかわからんくなるし｝

「なんか調べてたん？」

｛んー｝

「あ、言いたくないならいいよ」

｛いや。まあ、もうバレたし。夏帆さん引かんもんね？｝

「うん？　うん。引かんよ」

　じゃあ送るわ、と言った拓海が、「ふたり！」部屋のトーク欄に次々とアドレスをコピーペーストしていく。ピコロンピコロンと鳴る音に急せかされるように、上から順に見ていった夏帆はふるふると震える。

「拓海君っ……君ってやつぁ……！」

｛──お。来る？　次はなん？｝

「待って。そんな待たれると言いにくい」

｛お座りして待っとくわ｝

「わーん！　やめてー！　でも君は最上の彼氏だよっ……!!」

　感極まった声を出す夏帆を、拓海は｛ははっ｝と笑う。

｛自分でも若干引いてたんやけど、夏帆さん喜んでくれてよかった……｝

「こんなん喜ばん人間おるん……？　引くとかありえんし。調べてくれたん？」

｛ん。関連とかで出て来たのどんどん見てってた。どれも夏帆さん好きそうやなーって思ったら止められんくなって｝

「はああ……私の彼氏すごい……ほんとすごい……感激しすぎて震える……」

　拓海が送ってきたのは、お洒落しゃれなカフェや雑貨屋の情報サイトのアドレスだった。

　どこも夏帆が好きそうなテイストの店ばかりだ。

　拓海と行った後、夏帆も街のことを調べていたため、何軒かは知っている。女子受けのランキング順にまるっと送ってきたわけではない。一番人気のお店がないことから、拓海が本気で「夏帆さん好きそうな店」を探してくれたのだとわかる。

「すごい、ひどい、拓海君」

｛ひどくはねーわ｝

　笑いながら突っ込む拓海に、夏帆は心の中で「いいや、ひどい」と言い切った。

　先ほど「可愛い」と簡単に言ったことといい、最近の拓海の彼氏力の高さには恐れ入る。

　まるで、どこかで彼氏力の修行でもしてきたかのようだ──なんて馬鹿なことを考えて、はたと気付く。

（どこかでって言うか……これが、修行みたいなもんやん）

　拓海と夏帆の歪いびつな恋人関係が、まさに練習である。クリスマス後に上手うまく行かずに恋人関係を解消してしまったとしても、二人ともこの先の異性に対し、少しばかり余裕を持って接することが出来るだろう。

（私とすでに、練習してるし……）

　この関係が、今後拓海の本番にとっての練習になる。

　幸せだった気持ちが、噓うそみたいに萎しぼんだ。履歴書を渡す前は全く気にもならなかったのに──今はなんだか、ひどく胸が苦しかった。




　　　　　× × ×




「早はや川かわさんおはよ」

「おはよう、松まつ木き君」

　登校中、声をかけられる。世界史の係を一緒にしている、クラスメイトの男子だ。

「英語の長文やってきた？」

「え、今日までやっけ？」

「いや明日」

「びっくりした……。まだやってない」

「俺も。やってたら見せてもらおうと思ってた」

「自分でしなきゃー」

「あ。早川さんやっぱそういう感じなんや」

　松木が歯を見せて笑う。「そういう感じ？」と首を傾かしげると「優等生」と茶化して言われ「そんなんやないよ」と笑って返す。

　最近、男子が気軽に話しかけてくることが増えた。これまで自意識でガチガチだった夏帆には、クラスメイトも話しかけ難にくかったのだろう。拓海と過ごすことで自然に、男子にも慣れたようだ。男子と話せないほど自意識の高い自分を、若干コンプレックスに感じていた夏帆は、素直にこの変化が嬉うれしい。

　なんとなく流れで松木と一緒に登校していると、昇降口に拓海の背を見つけた。

「──あ、松木君ごめんっ。先に行くね」

「えっ？　うん」

　松木に一言断り、夏帆は走った。靴を下げ駄た箱にしまう拓海の背中に、どんと飛びつく。

「おっはよ」

「おー。はよ」

　一日一ぎゅっの義務をこなす夏帆に、拓海は振り返りもせず挨拶をした。そして自分の胸の前でクロスしている夏帆の腕を握ると、彼はそのまま歩き出す。

「わっ、待っ、靴！　私、まだ履き替えてない！」

　ずるずると夏帆を引きずって歩こうとした拓海に、夏帆は慌てる。手をぶんぶんと振って抗議すれば、楽しそうに笑いながら拓海は簡単に手を離した。

　こういう他愛もない悪戯いたずらが増えてきた。拓海は楽しそうに、そして少し意地悪に笑う。

（嫌いじゃない。いやむしろ、かなり好き）

　いい彼氏を捕まえたな。と、夏帆は靴を下駄箱にしまいながら頰を緩ませた。




　　　　　× × ×




「いいやん、貸してよ」

「重いからやだ」

「最近廣ひろ井いなんなん？　前は普通に貸してくれよったやん」

　拓海が教室に入ると、朝一番から嘉か一いちの席の周りをいつもの女子が取り囲んでいた。

「もーいい。ねーコタロー。コタローの部屋に置いとってよ。取りに行くし」

　嘉一の横にいた琥こ太た郎ろうが「ん？」と笑みを向けた。

「何冊くらい？　俺が学校に持って来ようか？」

「なんでもかんでも琥太巻き込むなって言ってんだろ。更に面倒になってんじゃねえか。もういいわ。何巻がいんの」

　どうやら、クラスメイトの女子が嘉一の漫画を借りようとしているらしい。

　拓海が「はよ」と声をかけると、話し込んでいる二人以外が「おはよー」と返してくる。面倒そうに承諾する嘉一に、女子は不満げだ。

「最初からそうやって素直に貸してくれればいいんだよ」

「何様だよ。ゴリラ様」

「誰がゴリラじゃ。答える前に呼んでんじゃねえよ」

「あ、すみません。それ人間の道具でシャーペンって言うんですけど……触ると壊れちゃうんで……」

「だから、誰がゴリラじゃ」

　嘉一の座っている椅子の脚を蹴る、女子の髪が揺れる。

『私、もし言われたら普通にしたげるけどなー』

　揺れた髪を見た拓海は、以前夏帆が言った言葉を思い出す。付き合い始めた日に、ポニーテールにしてほしいと言った拓海に、夏帆がそう言ったのだ。

「なあ、ポニテって出来る？」

　突発的に口を開いていた拓海に、女子らがこちらを振り返る。

「は？　なん？　どういうこと？　長さ的に？」

「いや……俺がしてって言ったらしてくれる？」

　女子同士が顔を見合わせた。琥太郎にへばりついていた女子もあわせて、三人でモザイク処理される寸前まで顔を歪ゆがめる。

「は？　何言ってんの？　きしょ」

「彼女に頼めし」

「彼女出来て調子に乗ってんの？」

　散々な言われようだ。こう反応されることはわかりきっていたのに、何故なぜか聞いてしまった自分を呪いたい。

「どうしたのタク」

　驚いた顔をした琥太郎にただ首を横に振って、拓海は席に座った。




「お、夏帆ちゃんやん」

　拓海の視線を追った康やす久ひさが言う。

　廊下を歩いていた拓海は、窓の向こうに夏帆を見つけた。近頃の拓海は、夏帆がどこにいてもすぐに見つけられる。そんなつもりもないのに気付くと探していて、見つけると目で追っている。

　三組は体育だったようだ。成長を見越して大きめを買ったのか、友達と楽しそうに話す夏帆のジャージは随分とゆったりとしている。所謂いわゆる萌もえ袖丈を確認すると、拓海は体操服を買っただろう夏帆の母に感謝した。

「愛されオーラ出てるね」

　拓海の後ろからひょこりと窓を覗のぞき込んだ琥太郎を「なんそれ」と拓海が振り返る。

「女の子って彼氏が出来ると、愛されてる自信とか余裕が滲にじみ出て可か愛わいくなるんだって」

（なんじゃそりゃ）

　確かに夏帆は可愛い。知れば知るほど、夏帆を可愛いと思う瞬間は増えていった。見た目も可愛いが、しっかりしていそうな夏帆がちょっと抜けていたり、神経質そうなのにちょっと雑だったりするところが、面白くて可愛い。

「あー。わかるかも。最初とっつきにくそうやったけど、今普通に可愛く見えるもんな」

「ヤス、眼科行けば？」

　どう見たって、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに可愛い。白けた目を康久に向ける拓海を、嘉一が更に白けた目で見る。

「そろそろ急がんと間に合わんよ」

「おん」

　琥太郎の言葉で教室移動の途中だったことを思い出し、窓から離れてぞろぞろと歩き出す。

　夏帆の髪型は、ポニーテールだ。今朝下駄箱で会った時は髪を下ろしていたため、その後で結んだのだろう。

『私、もし言われたら普通にしたげるけどなー』

　先ほども考えていた夏帆の言葉を思い出す。

（誰かに言われたから、したんかな）

　夏帆は男に興味があるくせに、男と話すことは苦手だ。そのため、男とそんな会話をすることはないと思えど──もし言われたら、嬉き々きとして髪を結び始めると知っている拓海の胸がギュッとなる。

（好きになった男には、もっと違う顔で笑うんかな）

　愛されオーラがあるなら、愛してるオーラもあるかもしれない。そんなオーラを向ける相手を想像し、拓海はぐっと拳を握った。

（俺にすればいいのに）

　漠然とした思いが胸に湧く。

（俺を好きになればいいのに）

　拓海は窓から無理矢理視線を剝がして、琥太郎らの後ろに続いた。

　──そして、自分が何を考えたのか理解して、立ち止まる。

「タク？」

「どうした？」

　足を止めた拓海を心配して、康久と琥太郎が声をかける。

　二人に返事をすることすら考えられずに、真っ赤になった顔を拓海は手のひらで覆った。




　　　　　× × ×




「ごめんね！　ありがとうございました！」

　六組の入り口近くの廊下で、眉を下げられるところまで下げた夏帆が拓海に向かって、彼の教科書を両手で突き出していた。

「んや。夏帆さん、忘れもんとかしなそうなんにね」

　ポケットに片手を突っ込んだまま、拓海は貸した教科書を受け取る。教科書の四隅は折れ、薄汚れている。夏帆に貸すことになるのなら、もっと綺き麗れいに使っておけばよかった。

「そうなの……高校入って初めて忘れ物して……拓海君いて助かった……」

　困った時に最初に自分を思い浮かべてくれて、頼ってくれて、嬉しい。拓海は夏帆の頭をポンポンと叩たたいた。

「俺のでいいならいつでも借りに来て」

「ほんとに？　いいの？」

「いいよ。つか、彼氏やし」

　免罪符のように「彼氏」と使えば、夏帆がホッと体の力を抜く。

　そんな大ごとでもないことを、脱力するほど喜ぶ夏帆が可愛くて仕方がなかった。

　──恋になればいいと、思ってはいた。

　ただ、何に対してもそれほど深く心を動かされたことがない自分と、恋なんて不確かなものは、無縁だとも考えていた。

　そんな拓海にとって、夏帆の提案はひどくありがたかった。恋をしていない罪悪感を持たなくていい上、一生に一度ぐらいはやっておきたかった男女交際の経験を積ませてもらえるなんて、願ったり叶かなったりだ。

　だから、夏帆には最大限優しくしようと思った。

　それがいつしか、優しくしたいと思うようになっていた。

（誰よりも、俺が、夏帆さんに優しくいたい）

　慎重に観察し、嫌がっていないことを確認しながら頭を撫なでていると、むんずと夏帆に摑つかまれた。ビクッと固まる拓海の手を、夏帆の細くて華きゃ奢しゃな両手が包む。

　そのまま手を離されるのかと思いきや、夏帆は拓海の片手を両手で摑み、二人の間で振り子のようにぶらぶらと振りながら会話を続けた。

「今度の土曜、出かけられるんよね？」

「──…………ん。夏帆さん、どこ行きたいか決まった？」

「いっぱいありすぎて！　拓海君、いいとこいっぱい探してくれてるんやもん。あそこよかったし、ここもよかったし、あっちも行きたい。今度はこことここにして、次はあっちとそっち行ったりさ──」

　拓海の手を揺らしながら、夏帆は興奮してまくし立てる。夏帆は拓海の想像以上に喜んでいた。微ほほ笑えましく見つめていた拓海は、しかし途中で苦笑を浮かべる。そんな拓海に気付いた夏帆が言葉を止める。

「どうかした？」

　せっかく笑っていたのに、また眉を下げてしまった。拓海は首を横に振る。

「んー、いや。あと二回で行けるかなって考えてた」

「？」

「俺、日曜はどっちもバイト入ってるから。一緒に街まで行ける日、クリスマスまであと二日しかないやろ？」

　夏帆はぽかんとして拓海を見上げた。

　拓海は教科書を脇に挟むと、繫つないでいない方の手で夏帆の頭をぽんぽんと叩く。

（この顔……クリスマスまでって忘れてたな）

　拓海が指折り数えて意識していることを、夏帆は全く意識していない。それが好意の差なのだと、嫌でも認識させられる。

　拓海は早く、このお試し期間が終わって欲しかった。

　この期間の間に夏帆に好きになってもらえれば万々歳だが──好きになってもらえずとも、クリスマスの日に思いを告げるつもりでいた。

　これほどお試し期間を楽しんでいる夏帆に今すぐ思いを告げ、焦らせたり、罪悪感を植え付けたりしたくない。けれど、クリスマス後もずっと、この宙ぶらりんなままでいいと強がることも出来なかった。

（夏帆さんにも、好きになってもらいたい）

　そのために何をすればいいのかはわからずとも、頑張るしかない。根性論など大っ嫌いなはずなのに、拓海に出来ることといえば、頑張ることのみだった。

「イチャついてんなよ」

　夏帆が両手で繫いでいた拓海の手を、教室から出て来た嘉一がチョップする。夏帆は顔を赤くして、パッと両手を離した。

「早川ぁ。心こころ、教室いる？」

「い、ると思う」

「あそ。恥ずかしがるくらいなら、人おらんとこでやれよ」

　げんなりした顔で言った嘉一は、さっさと廊下を歩き出した。いつの間にか嘉一が夏帆の友人を名前で呼び捨てにしていることに気付き、ついその後ろ姿をじろじろと見てしまう。

　夏帆は先ほどまで拓海の手を握っていた両手を、赤くなった自分の頰にあてている。

「ひぃ。廣井君、私にも容赦なくなってきたね。ドキドキしちゃう」

　照れ隠しなのか、いつもより少し早口で夏帆が言った。

「え？　ムカムカやなくて？」

「なんか、仲間認定してもらえたみたいで嬉うれしい」

　拓海君もやけど、男子って男子にしかしない顔あるやん。と照れた顔で見上げる夏帆を、猛烈にぎゅっと抱き締めたくなる。そんなものに憧れずとも、夏帆も拓海にとって大事な位置にいるのだと、伝えたくて仕方がない。

「……びっくりした。夏帆さんＭなんかと。俺、夏帆さんにきついこと言えんし、嘉一に乗り換えられたらどうしようかと思ったわ」

「拓海君、女の子に優しいもんね」

「言ってるやろ。夏帆さんに優しいんだって」

「ひぇー！　私の彼氏本当に最強……！」

　この夏帆の反応に、他意はない。いつもの調子だ。なのに、彼女を好きになってからというもの、こちらの好意に気付いて混ぜっ返していたらどうしようなんて、臆病風が吹く。

　気にならなかったことが気になって、弱気な自分も増えた。そんな自分に気付かれたくなくて、拓海はなんでもないふりをする。

「そうだ。夏帆さん、食う？」

「え？　──わ！　美味おいしそう。絶対好き」

　拓海がポケットから取り出したチョコレートを、食べる前から好きだと言い切るところが可か愛わいい。今朝コンビニで弁当を買う際に見かけ、夏帆が好きそうだからと買っておいた拓海が報われる。

「あ、それさゆちゃんが美味しいって言ってたやつだ」

　教室のドアからひょっこりと、琥太郎が現れる。琥太郎はじぃっと、拓海の手の中のチョコレートを見つめていた。

「琥太も食ったん？」

「残念ながら、一つも」

　物欲しげな顔を作る琥太郎に「ほら」と渡すと、彼はにこりと笑って礼を言った。個包装をほどいている琥太郎に、夏帆が尋ねる。

「さゆちゃんって、噂うわさのコタロー君のお姉ちゃん？」

「うん、そう。俺の義理のお姉さん。噂って、どんな噂なの？」

「あ、ごめんね勝手に、本人のいないところでぺちゃくちゃと。ええっと、コタロー君を劇的に高校デビューさせた、カリスマ美容師って聞いたことがあって……」

「あはは」

　姉のことを思い浮かべているのか、いつもよりもずっと柔らかい顔で笑う琥太郎に、夏帆がほんのりと頰を染める。面白くなくて、拓海は夏帆の分の個包装をほどき、夏帆の口元にチョコレートを押しつけた。

　夏帆は僅わずかに目を見開いたものの、親が運んできた餌をぶんどる雛ひな鳥どりのように従順に口を開く。チョコレートを口に入れた夏帆はパッと笑みを浮かべ、拓海に親指を立てた。

「めっちゃ美味しい。やっぱり大好き」

「ならよかった」

　琥太郎の物言いたげな視線を無視して、もう一つ夏帆のために手に取る。

「まだ入れてくれるの？」

　あ、やばいかも。という拓海の直感は当たった。

「入れて、舐なめたい」

　拓海は目にも留まらぬ速さで包装をほどくと、夏帆の口にチョコレートを突っ込んだ。

「夏帆さん、それもぐもぐしてて」

「？」

　拓海に言われた通り、夏帆は口を閉じてもぐもぐする。拓海が琥太郎をちらりと見ると、いつも笑みを浮かべている顔を引きつらせていた。琥太郎に首を寄せ、耳打ちする。

「絶対、変な想像すんなよ」

「そりゃしないけど……」

　琥太郎はちらりと夏帆を見た。以前食堂でも、夏帆の奇跡的なワードチョイスで男子らを固まらせたことを思い出しているのだろう。

「珍しい特技だよね」

　物は言いようだ。拓海は渋面でこくりと頷うなずいた。




「この、次の項目って何？」

　コンビニ弁当の端っこに添えられた漬物をポリポリと食べながら、拓海は夏帆に尋ねた。

【KAHO／袖を捲まくられてみたい】

　あまりに漠然としすぎている。袖なんか、勝手に捲ればいいではないか。タピオカの時と同じ感情を抱いた拓海に、夏帆は「よくぞ聞いてくれました！」とばかりに、食べかけの弁当をベンチに置いて立ち上がる。

　月曜日だけ、拓海と夏帆は昼食を中庭でとっている。心ゆくまでお重を広げてもらうため、空き教室は心達に譲っているのだ。

「はい！　こっち！　こっち来て」

　ベンチのすぐ側にある手洗い場に呼び寄せられる。拓海は訝いぶかしみながらも、文句一つ言わず立ち上がった。先に惚ほれた方に、拒否権などない。

「本当は洗い物してる時とかがよかったんだけど」

「？」

「今日は洗う物がないので、手を洗います」

　オペ室の医者のように両手の甲を見せる夏帆に、拓海はふっと息を吐くように笑った。真面目な顔をして、こういうよくわからないことを言う夏帆が、可愛い。

「うん。それで？」

　夏帆は得意げな顔で蛇口を捻ひねる。夏帆の手を見ていた拓海は、小さく声を漏らした。

「あ……」

「ねっ?!」

「？」

　何が「ねっ?!」なのかはわからないが、夏帆が得意げな顔のままなのが、また可愛い。

「あって思ったやろ？　ね？　ほら？　彼氏的に、何かすることがあるのでは?!」

　カーディガンの袖口から指先を出した夏帆が、ちらちらと自分の手先と拓海に交互に視線を送る。拓海は口元を手の甲で覆い、ふはっと笑う。

「なら、ちょっとお邪魔します」

「どうぞどうぞ」

　蛇口から流れる水に両手を差し出す夏帆の隣に、拓海が身を寄せる。夏帆の腕に手を伸ばし、彼女の服が濡ぬれないように袖口を捲ろうとするが、横からでは上手うまくいかない。

「ちょっとごめん」

　夏帆の背に回り、腕を伸ばす。夏帆を後ろから抱き締める形で、袖に手をかけた。

　これまでも何度も隣に立ったり座ったりしていたが、これまでで一番夏帆の体の小ささを感じた。二十センチほど身長差があるため、拓海がこれだけ貼り付くと、見下ろしても夏帆のつむじしか見えない。

（すげえいい匂いする）

　シャンプーだろうか。自分の顎よりも下にある夏帆の頭に頰を寄せ、鼻を擦こすり付つけたい衝動を堪える。拓海は指先に神経を集中させた。

「こっちも？」

「う、ん」

　左手が捲り終わったため、右手もするのかと尋ねると、夏帆はぎこちなく頷いた。よく見ると、髪の隙間から覗のぞく夏帆の耳は赤くなっている。

（うわ……やべ。可愛い）

　こんな風に自分に反応しているのかと思うと、心がぐっと呻うめく。挙動不審にならないよう意識して深く呼吸しながら、右手の袖も捲る。

「ん」

　捲り終えた後、手を離すのが名残惜しかった。だが、触れていていい理由も、もうない。拓海は潔く体を離した。

「ありがと」

　両手の袖を捲った夏帆が振り返る。その頰は赤く、眉は下がっていた。

「へへ……すっごいドキドキしちゃった」

　自分の両頰を両手の指先でむにむにと押しながら、夏帆が照れ笑いを浮かべる。まさか真まっ直すぐ言葉にされるとは思ってもいなかった拓海が絶句する。

「なっ……！　自、分が──！」

「わかってる。そうなんやけど、そうなんやけどっ！」

「想像してたよりずっとドキドキしちゃったんやもん」と消えそうな声で夏帆に言われた拓海は、顔中に力を入れて「[image: ん゛]っ」と鳴いた。




「ごめん、夏帆さん。今日送っていけない。バイト、休みが多いみたいで、出てほしいって」

　授業が終わると同時に三組に駆け込んだ拓海は、バイト先からのLINEを夏帆に見せた。メッセージを読んだ夏帆は、すぐに「そっか、頑張ってね」と拓海を励ます。

「ねえ。しゃきしゃき歩くから、私もついてってもい？」

「は？　どこに？」

「カラオケ」

「すんの？」

「ううん」

「え。俺そのまま仕事やし、送ってってやれんけど」

「私が送るって話だよ〜」

　カラカラと笑う夏帆に、拓海はぽかんとした。

「──めちゃくちゃ遠回りやん」

「いっつも拓海君がしてくれてることやん。……駄目ってこと？」

　拓海の純粋な疑問が否定に聞こえてきたらしく、夏帆が心細そうな表情を浮かべた。拓海は慌てて否定する。

「いやいやいや、嬉しい。けど、夏帆さんに悪いなって」

「なんそれ。私からしたいって言ってるのに」

　じゃあついてっちゃお。と夏帆がにこにこしながら拓海の隣に立つ。あまりに可愛くて、抱き締めたくなる。

（あー、きっつ）

　お試し期間とはいえ恋人なのだから、抱き締めてもきっと許される。けれど、一方的に邪よこしまな想おもいを抱えている罪悪感から、寄せられた信用を裏切る行為な気がして、抱き締められない。

　夏帆を好きだと思う度、そんな関係が苦しくなる。

　かといって、抱き締めたい気持ちをやり過ごすことも出来ず、拓海は夏帆の頭に手を伸ばした。ポンポンと、欲望を誤魔化すために頭に触れる。

　夏帆の体温が、手触りが、拓海にほんの少しの満足と、大きな渇望を与える。

　夏帆が首を倒し、拓海を見上げて目を細めた。

（あー……）

　拓海も目を細めた。

　愛いとしさが溢あふれて、どうしようもなかった。




　　　　　× × ×




「それは半分こしないの？」

「しない。これは二つとも私のものだ」

　コンビニで買ったばかりの雪見アイスを胸に抱えた夏帆は、拓海の視線から守る。必死な夏帆を見て、拓海が目元を和らげる。

（あ、またこの顔）

　いつも無表情というわけではないが、拓海は基本的な言動が落ち着いているため、笑うとレアな気がして嬉うれしくなる。

　そして気のせいでなければ、近頃笑顔の質が変わった。ふとした拍子に拓海の視線から、甘さを感じる。それも、何故なぜ笑ったのか夏帆がわからないタイミングの時は、特に甘い。

（……これって、好かれてるのかな）

　自惚うぬぼれだろうか。こちらへの好意は多分、隠されていない。自意識の高さには定評があるため、そうなのではと思っていても、中々確信が持てない。

（でも絶対、嫌われてはいない）

　拓海から触れてくることは少ないが、頭に触れられることは増えた。不器用に優しく表面だけを撫でる拓海の指先が、夏帆は大好きだ。

　──お試し期間も順調に過ぎ、クリスマスまで残すところ一週間ちょっと。

　完全に、お試し期間がクリスマスまでということを忘れていた夏帆は、拓海に期限を教えられて驚いてしまったくらい、この関係を自然なものに感じていた。

　次の週明けには終業式だ。拓海とこうして学校帰りにコンビニに寄るのも、あと僅わずか。

（でも、このままなら……クリスマスの後も、付き合っていけるよね？）

　夏帆は勿もち論ろん、この関係を続けたかった。冬はクリスマス以外にも、沢山のイベントがある。家族で過ごすであろう大おお晦みそ日かは無理でも、初詣なら一緒に行けるかもしれない。それに、何といっても恋人の一大イベント、バレンタインデーも控えている。是非ともこのまま、順調なお付き合いをお願いしたい。

「俺のは？　食う？」

「いいの？　神様では？」

「いいえ。彼氏様です」

　そうでした。と大きく笑って、拓海が差し出した葡ぶ萄どう味のアイスバーを受け取る。

「触っただけで、こんなになっちゃった」

　拓海の指を避けたため、摑つかむ場所がアイスの棒の上部になってしまった。溶けていたアイスで指先がべたべたになる。ひとまず拓海にアイスを返すと、夏帆はハンカチで指先を拭いながら口を開ける。

「拓海君、舐なめさせて」

　あーんと口を開いた夏帆を見て、拓海はゴクリと生唾を吞のんだ。

　和やかだった時間が突然ぴりつく。

　真顔の拓海の視線の熱さに、夏帆はぱちりと瞬きをした。

　拓海がアイスを突き出す。唇に、ひやりと冷たいアイスが触れる。

「──んっ、うう。待っ、おっきいっ……」

　横幅の大きなアイスバーは、一気には口に含められない。髪がべたりとアイスにつかないよう、指先で耳にかける。首を反らしてアイスから距離を取ると、舌を出して先端を舐める。

「……あ。先っぽの方なら」

　もたもたしている間に、角が随分と柔らかくなっていた。歯で嚙かみつくとキンとしそうで怖かったので、唇で嚙んで端っこの方を囓かじり取る。

　口の中に広がる葡萄の香りを楽しんでいると、つと口の端からアイスが垂れた。

「こぼれちゃってた……」

　垂れたアイスを舌で舐め取ろうとすると、拓海の手が近付いてきた。硬く太い親指が夏帆の唇の端に触れ、アイスを拭う。食べこぼしを拭いてもらう幼児のようで恥ずかしい。

　頰を赤く染め、拓海を上目遣いで見やると、彼は真剣な顔でこちらを見下ろしていた。

　息が詰まる。夏帆を襲ったのは、これまで受けたことがないような圧迫感だった。知らない熱気が二人を包む。すぐ目の前に立つ大きな体が、異性だと強く感じる。

　拓海の瞳から熱が立ちのぼり、濡れたように揺れていた。その意味がわからず、夏帆はぽかんと口を半開きにして、拓海を見つめ返す。

　見つめられる視線の熱さに、呼吸が浅くなる。上手く息を吸えない。暑くて、苦しい。

　拓海の親指が動いた。先ほどよりもずっと存在感を放つ親指が動く。虫が這はうような感覚に、ズクリと体の芯が震えた。

　その間も、拓海の視線が剝がれることはない。逸そらすことさえ許されないような目で真っ直ぐに見つめられ、夏帆はただ立っていることさえ難しくなっていた。

　拓海の指が夏帆の口の方へ動く。乾燥した夏帆の唇を、拓海の親指がなぞる。

　唇の形がふにゃりと変わる。拓海の親指についていたアイスは互いの温度で温かくなっている。ぬるつくアイスのせいで、かさついた唇の上でも、指は簡単に滑った。

「んっ……」

　唇の柔らかい箇所に拓海の爪が当たった。くすぐったい。じんと、電気のような痺しびれが夏帆を襲う。声を漏らした拍子に、夏帆の舌が拓海の指に当たる。拓海は弾はじかれたように、夏帆から手を離した。

「──っごめん！」

「う、うん」

　激しい運動をしたわけでもないのに、心臓が揺れ、息が乱れた。気付けば全身にじっとりと汗をかいている。混乱と羞恥から首を両手で覆う。

　しかし拓海は、夏帆以上に狼ろう狽ばいしていた。顔を真っ赤にして俯うつむいた夏帆を、腰を曲げて覗のぞき込んでくる。

「悪い。ほんと──」

「大丈夫──だけど！　拓海君！」

「うぁっ、はい！」

「アイス！　垂れてる！」

「へ？　あ、わっ──」

　普段落ち着いている拓海がこれほどテンパっているのが珍しくて、夏帆は逆に冷静になってきた。棒から落ちそうなアイスを、拓海は出来る限り口に頰張って処理しようとしている。笑いながら、水筒の水でハンカチを濡ぬらし、拓海に差し出す。

「よくそんな大きいの、口に入ったね」

「無理矢理ねじ込んだ──ハンカチはいいよ。汚す」

「気にしないで」

「駄目駄目。それ、すげえ可か愛わいいのに。色ついたら落ちんやろ」

　夏帆のハンカチを頑かたくなに固辞して、拓海は自身の口元も指先で拭った。あの指がさっきまで自分の唇を撫でていたのかと思うと、せっかく落ち着いていたのに、またそわそわとし始める。

　骨張った大きな手だ。夏帆を見ないようにしているのか、逸らした顔はほんのりと赤い。伸ばした首筋は骨が浮き出ていて、自分のそれとは全く違う。

（男子だ）

　そんなこと知っているはずなのに、知らなかったのかもしれない。

　受け取ってもらえなかった濡れたハンカチを、夏帆は自分の頰に当てる。驚くほど冷たい。自分の頰が尋常でないほど熱くなっているのだ。もしかしたら、拓海以上に顔が赤くなっているかもしれない。

（だって、だって）

　知らない空気だった。知らない人のようだった。けれど、拓海だから怖くなかった。

（……逃げたく、なかった）

　首を傾かしげれば、名前を呼べば、後ろに下がれば、きっと拓海は止めてくれた。

　けれど夏帆はそのどれもしなかった。したくなかった。拓海が次に何をするのか、次はどんな言葉を口にするのか、知りたくて仕方がなかった。

（そっか……私）

　ぎゅっと目を瞑つぶる。息を吐き出すと、頼りなく震えていた。

（私が、好きなんだ）

　拓海に嫌われていないだとか、表情が甘いだとか。気になるようになったのは、そうであってほしいからだ。好いていてほしくて、夏帆にだから不器用でいてほしくて。

　ハンカチの隙間から、夏帆がそっと拓海を盗み見る。彼もまだ夏帆の方を向いておらず、気まずそうにアイスの後始末をしていた。

（うわぁ、どうしよう……どうしよう……）

　拓海の何もかもが、格好良く見える。

　夏帆が出来なかったことをいとも簡単にやり遂げた男子の──拓海の大きな口に、唇をなぞった指に、夏帆の持ち物さえ大事にしてくれる拓海に、どうしようもなく、惹ひかれていた。




　人と人が触れ合えば心が動くものだということを、夏帆は知らなかった。

　好きな人なら、人並みにいた。クラスの女子皆が好きだったりょーちゃん。仲のいい友達と好きな人がかぶっていない証明に好きになった、山やま瀬せ君。大人で優しくて頼りがいのあった、小学生の頃の教育実習生の久く世ぜ先生。

　その誰とも、拓海に対する感情は違う気がした。

　手を繫つないで話をする時、少しかがんでくれるところ。突拍子もないことを言っても、笑うだけで呆あきれないでいてくれるところ。バイトの愚痴を言わないところ。友達と仲がいいところ。いつも夏帆が食べ終わるまで、決して急せかさずに待ってくれるところ。両手で履歴書を受け取ってくれたところ。優しくしようと努力してくれるところ。いいなと思うところは、多分無限に挙げられる。

　元々、いいなと思って声をかけた人だった。

　努力の跡を見てくれて、隅っこにいた夏帆に気付いてくれた。

　たったそれだけの、いいなだった。けれどそんなものと今は、全く違う。全然違う。

　男の子の背中だ。男の子の指で、男の子の声。

　男の子と手を繫ぐのも、カフェへ行くのも、LINEをするのも、夏帆は全て初めてだった。

　だから、こんなに嬉うれしいのだと、そう思っていた。




「夏帆さん、今日何時頃電話してい？」

　移動教室から戻る最中に三組を通った拓海が、窓際に座っていた夏帆に声をかける。

　何の予告もなく話しかけられ、夏帆は大きく動揺した。夏帆は拓海の方も向かず、真まっ直すぐに黒板の方向を見たまま返事をした。

「あっ……今日は、夜までバイトある日やから」

　必要以上に澄ました声が出た。顔面は笑えるほどカチンコチンだった。

「なら十時頃？」

「──うーんと」

「……──あー。もしかして都合悪い？」

「多分。出来そうだったらLINEするね」

　いつものように短く「ん」と返事をした拓海は窓から離れ、琥太郎らと六組へと戻っていった。拓海がいなくなったことにほっとする夏帆を見て、前の席に座っていた梨り央お奈なが怪け訝げんな顔をする。

「どしたの夏帆」

　夜までバイトがある日でも、いつも普通に電話をしていたことを梨央奈は知っている。

「だって、急だったんだもん」

「なにが？」

「拓海君が通るなんて、思ってなかった」

「は??　そんなん、いっつも普通に対応してたやん」

　心底訳がわからない、という顔をする梨央奈に、心がふふふと笑う。

「そっかぁ。ドキドキしちゃったんや〜」

「えっ？　──あっ……なん。そういうこと？　いつの間に？」

「ううう……」

　夏帆が机につっぷすと、立っていた心がしゃがんだ。夏帆の机に両手を乗せ、天板から顔を半分ほど覗かせる。

「いー感じやったもんねー。二人」

「そおー？」

「ふふ。梨央ちゃんにはぁ、ココがおるやろお〜？」

　心がにへらと笑うと、梨央奈は心の髪を取って、無言で編み出す。

「……私、さっき。素っ気なかった？」

　机から体を起こした夏帆は、両手で頰を隠して尋ねる。

「ちょっとね」

「やっぱり…………なんかね。こないだから上手うまく話せなくて」

　拓海から触れられ、彼の輪郭が濃くなったあの日から五日──夏帆は上手く拓海と接すことが出来なくなっていた。

　明日からは冬休みだ。拓海と学校で会うのは、しばらくの間おあずけ。というのに、夏帆は拓海の方を向くことさえ出来ない体たらくである。

　日課にしていた一日一ぎゅっなど、出来るはずもない。

　拓海から「ぎゅっはしないの？」と尋ねてくることはなかった。夏帆がしたいからさせていただけで、拓海にとっては忘れてしまう程度の日課だったに違いない。

　帰る時はいつも繫いでいた手も、上手く繫げる気がしなくて、最近はずっとスマホを持っている。隣にいる拓海に話しかけられても、前を見たまま会話を続ける不自然さだ。

　家に帰ってからのLINEの返事も、いつものように即レス出来ない。真剣に返事に悩んでしまうため、既読をつけてからが長かった。

　土曜日に街に出かけた時も、前みたいに楽しめなかった。言葉数も少なく、あんなにリサーチしてくれた拓海の厚意を無下にするようなデートにしかならなかった。

（好きな人なら、いたつもりやった）

　だから、いずれ拓海を好きになっても、上手くやっていけると思っていたのだ。

「嫌な女だって思われたかな」

「何それ、知らんわ」

「ごめんね。生理やったん〜ってぇ、言っといたらいーんだよ〜」

　用事でもあったのか、こちらに来ようとしていた松木が、心が口にした言葉にびくりとして、反転した。魔ま除よけのような効果を目の当たりにした夏帆は、また突っ伏す。

「そんなの拓海君には言えないよ……」

　言ってから、松木に生理だと思われても、気にもしなくなっていることに気付いた。

　あんなに自意識の塊で、男子からどう思われるかで悩んでいたというのに、弁解しようとすら思わなくなっている。

「やーん。夏帆ちゃん可愛い〜」

　髪の毛を編み込まれた心が、ぎゅっと夏帆に抱きつく。その可愛さにきゅんとした夏帆は、髪の毛の先を両手でぎゅっと握った。

「梨央奈……私もしてくれる？」

　梨央奈は無言で、夏帆の髪に櫛くしを入れた。サイドを綺き麗れいに編み込み、高い位置で一つに束ねる。ものの数分で拓海イチオシのポニーテールとなった夏帆は、六組に向かった。

　今日はお互いにバイトな上、拓海は出来る限り早く来てほしいと言われているらしく、別々に帰ることになっていた。

　しかし、せめて先ほどの態度を直接謝りたかった。一瞬でもいいから、会いたかった。

　習字教室に通う小学生を待たせるわけにもいかないので、扉から覗のぞいて、拓海がいなければすぐにバイトに向かうつもりだ。その時は帰宅後に拓海にLINEで謝ろう──そう考えながら歩いていた夏帆は、六組の教室に向かう廊下で足を止めた。

「夏帆さんに、ちょっと困ってる」

　琥太郎と拓海が、六組の教室の前の廊下で会話をしていた。二人とも窓の外を向いているので、近付いた夏帆に気付かなかったのだろう。六組の前の廊下は丁字になっているので、夏帆は思わず隠れてしまった。

　自分の名前の後に続いた、不穏な言葉に心臓がバクバクする。

「──夏帆さんのあの、悪い癖あるやん」

　息を吞のむ。

「あー。あれはちょっと、びっくりしたね」

「ちょっと？　噓うそつくなよ。サユチャンで想像してみろよ」

「……んー。俺にだけならいいけど」

「マジで？」

「噓ついた。今だとちょっとまずいかな」

「──俺も、前は。びびるけど面白いなくらいにしか考えてなかったんやけど……もう最近、普通にやばい」

　窓の手すりに両肘を突いた拓海が、「我慢出来ん」と腹の底から本音を吐き出すような声で呟つぶやいた。琥太郎が微かすかに頭を縦に振る。きっと小さく相あい槌づちを打ったのだろうが、さすがにその声までは聞こえなかった。

「早くこの期間終わらんかなって、ずっと考えてる」

　拓海のため息交じりの声に、琥太郎が困ったような笑みを向けた。そして大きな手のひらで、拓海の背をポンポンと叩たたく。

「頑張れ」

「ん。……とりあえず、クリスマスまでは、どうにか耐えるわ」

　そこで会話は打ち止めになった。二人が黙っていると、教室から「コタロー！　三み浦うらー！　先生来たよー！」と呼び声が掛かり、二人は窓から離れて教室に戻る。

　夏帆は引きずるように、脚を動かす。ずっと、息を止めていたような気さえした。

　呼吸をする度に無数の棘とげが心臓に突き刺さるような痛みで、まともに思考が動かない。

『……とりあえず、クリスマスまでは、どうにか耐えるわ』

　拓海と一緒に築き上げたと信じていたものが、音を立てて崩れていく。

（悪い癖？　普通にやばい？　……我慢出来ん？）

　拓海は優しい。

　きっと、夏帆を傷つけないように、夏帆には言わないでいてくれた。

（私が彼女だから、優しくしてくれる。けれどそれは……私だから、優しくしてくれてたわけじゃない）

　そもそもが、そういうことを見極めるための「お試し期間」だった。

　理に適かなっている。正しい活用の仕方だ。拓海は夏帆を裏切っていない。拓海は何も、悪いことをしていない。耐えられない、と言わせるほど拓海に酷ひどいことをずっとしていたのは、夏帆だ。

　気付けばいつの間にか校舎を出ていた。いつもは二人で帰っていた道を一人で歩く。

　──前に戻っただけ。これが普通だった頃に、戻るだけ。

（好かれてるかもなんて、ほんと笑える。いつまで経たっても私は──自意識過剰だ）

　十二月の冷たい空気が、夏帆の心に吹き荒れた。




｛え？　ちょっと三浦、ぶん殴ってこようか？｝

｛梨央ちゃんったら〜｝

　スマホの中で拳を握る梨央奈を、心が笑う。夏帆はあれほど心が浮き立っていたはずのジュラピケのパジャマを着て、ずんと沈んでいた。

「二人は思い浮かばん？　私の悪い癖」

｛は？　ないし。でもあえて言うなら、考える前に動くところ｝

｛私もないなぁ。けど捻ひねり出すとすれば、決めつけたら思い込んじゃうところ？｝

「あるやん!!」

　抱いたクッションに顔を埋うずめる。

　考える前に動いちゃうところ、死ぬほどある。だから拓海に声をかけた。

　決めつけたら人の意見を聞かないところ、あるかもしれない。タピオカも怖くないよと散々言われたけど、自分の準備が整うまで絶対に飲むつもりはなかった。

　どちらも拓海に「我慢出来ん」と言わしめるほどひどい癖だとは思えないが、そういう細かいところの積み重ねを、きっと「相性」というのだろう。

　つまり拓海と夏帆は、相性がよくなかったということだ。

｛……でもさ、だから。今回、夏帆が動く前にちゃんと相談してくれて嬉うれしい｝

　自分のことを心配してくれる友達がいるというのは、ささくれた心に一番の特効薬に違いない。言いたくなさそうに口をへの字に曲げてまで言ってくれた梨央奈に抱きつきたくて、クッションをきゅっと締め上げる。

　その時、ピコロンとスマホが鳴る。拓海からのLINE通知がスマホ画面に表示された。

　時刻は丁度、十時。通知からは、何やらスタンプが送られてきたことが伝わってくるが、確認しに「ふたり！」部屋を開ける気にはなれなかった。

「嫌なとこあったら言ってね、ってちゃんと拓海君に言ってたのに……」

｛ねえー。そんななるまで我慢されてもぉ、困っちゃうよねぇ｝

｛三浦最低。クソ野郎｝

「ちがうもん格好いいもん……」

｛夏帆の馬鹿！　大馬鹿！　三浦も夏帆も馬鹿！｝

　いつの間にか梨央奈に呼び捨てにされている拓海がやはり恋しくて、「ふたり！」部屋を開く。こちらを窺うかがうように壁から顔を出している目玉焼きのお化けのスタンプを見て、夏帆は顔を顰しかめる。

「うう、拓海君がかまちょしてる……可か愛わいい……」

｛えー見せて見せてぇ〜｝

｛ちゃちゃっと別れちゃおう。そんでクリスマスはうちらとやろ｝

　LINE画面をスクリーンショットすると、梨央奈と心のトークに貼る。心は｛あ、ほんとだぁ可愛い〜！｝と笑い、梨央奈は｛あーやだやだ！　あーやだやだ！｝と喚わめいた。

｛でもー我慢出来んほど嫌な女子に、こんな可愛いスタンプ送るかなぁ？｝

｛送るんだよ！　なぜなら三浦は最低だから！　三浦は友達と彼女の陰口言うようなクズだから！｝

　心の言葉に一瞬救われ、梨央奈の暴言に落ち込む。その通りだ。あんな風に言われるぐらいなら、まだ面と向かって言われた方が、ずっとよかった。

（でも、拓海君に本気な私を、笑ったりはしてなかった）

　そこもまた、拓海らしい。もし夏帆に悪い癖があったとしても、それをあげつらって男子の笑いのネタにしたりはしない。そういうところをきっと、好きになった。

　琥太郎に零こぼす口調も声色も、真剣だった。だからこそ、落ち込んだ。

「嫌なことなんかないって、引かないって言ったくせにぃ」

　友達の前では、つい弱音が出てしまう。

　そんな言葉を信じた方が馬鹿だったのだ。優しい言葉を真に受けずに、きちんと線引きするべきだった。はしゃいでも、取り繕わなくても、拓海なら許してくれると甘えすぎるんじゃなかった。

　たとえ仮初めであっても、恋人関係は、友人関係よりもずっと心身共に距離が近かった。

　近ければ近いほど、いい面も、そして悪い面も露呈してしまう。

　そんな距離感を余人と築いたことのない夏帆は、きっと沢山失敗をしてしまったのだ。

｛次会うのぉ、いつなんだっけ〜？｝

「クリスマス……」

　本当はクリスマス前にも会う約束をしていたのだが、拓海のバイトがかなり忙しくなってしまったらしく、会えなくなってしまっていた。シフトが固定している夏帆は「そういうこともあるんだな」としか思わなかったが、もしかしたら既に避けられていたのかもしれない。

｛もうクリスマスも会わない｝

｛梨央ちゃんには聞いてないって〜｝

｛会わない。会ーわーなーいーのー！　LINEで言え！　今すぐ言え！　クリスマスのデートはキャンセルですって！｝

　梨央奈に反対されればされるほど、「嫌だ」と思う自分がいる。クリスマスのデートを、夏帆はものすごく楽しみにしていた。今も、こんなに傷ついているのに、約束を反故ほごにする気にはなれない。拓海に会いたい。

「やだ。行く。絶対行く」

｛うんうん。それがいーと思う。ちゃあんと、話聞いておいでよ〜｝

｛聞いて、もっとやなこと言われたらどうすんの！｝

　梨央奈が声を荒らげる。少し涙声になっている梨央奈に、逆に勇気をもらう。

「傷ついても、梨央奈とココがいるもん」

　夏帆の声に、梨央奈が押し黙る。その顰めっ面つらにへへっと笑って、夏帆は拓海のトークルームにスタンプを送り返した。




　　　　　× × ×




【拓海／明日もバイトになった】

【拓海／本当にごめん】

　十二月二十四日──恋人達の聖夜、クリスマスイブ。

　梨央奈の家で遊んでいた夏帆は、受け取ったLINEをぽかんと見た後、後ろで漫画を読んでいた心と梨央奈に無言で画面を差し出した。

「殺そう」

「ありゃりゃあ……」

　冬休みに入ってから四日──拓海は朝から晩まで働いていた。

　休憩時間にこまめにメッセージは送ってくれていたが、夏帆が返事に悩んでいる間に休憩時間が終わってしまったり、拓海が家に帰ってから通話をしても寝落ちされたりしていたため、この四日間ろくにコミュニケーションが取れていない。

【拓海／インフルで人が足りんで、どうにもならんくて】

【拓海／心配させると思って黙ってた。ごめん】

　ピコロンピコロンと音が鳴る度に、メッセージが積まれていく。既読だけを相手にプレゼントしたまま、夏帆は画面をじっと見つめていた。

【拓海／五時には上がれるから会えない？】

【拓海／俺がそっち行くから】

「どうすんの」

　夏帆が持つスマホを両隣から覗のぞき込んでいた心と梨央奈が、夏帆を見る。

「会うよ」

　夏帆は考えるよりも先に、答えを言っていた。

「クリスマスはずっと前から約束してたんやろ？　なのにこんなの、馬鹿にしてんじゃん」

「されてない。ありがと」

　高校一年生からスーパーでバイトをしている梨央奈は、きっと夏帆よりも「どうにもならん」を実感しているはずだ。けれど夏帆のために、こうして怒ってくれる。

　心がぎゅっと夏帆の二の腕に抱きついてくる。こてんと夏帆の肩に心の頭が乗っかった。

「会う時間遅くなるし、明日はケーキでも焼こうかな。オムライスも結局食べてもらえんかったし……前に拓海君、ケーキ食べたいって言ってたし」

　さすがに五時から街に行くのは、親の許可が取れないだろう。クリスマスマーケットに行けないのなら、クリスマスプレゼントも買えない。今からこの辺りで間に合わせの物を買うよりも、手作りケーキのほうが喜びそうな気がした。

「そこまで夏帆がしてやることないやん」

「あるよ」

（だって、好きなんやもん）

　拓海に柴しば犬いぬが「了解です！」と敬礼しているスタンプを送る。

【拓海／街には行けんけどしたいことない？】

【KAHO／大丈夫だよ】

【拓海／なんか欲しいのとかは？】

【KAHO／ないよ】

【拓海／行きたいとこも欲しいのも、思い浮かんだらすぐ教えて】

【KAHO／うん】

　一つ一つの返事に悩むため、時間がかかる。既読が付かなくなったので、休憩時間が終わってしまったのだろう。

「ひとまず、明日は気合い入れる！」

「頑張れ！　夏帆ちゃん！」

「うん！」

　応援してくれる心と、怒ってくれる梨央奈に拳を握って、夏帆は明日への気力を高めた。




　梨央奈の家からの帰り道、スーパーマーケットに寄って、夏帆はケーキの材料を買った。

　拓海はこちらに来ると言っていたが、バイト帰りの拓海を電車に乗せるのは忍びない。夏帆から出向くつもりだ。

　オムライスでの反省を生かし、今度はちゃんと初心者用でいて、持ち運び可能なケーキのレシピを検索する。ナッツがたっぷり入った、パウンドケーキにすることにした。

　失敗してもいいように、ケーキは二十四日に焼いた。リビングに付きっぱなしのテレビからは、クリスマス特集ばかりが流れてくる。

　妹に冷やかされながらも、三本目でようやく満足いくものが焼けた。夜遅くまでかけて、クリスマスらしくアイシングやアラザンで飾り付けをする。

　翌朝確認したケーキは、デコレーション初心者だと全世界に暴露しているような仕上がりだった。アイシングはべちゃりと下まで垂れ下がり、アラザンは固まって積もっている。

　ケーキを冷蔵庫から出し、動画を見ながらラッピングを真ま似ねる。納得出来るリボンになるまで何十回も結び直し、ようやく夏帆はケーキを保冷剤と共に保冷ボックスに詰めた。どこかで食べられるよう、コンビニでもらった使い捨てのフォークも二つ忍ばせる。

　普段より気合いを入れて化粧を施すと、この日のためにお年玉を崩して買っておいた服に着替える。髪はポニーテールにまとめて、少しだけ巻く。参考にした動画通りにはいかなかったが、なかなかの出来映えだ。

　鏡を見て、うんと頷うなずく。散々デートをキャンセルされ、クリスマスデートさえドタキャンされた彼女にしては、頑張っている方に違いない。

　例の件について、拓海にどう聞くのかも脳内で何度もシミュレーションした。責めない。慌てない。泣かない。

『夏帆さんに、最近ちょっと困ってる』

　困ってることがあるなら、直せないか聞いてみよう。そして、拓海のことが好きだから、出来ればお付き合いを続けたいことを伝えよう。

（嫌われてまでなければ、ちゃんと付き合ってって、言う）

　三時には全ての用意が終わってしまっていた夏帆は、手持ち無沙汰感と、家族の生温かい視線に耐えきれず、家を出た。

　学校へ行く時と同じ駅で降りると、夏帆はぶらぶらと歩いた。拓海のバイト先には一度行ったことがある。ここから、歩いて二十分ほどだ。時計を見ると、まだ四時にもなっていなかった。なのにどことなく不安になるほどには、薄暗い。

（あと一時間）

　例の件があるため、ドキドキよりもソワソワが勝る。それでもやっぱり、ドキドキした。早く拓海に会いたかった。

　拓海のバイト先の近くに公園があったことを思い出し、そこまで歩いておくことにした。そうすれば、五時になればすぐに落ち合える。

　高めのヒールで歩くと、いつもより目線が高い。文字通り背伸びして、少しだけ大人になった気分だ。

　行き交う人の顔ぶれは様々だった。カップルはいつもより多く感じたが、部活帰りの学生もいたし、おばあちゃんと歩く小学生もいた。

　公園に辿たどり着つく。クリスマスでも関係なく、子ども達が大声をあげて遊んでいる。せっかくの真っ白いコートを汚したくなくて、ベンチの上の砂を手で払う。

　ベンチに座った夏帆は、足をもぞもぞと動かした。履き慣れていないブーツで靴擦れを起こしていた。拓海が来たらすぐに履けるよう、ブーツの中で足を浮かせて休ませる。

　──ピロロロリン　ピロロロリン

　着信音が鳴り、夏帆はポケットからスマホを取り出した。液晶画面には、拓海の名前。

（もしかして）

　早く上がれるようになったのかと期待して、夏帆は通話ボタンを押した。

「はい！　もしもし？」

｛──夏帆さん｝

　人の話し声と、店内放送と、大音量のＢＧＭ。そして、覇気のない拓海の声に、夏帆はこれが何の電話かを悟った。

｛……ごめん、今日なんだけど｝

「うん……」

｛五時から来るやつが、インフルうつってたらしくて……｝

「……うん」

　予想通りの展開に、相あい槌づち以外の言葉が出なかった。

（これ、もしかして。──このままもう終わらせようとしてる？）

　会って振るのが気まずいから、会う時間を減らして、LINEする時間を減らして、通話する時間を減らして、最後のデートさえ見送って──フェイドアウトしようとしているのではないかと、不安が夏帆の頭を過ぎった。

｛ギリギリまで店長に粘ったんやけど、ちょっとどうにもなりそうになくて……｝

　しかし、続いた拓海の沈痛な声に、そんなわけがないと思い直す。拓海はそんな人間ではない。

「そっかぁ」

　と呟つぶやいた。その声が想定の何倍も暗かったことに、拓海が息を吞のんだ音で気付く。

｛っ──ほんとごめん｝

「ううんっ！　拓海君こそっ！　お休みなしで、お疲れ様！」

　気にさせてはいけないと明るく言ってみたものの、空元気丸出しになってしまった。

｛いや……ん、うん。あんがと。……あのさ｝

「うん」

｛今日、本当は話したいことがあって──｝

　拓海の神妙な声を聞いた夏帆は、一瞬で先日の廊下での会話を思い出す。

『早くこの期間終わらんかなって、ずっと考えてる』

『とりあえず、クリスマスまでは、どうにか耐えるわ』

　心臓が、ヒュッと縮んだ。

「そ、の話は、また。今度にしない？」

｛え？　……ん。そうやね。電話で話すようなことやないし｝

　雑音に紛れて、電話の向こうから聞こえてくる拓海の声からは、声色を感じ取れない。がっかりしているのか、喜んでいるのかも、わからない。

｛────あっ、はーい！　今行きますんで！　ごめん夏帆さん｝

「うん。頑張ってね」

｛ありがと──｝

　よほど急いでいたのだろう。「う」の音が聞こえる前に、通話は切られた。

　夏帆は保冷ボックスを開けた。渾こん身しんの出来だと思っていたリボンは、よく見ると今の夏帆のように萎しおれている。ケーキのラッピングをほどき、フォークを取り出す。

　積雪を見立てて飾り立てたアイシングの上に、フォークをブスリと刺し込んだ。

　パリパリとアイシングが剝がれる。一口分に切り取り、口に運ぶ。特別美味おいしくもない。ただの高校生が作った、パサパサのケーキ。

　けれど、二人で食べるはずだった。きっと喜んでもらえると、思っていた。

　ケーキを頰張ると、その分目から涙が溢あふれた。涙を流していることに気付きたくなくて、またケーキをフォークで掬すくう。

　気合いを入れた化粧、頑張って巻いた髪、新しく買った服。そんなものでコーティングして、なんとかここまで持ち運んできた覚悟は、このアイシングのようにボロボロに崩れ落ちていた。

　二人で望んで約束したクリスマスを、心待ちにしていたのは夏帆だけだった。

（たった一言。俺も会いたかったのにって、言ってもらえてたら……）

　きっと夏帆は、「しょうがないよ」と笑って送り出せた。

　しかし「ごめん」と、何度も繰り返された謝罪の言葉は、夏帆の機嫌をとるためのものでしかないように響いた。夏帆との仲を穏便に終わらすための、かたちだけの言葉。

（好き。会いたい）

　けれど拓海にとっては、最初にした約束を果たすための義務でしかなかったら？

　今日、泣いて縋すがって、クリスマス以降の恋人の約束を取り付けたとしても……これから先も、こういう日々が待っているのだ。

（悔しい。可か愛わいくしたのに。頑張ったのに）

　着飾って、プレゼントまで用意して、会ってもらえる時をただ待ち続ける日々。突然キャンセルされても、文句は言えない。惚ほれているのは、こちらだから。

（困ってるって言ってたの、こういうところだったのかな）

　重かったのかもしれない。今日だって、きっと喜ぶだろうなんて勝手に自惚うぬぼれて、こんなとこまで押しかけてきた。

（オムライスの時だって勝手にはしゃいで……心配かけて）

　もしかしたら夏帆のこういうところを拓海はうざいと思っていて、けれど、優しさ故に言えなかったのかもしれない。

（ありえそう。……でも、こういうのうざいって言われたら、立ち直れないかも）

　直せるかもしれないが、きっとこれは夏帆の根幹だ。ここが合わなければ、夏帆と拓海の相性は悪いと断言出来る。無理して互いに合わせるよりも、お試し期間で終了したいと思われてしまっても無理はない。

（……一人だ）

　いつの間にか、公園で遊んでいた子ども達はいなくなっていた。薄暗さは増し、街灯に電気がついている。

（こんなの作っちゃって、馬鹿みたい）

　膝の上のケーキは半分ほどになっていた。公園にゴミ箱などないし、家に持って帰るわけにもいかない。かなり胸焼けしていたが、残り半分をなんとか食べきってしまおうとフォークを持ち直した夏帆に、後ろから声が掛かった。











五時間目　交際 表現Ⅰ









「──あれ？　何してるの？」

　声をかけられ、振り返る。公園の柵の向こうには、男女合わせて四人の人間がいた。

「早はや川かわさんだよね？」

「うわっ……」

　琥こ太た郎ろうと嘉か一いちが、ボロボロに泣いている夏か帆ほを見て目を見開く。琥太郎は心配そうな表情を浮かべているが、隣にいる嘉一はドン引きしていることを隠しもしない。

「なん？　知り合い？」

　嘉一の隣からお姫様のように可愛い女性が顔を出す。

「嘉一、失礼なことしない。琥太君。これ持ってってあげて」

　お姫様の隣にいた背が高くてお洒しゃ落れな女性が嘉一の頭を叩たたくと、琥太郎にハンカチを持たせる。

　琥太郎が小走りで公園の中にやってきて、夏帆の前にしゃがんだ。

「早川さん、どうしたの。大丈夫？」

　これ、と遠慮がちに差し出されたハンカチを、恐る恐る受け取る。

「っう……ん。ありがとう」

「タクは？」

「バ、バイト……」

　夏帆の答えと、膝の上の崩れたケーキで察したのか、琥太郎が困った表情で微ほほ笑えむ。

「だから、俺がドン引く前から泣いてたやろ！　俺のせいじゃねえって！」

　吐き捨てるような口調で嘉一が言うと、背の高い女性が顰しかめっ面を浮かべる。

「おだまり。女の子には五十億倍優しくしろって赤ちゃんの頃から言ってんのに──」

「あっはっは。クリスマスにボロ泣きしてるとか、映画やん。間近で見たい」

　琥太郎以外の三人は、ゆっくりと歩いて来た。弾んだ笑い声をあげるお姫様と、お洒落な女性の間に挟まれた嘉一が、不機嫌な表情で夏帆を睨にらむ。

「琥太も気付いてんじゃねえよ。素通りしろよ」

「そういうわけにもね」

「こういうのは見ない振りするもんなんだよ！」

「気付いちゃったんだから仕方ないでしょ──早川さん。この人がさゆちゃん。そんで、嘉一のお姉ちゃんのひーちゃん」

「あ、お噂うわさはかねがね……」

　ケーキを横のベンチに置き、立ち上がって頭を下げる。琥太郎は「ひーちゃん」には嘉一の姉と言ったくせに「さゆちゃん」には俺の姉とつけなかった。

「噂されてるの？」

　さゆちゃんが「あはっ」と笑うので、夏帆は琥太郎に恩を売っておこうと大きく頷うなずいた。

「コタロー君から、とっても素敵な女性だって聞いてます」

「学校でまで言ってんの？　もー全く、琥太君はさゆちゃんが大好きなんだから」

　早さ雪ゆきがよしよしと琥太郎の頭を撫なでる。琥太郎は嬉しそうに笑い、大人しくしている。

「それで、琥太君の彼女？」

　早雪が明るく夏帆に言う。夏帆は絶句した。

　今の今まで目の前のモテメンから、恋した男のとろける視線を向けられていたというのに、なんにも気付いていない早雪に啞あ然ぜんとしたのだ。

　ぎこちなく琥太郎を見ると、琥太郎は慣れた顔で肩をすくめた。どうやらよくあることらしい。すごい。よく心が折れないな、と琥太郎に尊敬の目を向けてしまう。

「タクの彼女だよ」

「へえー。あのしょうゆ顔、彼女出来てたんだ」

　嘉一の姉、一ひ二ふ美みが物珍しそうに夏帆を見た。

「んで、なんでこんなとこでケーキ食ってんの？」

　一二美が綺き麗れいな爪で口元を隠し、くすくすと笑う。夏帆は公共の場で人目も憚はばからず号泣しながらケーキを食べていたことが、今更ながらに恥ずかしくなった。

「全部食べる気やったん？　無理くない？」

「えっと……」

「手伝ってあーっげよ」

　え。と思った時には、一二美はベンチの前にしゃがみ込み、夏帆の使っていたフォークでケーキをパクリと食べていた。

「こら、ひー」

「え？　心優しい私がなんでさゆに怒られてんの？　もしかしてこの食べさし、今から彼氏んところに持ってくつもりだった？　そんなわけないよね？」

　え、あ、はい。と気迫に押されている間に、嘉一もベンチの前にしゃがみ込んだ。そして目ざとくもう一本のフォークを見つけ出し、封を開ける。

「ちょっと早川。俺も一口食ってい？」

「え？　はい、どうぞ」

「どうしたの、嘉一？」

　琥太郎が驚いて声をかける。嘉一はケーキにフォークを入れ、断面を見た。

「こいつが文句も言わんで食うとか……どんな味か気になる」

「私だって他人が作ったものにまで文句言わんわ。さゆも食べなよ」

「ええ……。んー、早川さん？　いい？」

「あっ。はい。勿もち論ろん。食べていただけると嬉うれしいです」

「じゃあ遠慮なく」

　最終的に琥太郎まで巻き込んで、二本のフォークで次々にケーキを崩してくれた。最後の一口を譲らなかったところを見ると、一二美は普通に気に入ったのだろう。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「こ、こちらこそっ。お粗末様でした」

　紙製のケーキ型を潰して保冷ボックスにしまう夏帆に、一二美が完璧な笑みを向ける。

「早川ちゃん。今度うち来る時このケーキね。こき使っていいから嘉一と付き合いな」

「やめろ。何もかもが迷惑」

　一二美のとんでもない発言に、嘉一がげんなりとした顔をする。まさか「友達といい感じだし、こんなに怖い人、絶対に無理です」と言うわけにもいかず、夏帆は「ははは」と笑うしかない。

「これからタクに会うの？」

「いえ、帰ろうかと……」

　早雪の質問に答えると、一二美は「ほらね」とばかりに頷いた。

「それじゃ、琥太君と嘉一。送ってってあげて。女の子一人じゃ危ないから」

「駄目。さゆちゃんとひーちゃん二人で帰らせられない。嘉一は二人と一緒に帰って。早川さんは俺が駅まで送るから」

　途中から会話に交じらず、若者らしくスマホをいじっていた琥太郎が嘉一に言うと、嘉一は力なく「おー」と返事をした。

「え?!　大丈夫だよ。帰るだけだし──」

「早川ちゃん、その前にこっち」

「あ！　お姉さん。ハンカチ汚してしまって……」

「いいっていいって。ちょっとごめんね」

　夏帆を呼び止めた早雪は、笑ってハンカチを受け取る。そして夏帆の顎に軽く手を添えると、夏帆の頰や目の周りをハンカチで何度か擦こすった。泣いたせいで落ちてしまったアイシャドウでハンカチが真っ黒に汚れ、申し訳なさが増す。

「すみませ……！」

「いいのいいの。ファンデ持ってる？」

「あ。家に……」

「そかそか」

　早雪は鞄かばんからあぶらとり紙とパウダーを取り出すと、テキパキと夏帆の顔を整えていった。人にしなれている手つきで、ものの数分で化粧直しが終わる。

「うんよし。可か愛わいい。可愛い琥太君を横に添えたら最高の出来。るんるん気分で送ってってもらいんしゃい」

　メリークリスマス。とにっこりと笑った早雪に、公園から送り出される。

　四人とも、確実に夏帆に何かあったと気付いていただろうに、何も聞かずにいてくれたことに公園を出てから気付く。

「噂のさゆちゃん、見ちゃった」

「ナイスアシストだったね」

「へへっ。コタロー君、学校でも優しいんだなって思ってたけど……学校とじゃ、全然違うんだね」

「めちゃくちゃ特別扱いしてるでしょ」

「ね。いいなあ」

　思わず呟つぶやいた声に、琥太郎は片眉を上げた。

「タクもしてるじゃん」

「意地悪だなぁ」

（拓たく海み君が私に優しい理由を、知ってるくせに）

　琥太郎が早雪へするように、優しくしたくて優しくしてもらっているわけじゃない。夏帆が彼女だから、優しくしてくれているのだ。

　そしてそれも、今日までのこと。

「タクに会いに来たんでしょ？　ちらりとも会わなくていいの？」

　辺りはもう真っ暗だ。等間隔に置かれた街灯がほのかに照らす夜道を、駅に向かって琥太郎と並んで歩く。

「忙しそうだし……それに」

「うん」

「なんか。ちょっと怖くなっちゃって」

　巻いていた髪は、ヘアスプレーのつけ具合が甘かったのか、だいぶカールが落ちていた。頑張って施した化粧も剝がれ、ケーキもなくなり、ハリボテの勇気までなくしてしまった。

　毛先を指で摘つまむ夏帆に、琥太郎が静かな声で言う。

「怖いって、正直にタクに話しなよ」

「ええっ。なんか今日は、ちょっと意地悪だね」

　笑って流そうとする夏帆に、琥太郎は重ねて言った。

「二人のことは、ちゃんと二人が話さないと」

　突きつけられる正論に、夏帆は乾いた笑いを浮かべる。

（話し合うことなんて、簡単だった）

　やりたいことだっていくつも言えたし、感情を表に出すのも難しくなかった。

（けど、今は……なにも出来ない。嫌われないように、呆あきれられないように、嫌がられないように、不安で。怖くて……情けない）

「っ──夏帆さん！」

　聞こえてきた声に、ピタリと夏帆の足が止まる。驚いて振り返った先には、拓海がいた。

　灰色のシャツに黒いベストを着ただけの、十二月の寒空には不似合いな格好だった。にもかかわらず、二の腕で額を拭く動作から、彼が汗をかいているのだとわかる。

「え……なんで」

「俺が呼んどいた。じゃあ俺は、さゆちゃんとこに帰るから」

　そう言われては、引き留めることも出来ない。

　今来た道を帰ろうと身を翻した琥太郎が、途方に暮れていた夏帆に笑顔を向ける。

「早川さんなら頑張れるよ。頑張って」

　さゆちゃんだけを特別扱いする男のどこまでも無責任な応援に、夏帆は笑みを引きつらせた。




　　　　　× × ×




　母がよく言う厄年というものがいつだか把握していないが、生まれてから今までの厄が全てこの日に降りかかっているに違いないと、拓海は確信していた。

「いらっしゃいませ。当店のご利用は初めてでしょうか？　大変恐れ入りますがただいま満室でして──」

　十二月二十五日──生まれて初めて恋人と過ごすクリスマスだったはずなのに、拓海は陽気なサンタ帽を被かぶり、笑顔を貼り付けてバイト先のカウンターの内側にいた。各個室は常に満室で、どこの部屋からもひっきりなしにクリスマスソングが流れている。歌声の他に叫び声や笑い声がマイクを通して廊下にまで響き、拓海のやさぐれた心を刺激する。

「三み浦うら君、休憩取れてる？」

「取れてません」

　接客の合間に店長に声をかけられ、拓海は端的に返事をした。人が圧倒的に足りないため、こうしてしゃべってる暇もない。ジュースとポテトを零こぼしたと、先ほど客室から電話が入ったばかりだ。

「本当にごめんね……！　僕が不ふ甲が斐いないばかりに……！」

「怒ってません。これが地顔なんで。じゃ、行きます」

　ここ数日で生え際がかなり後退した店長にしょんぼりと言われ、拓海は掃除道具を手に、汚れた客室に向かった。

「店員さんごめんねー！」

「クリスマスにバイトとか大変ですねー。彼女いないんですかー？」

「もーふざけすぎ〜」

「お詫わびに一緒に歌お?!　どの曲が好き??」

　テーブルの下にしゃがみ込んで床を拭き上げていると、腕やシャツを引っ張られ、もみくちゃにされる。真っ昼間から飲んでいる大学生の部屋は、拓海的に一番入りたくない部屋である。アルコールや香水の匂い、電子煙草たばこの独特な匂いが籠こもっている。むせそうなのを必死に堪え、掃除を終えると丁重に断りを入れて退室した。

　この十日間──夏帆と会った土曜日以外は全て出勤した。カラオケ店内でインフルエンザが順繰りに流行しているからだ。

　最初にシフト変更を頼まれた時は「夏帆さんへのクリスマスプレゼント代になるし、まぁいっか。前払いしてもらえるか店長に聞いてみよ」くらいだった。しかし、増え続けるインフルエンザの診断書に、冬休みに入ってからは断ることなど許されないような空気になっていった。

　朝から晩まで働いているおかげで、夏帆とろくに連絡も取れていない。

（気まずいまま、クリスマスになっちまったじゃねえか……）

　そう。拓海は気まずかった。思いっきり、気まずかった。

　夏帆とコンビニでアイスを買い、衝動的に夏帆に触れてしまった日。

　──あれから夏帆と、距離が出来てしまった。

　一日一ぎゅっを初めてされなかった日、拓海はまだ「あれ？」と思うだけだった。しかし次の日も、その次の日もぎゅっは再開されず──土曜日のデートで、距離を取られていることを確信した。

　前回とは打って変わり、二度目のデート中の夏帆はそれはそれは余よ所そ余所しかった。LINEで店を選んでいる間はあんなにも楽しそうだったのに、その笑顔を曇らせたのが自分の行動かと思うと、落ち込んだ。

（本気で早まった。夏帆さんがまだ、俺のことを好いてないのは、なんとなくわかってたくせに……）

　夏帆は拓海を、拓海としてではなく男という塊で見ている。

〝恋人とやりたいことリスト〟一つをとってもそうだ。

「夏帆としたい、夏帆にしてほしいこと」を書く拓海に対し、夏帆はいつも「彼氏になった男とやってみたいこと」を書いている。

　ただ拓海は、焦ってはいなかった。夏帆がこちらを受け入れようとしてくれているのは、これまでで伝わってきていたからだ。

　今すぐに自分と同じ気持ちになってはくれずとも、このまま付き合いを続けていけば、いつか好きになってもらえるんじゃないかと思っていた。

（なのに、やっちまった……。徐々にとか思っときながら、我慢出来んかった……。あれが俺に向けて言ったんやなくて、ただの夏帆さんの癖やってわかってたのに……！）

　舐なめるだとか、大きいだとか先っぽだとか──そんな言葉と可愛い声で、あっさりと正気を手放した。一人で勝手に盛って、猿でしかない。いいや、猿以下だ。

（引いたんかな……引いたんやろな……）

　週明けに学校で会った時に「アイスの時は、ごめん」と率直に謝ったが、夏帆はにっこりと笑ったまま首を傾かしげるだけで、いつものように真まっ直すぐな感情を見せてくれることはなかった。それが余計に壁を作られているように感じて、拓海は更に落ち込んだ。

　終業式の日には、夜に通話するのをやんわりと拒否られた。メッセージを入れても、結局通話はしてもらえなかった。

　連日の激務が祟たたり、通話を開始しても数分で寝落ちしてしまっていた夜が続いたのも、拒否の理由になったのだろう。

（クリスマスで挽ばん回かいしたかったのにっ……）

　朝から晩まで、夏帆の好きなことをして、やりたいことをやって、行きたいところに連れて行くつもりだった。そして、夏帆が好きだから、出来れば交際を続けてほしいと伝えるつもりが──全てはインフルエンザの前に消えた。

　何度も予定をキャンセルし、あれほど楽しみにしていたクリスマスマーケットをドタキャンしなければならなかった。申し訳なさ過ぎて謝罪しか出来ない拓海に、夏帆は「頑張って」と優しい言葉までかけてくれた。

（夜、玄関先ででもいいから、少しだけでも話せんかな……いや、あんなことした男が家まで押しかけるの、普通に怖いか……）

　スタッフルームで汚れた掃除道具を洗い、通常業務に戻ろうとする拓海のポケットで、先ほどからスマホがずっと振動している。あまりにも多い通知音が気になって、拓海はスマホをそっと見た。

「……は？」

【コタロー／早川さん保護中】

【コタロー／マルバツ公園】

【コタロー／とりあえず駅に送るから】

　最新のメッセージを三つ読んだ拓海は、大慌てでカウンターに戻った。

「三浦君！　よかった戻って来てくれ──」

「店長！　今日の分の休憩、今から一括でもらいます！」

　頭に着けさせられていた陽気なサンタ帽を脱ぎ捨て、店長の「今から?!　待って──?!」という悲痛な叫びも聞かず、拓海は自動ドアから飛び出した。




　　　　　× × ×




「夏帆さん、来てくれてたん？」

　琥太郎とすれ違い様に一言二言話した拓海が、夏帆に駆けてきた。クリスマスだというのにあまり代わり映えのない駅前通りを、それでも普段よりも幾分か賑にぎやかなライトに照らされた拓海が走ってくる。

　夏帆は驚いて瞬きも出来ないまま、拓海をじっと見つめた。

「今日はごめん。せっかくクリスマスやったんに……来てくれてありがとう」

　夏帆の前に立った拓海は、いつものように少しかがんで夏帆に言った。髪はほつれ、額から汗をかき、顔からは焦りと疲労が滲にじんでいる。

　会えないと言われたのに、夏帆はこんな場所まで押しかけてきた。だがそれを、拓海は嫌がっていないように見えた。彼の様子に夏帆も落ち着き、ホッと息を吐き出す。

「バイト、大丈夫？」

「大丈夫。ちょっと抜けさせてもらったから。心配せんで」

　心配くらいさせてほしかったが、拓海が自分の格好を見て「俺、恥ずかしいな。ごめん」と話題を変えたので、首を振って否定する。

「寒くない？　私のマフラー──」

「駄目。俺、汗かいてるから汚すし……俺はいいから、夏帆さんしてて」

　こんな時にまで、自分よりも夏帆を優先しようとする拓海に、胸が締め付けられる。

（駄目だ……私、この人がやっぱり好きだ）

　もっと色んなところへ一緒に行って、もっと一緒の時間を過ごしたい。もっともっと笑ってほしい。

（好きだって、言いたい）

「拓海君！」

　気持ちが抑えきれずに、夏帆は拓海の名前を呼んだ。

「ん？」

　優しい声と、視線が夏帆に向けられる。

（好きだ。好き。──好き）

「私ね──」

『夏帆さんに、最近ちょっと困ってる』

　何度も何度も思い出したあの日の言葉が、夏帆の言葉を止める。

『早くこの期間終わらんかなって、ずっと考えてる』

　口を開いたまま、何も言えずにどんどんと顔を青ざめさせる夏帆を見て、拓海が心配そうに表情を曇らせる。

「夏帆さん？」

　拓海は、優しい。

（私が彼女だから優しくしてる、って。拓海君は言うけど──）

　元々優しくなければ、そんなこと出来ない。

　そんな優しい拓海に気持ちを押し付けたら、傷つけてしまう。

（私に優しくしようと、きっと余計に、我慢する）

　勢いのままに自分の気持ちを告げる前に、しなければいけないことがあった。

　怯おびえる心を叱しっ咤たして、夏帆はゆっくりと口を開く。

「……最近、困ってること、ない？」

「困ってること？　……うーん。インフル？」

「私が、どうにか出来る範囲のことで！」

「何。どうしたの？　ありがと。でも、ないよ」

　拓海は優しく笑って、首を横に振る。

（躱かわされた）

　それとも、気付かなかったのだろうか。夏帆はもう一度勇気を振り絞り、懇願した。

「私のっ……私に、言いたいこと！　あるよね？」

「ええ？」

「──私の、嫌な、とことか」

　切り刻まれたかのように、胸が痛む。こんな言葉、辛つらすぎて。語尾が無様に震えた。

　今すぐ蹲うずくまりたいほどの恐怖が夏帆を襲う。拓海はなんと言うのだろう。困るだろうか。「ごめん」と、申し訳なさそうな顔をするだろうか。そのどちらも、とても辛い。

　──なのに拓海は、

「ないって」

　と言って、また笑った。

「ほんとにどうしたん？」

　拓海の声はいつも通りに優しいのに、夏帆の心はどんどんと冷えていく。

（……言って、もらえなかった）

　なんでも「うん」と言ってくれて、夏帆と一緒にいる努力をしてくれる拓海なら──夏帆が聞けば、言い難にくくとも教えてくれるはずだと、ぶつかってくれるはずだと、思い込んでいた。

（こんな、時にまで思い上がって……）

　自分の厚かましさに笑えてくる。拓海にとって夏帆は、傷つけてまで話し合いをする価値はない、そんな程度の仮の恋人。

（好きなのが私だけなんて、辛すぎる）

「──さっきの。言いたいことなら、ほんとはある」

　思い切ったように、拓海が口を開く。

「ほんとはもっとちゃんと、落ち着いてしゃべりたかったんやけど──」

　拓海の声は、聞いたことないほど緊張していた。

　夏帆は、俯うつむけるだけ俯いて、拓海の靴を睨にらみ付つける。

　心臓がバクバクと鳴る。

「夏帆さんと一緒に過ごせて、本当に楽しかった。──一緒に帰るんも、LINEするんも、全部。俺一人やったら、タピオカ飲みに街まで行ったり、絶対せんかったし……」

　拓海が夏帆の頭の方へ手を伸ばした。いつものように頭に触れるのかと、夏帆は反射的に首の角度を変える。

　しかし、夏帆の顔の前で拓海はピタリと動きを止めた。そして自分の手のひらを見たあと、気まずそうに首の裏へ手を持って行く。

（もう……触っても、くれないんだ）

　拓海の声が遠ざかっていくようだった。心が凍いてついていく。

「コンビニで、夏帆さんの好きそうなお菓子選んだり。肉まんやなくて、結局ピザまんとあんまんにしたり──……アイス、買ったり」

　夏帆にとって、思い出にするには早すぎる瞬間を、拓海は古いアルバムの一枚を見せつけるように、ゆっくりと話していく。

「全部、楽しかった」

　拓海の意図を察して、夏帆は一歩後ろに下がった。

「私も。──今日までいっぱい、ありがとう。……すごく楽しかった」

　俯いた顔を上げることが出来ずに、拓海の靴を睨み付けたまま、そう言った。

「……夏帆さん？」

「送ってくれるの、ここまででいいよ」

　くるりと体を反転させて駅の方を向くと、拓海が夏帆の腕を取った。

「待って。なんか変やない？」

「変やないよ。だってもう、今日で彼氏でもなくなるのに。バイト抜けさせて、送らせるほうが変やん」

「…………」

　夏帆の言葉に、拓海が一瞬黙った。

「──なんでそうなるん？　どうしたん？」

「…………」

「また教えてくれんの？　前の夏帆さんは、なんでもしゃべってくれたんに……最近は……」

　俺のせいやけど。と、小さく呟つぶやいた拓海が前髪をくしゃりと握りしめた。夏帆は前を向き、俯いたまま唇を嚙かみしめる。

「……最後の日だもん。喧けん嘩か別れに、なりたくない」

　本当は、これ以上嫌われたくなかった。困らせたくなかった。耐えられない、なんて。もう一瞬だって思われたくなかった。

　だから、聞き分けよく去ろうとしているのに。

「……最後」

「今日までやん」

「俺はそんなつもりなかったよ」

（噓うそつき！）

　グサグサに痛めつけられた夏帆の心が、大きな声で叫んだ。

（知ってるんやから。困ったって言ってたの！　コタロー君に話せることを、話してくれんのも！）

　自分じゃどうにも出来ない感情が夏帆の内で暴れ出す。

「拓海君のそういう優しさ、きつい」

「夏帆さんどうしたん？　話させて。ドタキャンばっかしたから？　本当にごめん」

「違う、違う！」

「お願いやから、ちょっと話そう」

「やだ。やだやだやだ！」

（もう、これ以上の勇気は、無理）

　話そう、だなんて言っておきながら、話し合いを否定したのは拓海だ。

　話をするつもりだった。ちゃんとどう話したらいいのか、筋道も立てたつもりだった。そう出来ると自負していた。

　けど実際拓海を目の前にすると、こんなに怖い。

　こちらを見つめる拓海に、ひゅっと喉が鳴る。店から漏れるライトに照らされた拓海の表情は、真顔だった。

　ふるふると、夏帆の唇が震える。

「いつもっ──こんな時まで！　そうやって、冷静で！」

　夏帆を宥なだめようとする拓海の落ち着き払った態度が、今は癪しゃくで仕方がない。夏帆には余裕など、一つもないのに。

「私ばっかり……私ばっかりが、こんな、こんなにっ──！」

（こんなに、好きで）

　気持ちの差を見せつけられて、最後まで残っていたほんの一欠片かけらの意地も、粉々に散ってしまった。

「こんなの間違ってた……」

「夏帆さん！」

「彼女になんて、なるんじゃなかった！」

　啞あ然ぜんとした拓海の手から、力が抜ける。その隙を見逃さず、夏帆は拓海の手を振りほどいて、駅に向かって走って逃げた。




　座面の下から吹く熱すぎるほどの温風が、ヒールの高いブーツに当たる。

　夏帆はわんわんと泣きながら、電車に揺られていた。




　　　　　× × ×




「は？　別れたん？」

　一月三日──立派な門松が置かれた廣ひろ井い家の玄関に、拓海は立っていた。

　母屋に加え、納屋や蔵の建つ廣井家の敷しき地ちは広い。立派な庭には、横に枝を広げた迫力のある門かぶりの松や、来月には蕾つぼみを開きそうな梅が植えられている。雪見灯籠の置かれた滝のある池には色鮮やかな錦にしき鯉ごいが泳ぎ、竹の筧かけいから引かれた水が水鉢に流れる。

　そんな廣井家の長男、嘉一は拓海の横でヤンキー座りをしていた。肩には、重い杵きねを担いでいる。

「そう」

「へぇー。なして？」

「知らんよ。教えてもらえんかったし。大体あの人いっつも、変な方向に行動力ありすぎなんだよ」

　眉根に寄せた皺しわは、この数日ですっかり固定されてしまった。むすっとした表情のまま受け答えする拓海に、嘉一は呆あきれた視線を向ける。

　夏帆がよそよそしい理由はずっと、自分が我慢しきれずに触ったせいだと思っていた。

『拓海君のそういう優しさ、きつい』

　けれどあの日、自分が振られた理由は別にあるのではないかと気付いた。しかし頑かたくなな夏帆は、拓海が宥めようとしても聞く耳を一切持たなかった。

（あれ以上、どう聞けってんだよ……）

　あの時、拓海の出来る限りで、夏帆と向き合おうとした。なのに夏帆は全てを拒否して、拓海と向き合おうともせずに逃げ去った。

（そもそも、俺は夏帆さんが言うみたいに元々優しくないし……夏帆さんみたいに、ポンポン言葉も出らん。あの日だって、精一杯伝えたつもりなんに──）

　これ以上を望まれても困ったかもしれないが──望むこともせず、こんなものかと簡単に夏帆に切り捨てられてしまったら、拓海だってもう、どうしようもない。

「お前のそれ、意地張ってどうにかなんの？」

　ふぁあ、とあくび交じりに嘉一が言う。ぎくりとしたのは、正論だったからだ。

　夏帆はこれまで、拓海が話しかけると必ずこちらを向いて話を聞いてくれた。

　拓海が手を出すと握ってくれ、拓海が横を歩けば見上げてくれた。

　だから、あれほどまで明確に夏帆に拒絶されたのは、初めてだったのだ。

　振られたから、頑張ったから、逃げられたから。だからこちらからは連絡しない──そんなのは全て、怯おびえて、拗すねているだけだと、年が明ける頃には拓海も自覚していた。

「米持ってきーたぞー！」

　縁側から、布に包まれた蒸した米を康やす久ひさが運んでくる。一二美の奴隷二号の康久は、一二美のスカルプチュアを守るため、朝から身を粉にして働いている。

　廣井家は毎年餅をつく。嘉一の祖父母が主導となって動いている餅つきに拓海が参加するのは、今年で二回目だ。

　インフルエンザの影響で人手不足だったバイトも、年の瀬には落ち着きを見せ始めた。忙しい年末は出たが、店長が泣きながら「本当にありがとう！　少しでもゆっくりして！」とつむじよりも奥まで後退した生え際を下げてきたため、年始はお言葉に甘えさせてもらうことにした。

「杵、次誰〜？」

　早雪が大きな木製の臼に、蒸したばかりの餅米を投入しながら尋ねる。その隣では、自動の餅つき機が二台、常に回り続けていた。

「次もタクやるわー」

「は？　嘉一、ちょ。俺手痺しびれてんだけど」

　杵は重い。先ほど何度か杵を振り上げただけで、拓海は二の腕がパンパンだった。

「ターク！　杵、どうすんのー?!」

「早くして。さゆちゃん待ってるでしょ」

「──あああっ、もうっ！」

　容赦のない西にし姉弟の催促に、拓海は杵を振り上げる。

　腕の死を覚悟しながら、ぺったんぺったんと返し手に合わせて餅をついていると、嘉一も杵に加わった。慣れていない拓海と違い、物心ついた頃から手伝っている嘉一と早雪は手慣れたもので、どんどんと米が潰れていく。

　ひとまずＯＫが出た頃には、もうスマホすら持てないほどに手がぷるぷると震えていた。ついた餅を、自動餅つき機の中身と入れ替える。自動餅つき機の中で更にしとやかになって出てきた餅に片栗粉をまぶし、プラスチックの平たいケースに入れて室内へ運ぶ。

　内うち縁えんに丸めた餅を並べていた自分の祖父に、嘉一が声をかける。

「じいちゃーん。餅一升、余分についてくれるって言ってたん覚えてる？」

「おー。友達に持ってくんやろ。覚えとる。一升でいんか？」

「あればあるだけ貰もらえりゃ嬉うれしいよ」

「よく食う子やのー。白でいんか？　かき餅は？」

「そっちも、貰えるだけ貰う」

　台所では、康久と一二美と琥太郎が餅を丸めていた。いやよく見ると、一二美は丸めている康久の後ろでスマホをいじっているだけだった。

　次の米が蒸し上がるまで休憩していいと言われたため、拓海は居間にどかりと座る。

「タク、早川ちゃんと別れちゃったんだ〜。もったいな。可か愛わいい子やったし、ケーキ美味おいしかったのにねー」

「……え？　ケーキって何です？」

　と言うか、何故なぜ早雪が夏帆を知っている。ぽかんとする拓海に、大量のグラスと麦茶のポットを運んできた早雪が、平然と言う。

「クリスマスケーキだよ。クルミとかアーモンド入ってた、早川ちゃんの手作りケーキ」

「なんすかそれ……ってか、く、食ったんすか……？」

「へへん。食べちった」

　胸を張る早雪を見て、拓海はぶっ倒れた。張り替えたばかりの畳から、い草の匂いがツンと鼻を刺激する。

「何……ケーキって……俺、食ってない……」

「どうぞって言われたから」

　すまんね少年。と早雪が拓海を撫なでるために手を伸ばしたが、早雪の指先が触れる前に、琥太郎が拓海を撫でた。

「大きな体で拗ねちゃって」

「お前も食ったの？」

「へへん。食べちった」

　早雪の真ま似ねをした琥太郎を、拓海は蹴った。

「──なんで取っといてくんなかったんだよ……！」

　低い声で呻うめいた拓海に、琥太郎は笑顔で額に青筋を浮かべる。そして琥太郎の横腹を蹴っていた拓海の足首を摑つかむと、ずるずると居間を引きずった。

「ヘタレ二人！　畳新しいんだから擦こすんな！」

　すかさず一二美の怒号が飛んできて、自覚のあるヘタレ男二人はピタリと動きを止めた。




　　　　　× × ×




　クリスマスの夜──突然押しかけた夏帆を、吉よし岡おか家と、滞在中だった心こころは温かく迎え入れた。

　若干一名「だから今日は来ないでって言ってたやないですか！」と梨り央お奈なに追い出される、鬼のような見知らぬイケメンがいたが、この件については今度詳しく聞かせてもらうことにした。

　せっかく直してもらった化粧もまた剝がれ落ちてしまっていた夏帆を見て、これからデートに出かけようとしていた吉岡家のパパママはすぐにお泊まりを許してくれた。

　それに、先ほどの鬼イケメンと一緒に外出したはずの梨央奈の兄、泰たい輝きからは、クリスマスプレゼントだとコンビニ袋いっぱいの駄菓子も貰った。

「ごめんね。死ぬまで女心のわからん兄で……」

　心と夏帆は、おそろいのコンビニ袋を抱えて、梨央奈の謝罪を彼女の部屋で聞いていた。

　泰輝と共にコンビニへ行った鬼イケメンは、女心が十分にわかっていそうだったが──一切ヒントを与えなかったのだろう。いや、泣いている妹の友人のためにコンビニの籠に駄菓子を入れまくる泰輝だからこそ、きっと引きも切らず女が押し寄せてきそうな鬼イケも、クリスマスまで一緒に過ごしたに違いない。

　心と一緒に、大きなコンビニ袋に入ったうますぎ棒やチョコバーバーを見て大笑いしていると、ささくれていた心が少しずつ解ほぐれていく。

　その日は三人で一緒にお風呂に入った。浴槽には一度に二人しか入れないため、交代で体を洗っていたのだが、唐突に心が「三人で入れるかな？」と言い出してからが大変だった。向きを変え姿勢を変え、ぎゅうぎゅうの鮨すし詰づめ状態になりながら、三人が湯船に入るための知恵を絞った。

　最終的には、普通に入った梨央奈の上に心が座り、夏帆が横向きに体育座りをするという方法が一番楽だとわかったが、この知見を今後の人生で活いかす機会はきっとないだろうと三人とも気付いていた。

　梨央奈と心は拓海のことを聞いてこなかった。ただ、あんな泣き顔で吉岡家に出戻ったのだ。結果は察していたに違いない。

　借りた梨央奈のパジャマに着替えながら「別れたよ」と言ったら「そっかぁ」と「殺す」という両極端な言葉を頂戴した。

　結局その日は夜遅くまでとことんしゃべり倒した。次の日は起こされぬのをいいことに、昼近くに起きて、遅い朝食をいただいた。

「心ちゃん、どう？　足りる？　おばちゃんもっかいご飯炊いとこうか？」

「大丈夫ですぅ。めっちゃ美味しいーっ！　おばちゃん、ありがとお〜！」

「いいのよ〜！　しょうゆとか足りないものあれば何でも言うんよ？」

「はぁい！」

　心のために作られた、テーブルいっぱいのご飯の中から、梨央奈と夏帆は小さなおにぎりを摘まんでもそもそと食べる。

　梨央奈の母もだが、夏帆の母も心が来ると大はしゃぎして料理を作る。以前夏帆の家に泊まりに来た時、鍋いっぱいに作ったおでんを、心はぺろりと平らげた。母は感激のあまり、「今度は鍋二つ作ろう！」とはしゃいでいたが、流石さすがにそれは止めておいた。心のプレッシャーになってはいけない。

「あんた達、今日はどうするの？」

「私はお姉が帰ってくるからぁ、今日はもう帰ります〜」

「私も帰ります」

　お邪魔しました、と心と夏帆が吉岡母に頭を下げると「またおいでね」と返される。

「じゃあ今日は牡蠣かき焼くか」

　心と夏帆の予定を聞いた梨央奈が、庭を見ながら呟つぶやいた。

　梨央奈は無類の牡蠣好きで、よく庭で焼いて食べている。彼女がバイトをしているのは、冬の軍資金のためであった。

　心とお金を出し合ってお邪魔したこともあるが、本当に牡蠣しか焼かないので、ギブアップする羽目になった。それ以降、梨央奈のお楽しみを邪魔したくなくて、参加してない。

「もう年末やから、直売所休みやろ？　何処どこ行くにしろ、今日寒くなるらしいから、後で万ばん里り君に車で連れてってもらいなさいよ」

「はーい」

　吉岡母にのんきに返事をした梨央奈の顔を、夏帆と心がじっと見つめる。

　もうひとつおにぎりを食べるかどうか、大皿に盛られたおにぎりの山を眺めて真剣に考えていた梨央奈が、「あっ」と声をあげてこちらを見た。

「ほほう、万里君？」

「万里君ってぇ？」

　キラキラと輝く目で見つめる夏帆と心に、顔中に皺しわを寄せた梨央奈が苦々しい顔で「……昨日のイケメン」と言った。

　どこかで春が終わっても、またどこかに春は来るらしい。

　そんな当たり前のことに、何故か心底ほっとしてしまった。




　冬休みの間、癖のように何度もスマホのロックを外した。

　無意識のうちに「ふたり！」部屋を開いてしまう。

　毎日、毎時間、毎分のように、チェックした。来るはずもないメッセージが浮かび上がる瞬間を期待して、最後に送られてきたメッセージを何百回読んだか、わからない。

　最後のメッセージは、冬休みの間ずっと変わることはなかった。

　だがそれは、拓海が「ふたり！」部屋から脱退していないということでもあった。

　部屋から抜けるのを忘れているだけかもしれない。そんなことをする意味さえ感じていないのかもしれない。

　なのに、そんな頼りない繫つながりに、夏帆は毎日安あん堵どしていた。




　　　　　× × ×




　三学期が始まった。

　数週間ぶりに顔を合わすクラスメイトらと、年始に婚約発表をした俳優や、正月太りしたことや、始業式後すぐにある実力考査の話で盛り上がる。

　別れてしまってから拓海とは全然会わなかった。

　恋人と別れるのは初めてだが、案外こういうものなのかもしれない。

　──ひと月が、そうして過ぎた。




「早川のこと、好きなんやけど」

　昼休みの社会科準備室で雑用をこなしていた夏帆は、クラスメイトの松まつ木きに突然告白された。

　少なくとも、夏帆にとっては突然のことだった。二年になってから共に世界史の係をしていたとはいえ、拓海と付き合うまでは、世間話すらしたことのない間柄だった。

　夏帆が呆ぼう然ぜんとしていると、松木は気まずそうに手をポケットに突っ込んだ。

「六組の三浦と、別れたんやろ？」

「あ、うん……」

　付き合っていたことも、別れたことも、年始の芸能人のようにわざわざ文書で発表などしていない。

「なんで、知って……？」

「最近、三浦迎えに来んし。早川も一人で帰ってるから」

「……そっか」

　世の男女のあれこれは、そんなことからバレていくのか。夏帆はこくこくと頷うなずいた。

「たまに淋さびしそうな顔してる早川見てると、俺に甘えてほしいって、思って……」

　ドカンと真まっ直すぐに好意をぶつけられ、夏帆はよろめいた。

　頭の中の八割は、パニックだ。残りの一割は、恐縮と喜びで、最後の一割は社会科準備室のドアが閉まっていることに対する、本能的な危機感。

　夏帆は手に持っていた社会科の道具を慎重に置いた。無意識に、両手を空けた。

「えっと……ありがとう。でもあの」

「別れたばっかやし、俺のこと今は考えられんやろうけど。もうちょっと返事置いといてくれん？」

「う、はい……いや、でも……！」

　でもと追いすがってまで全力で断ろうとしていることに気付き、夏帆は戸惑う。

　拓海とは、もう復縁する余地もない。元々好き合って付き合ったわけじゃないのに困らせていた上、最後にあんなにみっともなく、失礼なことをしてしまった。

　拓海との未来はない。

　なら、新しい未来を手に取るべきだ。

　元々夏帆は、誰でもよかった。ただ男女交際に興味があっただけ。努力を笑わない拓海なら上手うまくいくんじゃないかと、そう思っただけ。

　人に告白されるなんて、初めてだ。しかもこの先、こんな幸運がまた巡ってくるとも限らない。

　拓海と出来なかった〝恋人とやりたいことリスト〟も、まだ残っている。

　それを松木とこなすことに、何の不都合もないはずだ。──はず、だった。

（男子なら、誰でもよかったのに）

　文化祭での拓海の言葉は決め手にはなったが、必要不可欠な要素ではなかった。

　なのに夏帆は今、こんなに拓海じゃないと駄目だと思っている。

「……松木君。ごめんなさい」

「だから──」

「待っててもらっても、変わらないから。私が、変わらないから」

　真っ直ぐに気持ちをぶつけてくれた松木に、不誠実な対応は出来なかった。ゆっくりと頭を下げる夏帆の頰に、高い位置で結んであったポニーテールが流れてくる。

「……突然で、ごめんな。ありがとう」

「こっちこそ、ありがとう」

「最近、よく髪結んでるよな。それ……似合ってる」

「……拓海君が、好きな髪型なの」

　松木は「そっか」と言った後少し黙って「あとは俺、やっとくから。もういいよ」と震える声で続けた。夏帆はもう一度頭を下げるとドアを開けて、一人で準備室を出た。

（私は一回でもちゃんと、拓海君に気持ちを伝えられてたかな……）

　思い返せば、恋心を自覚してからは、自分の恋心に振り回されるばかりで、好意を行動ですら伝えられていなかった。自分のことで精一杯で、嫌われないように必死で、拓海を慮おもんぱかることも出来なかった。

　好きだなんて、一言も伝えられていない。

（松木君、すごいな）

　怖くなかったはずがない。他人に、自分の心の一番傷つきやすい部分を見せるのだ。どれほどの勇気をもって、言ってくれたのだろうか。

　拓海とは元々クラスも違う。部活もお互い入ってないし、委員会も違う。接点などもう、全くない。

　けれど付き合い出す前と違って、彼を見つけ出すのは簡単だった。廊下を歩いていれば背中でも見つけられるし、校庭で声がすればいち早く拾ってしまう。

　離れたら冷静になると思った。もう考えなくて済むと思っていた。なのに全然、終わらない。どうしていいかわからなかった。

（……でも、なら──）

　窓の外の、渡り廊下の屋根を見下ろす。その答えを、夏帆は知ってしまった。




　　　　　× × ×




　同じ学校の同じ校舎の同じ階で生活しているのだから、当然のことながら、別れた後でも夏帆を目にする機会はあった。しかし、拓海が話しかけたことはない。

　好きだという思いと、それと同じほどの後悔や怒りや羨望がない交ぜになり、夏帆に近付くことさえ出来ない。

「三浦ぁー！　彼女と別れたんて？　付き合ったげようか」

「お願いします。遠慮させてください」

「ぶん殴るぞ？」

　クラスメイトの女子が爽やかな笑顔で拳を握る。

　離れた場所から夏帆を客観的に見ていると、康久が以前、夏帆を「とっつきにくそう」と言っていたのが、少しわかる。

　冷たいわけではない。ただ、つけいる隙がない。

　外から見る夏帆は、いつも凜りんとしている。内心で慌てていたり、男子に対しては必要以上に意識したりしているのを知らなければ、近寄りがたい大和やまと撫子なでしこに見える。

　普通の女子の何倍も異性に関心があるくせに、男になんか一ミリの興味も持っていないような、清らかでいて涼しげな表情で女生徒と戯れている。

　そんな夏帆を見る度に、夏帆の中にもう自分など残っていないと思い知らされる。拓海などおらずとも毎日楽しそうな彼女にどう声をかければいいかもわからずに、視線を逸そらす日々が続いた。

　ある日の昼休み──食堂にいつものメンバーで向かっていた拓海は、キュキュッと音が鳴りそうなほど勢いよく急停止すると、慌てて丁字の廊下の壁に隠れる。

「なんっ?!」

「シーッ」

　康久の口を手で覆い、一緒に隠れさせた。腕に教材を抱えた夏帆が、クラスメイトとおぼしき男子と仲良さそうに廊下を歩いていたのだ。

「お。夏帆ちゃんやん」

「ヤス、あいつ知ってる?!」

「あいつって？」

「夏帆さんの横の！　楽しそうに話してる男！」

「松木やろ。中学の時クラスが一緒やった。別に普通に話してるだけやん」

（普通に?!　普通に男と話せんかったから、俺んとこに履歴書なんか持ってきたんやろ！）

　そんな事情など知らない康久に憤っても仕方ないとわかっているのに、感情が抑えられなかった。ぐしゃぐしゃ、と拓海が頭を搔かく。

「別れたくせに何言ってんだ」

　呆あきれた口調で嘉一が言う。

「最近早川、モテてるらしいぞ」

「は？」

「心が言ってた。男子にめっちゃ話しかけられてるって」

　拓海は啞あ然ぜんとした。

　夏帆がモテていることなど、全く気付いていなかった。特に目立つタイプでもない夏帆の情報など、クラスが違えばほとんど入ってくることもない。

　しかし夏帆がモテるのは納得だ。知れば知るほど、夏帆は可か愛わいい。これまで近付く男がいなかっただけで、見た目よりずっと明るい内面や、しっかりしていそうな夏帆がちょっと抜けていることを知ってしまえば、自分のようにコロリと惚ほれてしまう男がいるのは明白だった。

「俺の見たところ、あの松木君とやらも、告白秒読み間違いなしだね」

「タクと一回付き合ったのが箔はくになってんだろうな」

「人が選んだものって、いいものに見えるって言うしね」

「あー。ネットのレビューとかもそういうことか」

　琥太郎と嘉一と康久の会話を無視して、拓海は壁から顔を出し、夏帆を盗み見た。

　何か面白いことでも言われたのか、夏帆はくすくすと笑いながら、隣に立つ松木を見上げている。

　信じられないほど、打ちのめされた。

　どこかで夏帆が男と上手く話せないことに、安あん堵どしていた。琥太郎らは自分の友達だから話せているのであって──夏帆が自ら男と友好を深めるはずがないと、何故なぜか勝手に思い込んでいた。

（夏帆さんが楽しそうに話しかける男は、俺だけだなんて……）

　まだそんな風に思い込んでいた自分のキモさに耐えきれず、その場にしゃがみ込む。膝の上に両腕を乗せ、腹の底からため息を吐きだした。

（もう別れてんだから。ちゃんと喜んでやるべきやろ……）

　夏帆が男と普通に話せるようになっていることを、安堵しなければならないのに、到底出来そうになかった。

　隣の男に笑いかけているのかと思うと、あの男が笑わせたのかと思うと、腹が立って仕方がない。

（あの男に告白されたら、俺の時みたいにお試しで付き合ってみんのかな……）

　嫉妬で胸が焼けそうだった。

（夏帆さんは、俺じゃなくてもあんな幸せになれんの？　俺よりもずっと、他のやつの方が夏帆さんを楽しませたり、すんのかよ）

　拓海は夏帆にもらった履歴書を、別れたその日に乱暴に本棚に突き刺した。はみ出した履歴書は毎日目につくのに、綺き麗れいに入れ直すことも出来ていない。内容はもう暗記するほど読み返したくせに、触れて、あの頃の幸せな気持ちを思い出すことが怖かった。

　そんな履歴書を、もし夏帆があの男のために夜も寝ずにまた書いてやったりしたら──想像だけで耐えられなかった。悔しくて、歯を食いしばる。

「夏帆ちゃん、松木と付き合うかな」

「さあ。あの男も習字褒めたら付き合ってもらえんじゃねえの？」

「は？」

　嘉一の笑いを含んだ言葉に、拓海は顔を上げる。

「あんだよ。冗談だって」

「違う──あの男もって、何」

「あ？　タク、付き合う前に褒めたんだろ。早川の習字」

「……何それ」

　記憶にないことを言われ、拓海は首を傾かしげた。首を傾げる拓海に、そっちこそ何言ってんだとばかりに、嘉一も首を傾げる。

「文化祭の時、俺と書道部の展示見に行ったでしょ。その時、タクが褒めてたのが、早川さんの書いたものだったんだって。早川さん、それが嬉うれしかったから、タクと付き合うって決めたって言ってたよ」

　琥太郎の説明を聞いて、拓海は啞然とした。

　──夏帆は誰でもいいから、自分の所に来たのだと思っていた。

　それはきっと、大きくは違っていないのだろう。けれど「男なら誰でもいいから履歴書を持って来た」のと「拓海なら付き合ってもいいと思ったから履歴書を持ってきた」のだと、夏帆を好きな拓海にとって、大きく違う。

『こんなの間違ってた。彼女になんて、なるんじゃなかった！』

　そこまで言われた自分が何か言ったところで、もう夏帆には届かないかもしれない。

　ただ、こうして拓海が一人でうじうじしている間にも、夏帆を好きな男は増えるし、夏帆の記憶から拓海は薄れていく。

　──そして、こんなところで拗すねてくだを巻いている拓海よりかはずっと、あの男の方が夏帆に近いことだけが、事実だった。

「……嘉一」

「あん？」

　しゃがんだ拓海は嘉一を見上げながら、真剣な表情で言った。

「相談があるんやけど。今度の日曜俺に──」











六時間目　平凡な関係 基礎









　色とりどりの紙袋が女子の手からぶら下がる日が、一年に一度やってくる。

　──二月十四日、バレンタインデーだ。

　手に出来た真新しい火傷やけどの痕を絆ばん創そう膏こうで隠している拓たく海みは、校門で立ち止まった。

　人の波の中、マフラーをぐるぐるに巻いた夏か帆ほが前を歩いている。隣にいる心こころと一緒に来たのだろう。昇降口に吸い込まれていった夏帆の手には、紙袋が握られていた。

　淡い空色の紙に、ピンク色の模様の入った袋を見た瞬間、拓海は大きく息を吸った。

　自意識の塊で、ろくに男子に話しかけることすら出来なかった夏帆なら、多少男に慣れたとはいえ、バレンタインデーにチョコを持ってくることなどないと高をくくっていた。

　可愛らしい紙袋をじっと見つめる。

　ショックを受けると同時に、期待もした。

　あんな言葉で振られているというのに──もしかしたら夏帆が今日、自分のもとにあの紙袋を持ってきてくれるのではないかと、馬鹿みたいな期待で胸が高鳴る。

　校舎に入った拓海は何も気付いていない振りをして、ゆっくりと靴を脱ぐ。いつもの三倍は時間をかけて上靴を履くと、ろくに用事もないのに友人に声をかけ、廊下で立ち話をした。

　いつも以上に男子がのろのろと歩くのも、教室に入った男が机の中に手を入れてひっそりと落胆しているのも、バレンタインデーには見慣れた光景である。

　男達は皆、意味もなく廊下に立ったり、逆に一人で机に座ったりして、女子に話しかける隙を与えている。

　六組の教室に入ると、拓海はいつものテンションに戻った。ここで格好を付けていても、夏帆が見ることはない。

「三み浦うらぁ！　コタローは？」

　自分の席へ移動すると、すぐにいつもの女子が三人やってきた。拓海はきょろりと辺りを見回し「さあ？」と返事をする。

「呼び出されてんじゃね？」

「朝一で？　相手の都合考えなさすぎじゃない？」

「コタロー優しいからなぁ」

「そんで三浦は、元カノに呼び出してもらえんかったんやー」

　淋さびしいねえ。と女子に目を細められ、割とイラッとする。センシティブな話題なので、そこは是非ともスルーしていただきたい。

「淋しい三浦にチョコあげよっか？」

「や。勘弁してください。俺金ないんす」

　クラスの男子全員に配られるクラスチョコを、去年の拓海は喜んで受け取った。けれど今年はもう、そんなもの欲しくもない。去年のホワイトデーでの出費を思い出せば、むしろ心底遠慮したかった。

「それだとうちが脅迫してるみたいでしょ」

「似たようなもんやろ……」

　あ？　と笑顔で聞き返す女子に、拓海は頭を下げた。

　その時、彼女の雰囲気がいつもと違うことに気付く。

（あ、髪結んでんのか）

　後ろに一つ結びのその髪型は、拓海が以前夏帆にしてほしいと頼んだものだった。

　先ほど校門近くで見かけた夏帆も、髪の毛を結んでいた。それもポニーテールだった。

（まじで夏帆さん……今日俺んとこ来てくれんのかな）

　一瞬でも期待すると、顔がにやけた。拓海は手の甲で緩んだ口元を隠す。

「何にやけてんの〜きもいんですけど」

「つか貰もらってってば三浦。あんたが貰わんと、コタローが貰ってくれんやろ」

　女子に足をげしげしと蹴られ、頭をごすごすと殴られても、拓海はかまわなかった。今日夏帆と話せるかもしれない。夏帆からチョコが貰えるかもしれない。そんな希望に満ちていた──のも、放課後までのことだった。

（……来ねえ）

　わかっていた。そもそも本気で貰えると思っていたわけではない。ただ、今朝夏帆が持っている紙袋を見て、もしかして、いやまさか──と期待してしまっただけだ。うっかり期待しすぎてしまい、無駄に今日一日を教室で過ごしてしまった。自分がいない間に夏帆が来たらと思うと、昼は食堂にも行かなかったし、休憩時間におちおちトイレにも行けなかった……のに。

（っていうことは……夏帆さんはあれを、他の男にやったってこと？）

　悪あしき風習、クラスチョコかもしれないと自分を慰める。

　しかし、クラスチョコにしては袋が小さい気がした。クラスの男子全員分のチョコレートは入らないだろう。

　自分がもらえると期待していたからか、袋の可か愛わいさを見るに、確実に本命クラスの可愛さだった。

（……まじかぁ）

　こうなってしまっては、一刻も早く行動に出るに限る。意味もなく教室に残りたがっているクラスメイトの男子らを横目に、拓海は帰り支度を始めた。

「タク、帰る？　俺も一緒に帰る」

　琥こ太た郎ろうがすすすと近付いてきた。今日一日、彼はほぼ教室にいなかった。常にどこそこの誰かしらに呼び出され、愛の詰まったチョコレートを差し出されていたに違いない。

「あ！　コタロー！　ちょお待ちなーって」

　琥太郎はぴくりと表情を引きつらせると、スッと拓海の陰に隠れた。拓海も長身とはいえ、自分より大きな男子を一人匿かくまうのは、さすがに無理がある。

「三浦ぁ。コタロー連れてってんじゃないよー」

「もーほら、コタロー。ちゃんと受け取ってよー」

「ありがと。でも俺の分は、他の奴にあげて」

「クラスの皆に、びょーどーに配ってんの。ほら三浦も」

　女子が団体でやってきて、琥太郎に渡すために拓海にチョコレートを押し付けようとする。笑顔の裏に「お前にやりたいんじゃねえよ。早く受け取れよクソ野郎」という文字が浮かんでいた。

　拓海は琥太郎を売った。このままでは女子らの視線に焼き殺されてしまう。

　それにここで押し問答をするよりも、さっさと帰りたかった。女子に差し出されたチョコレートを、しずしずと受け取る。

　拓海が受け取っては、琥太郎も受け取らないわけにはいかなくなったのだろう。琥太郎は他の女子からチョコレートを受け取った。

「美味そうやん。ここで食ってい？」

「えー！　もちいーよ」

「皆で昨日集まってさ、ユズキん家ちで作ったんよ」

「そうなんや」

　女子らと話しながら、ペリペリと琥太郎はビニール包装をほどくと、ココアパウダーのまぶされたトリュフチョコをぽいっと口に放り込んだ。

「うん、美味おいしい」

「やったー！」

「コタロー！　好きー！」

「ありがとうね。ホワイトデー、男子でちゃんと考えとくから」

「コタローが美味しいって言ってくれるのが一番のお返しやし〜」

「コタロー、はい。これ使い」

　きゃっきゃと騒ぐ女子らが、指についたココアパウダーを拭うためのティッシュを琥太郎に渡す。

「お嬢さん方。僕達も同じクラスの男子ですよ」

　琥太郎を囲む女子の群れに、康やす久ひさとその他大勢の六組の男子がキラキラを背負ってやってきた。女子らは「あはは」と笑うと、男子らを整列させる。

「ほら、並べー」

「女子様のお恵みだぞー」

「三月は三十倍返しね」

「タク、帰ろ」

　袖を引っ張り、こそっと耳元で囁ささやいた琥太郎に、「お前は女子か」と言いたくなるのを拓海は堪えた。教室を出る間際、琥太郎は先ほどほどいたばかりのビニール包装を、ゴミ箱にポイと捨てる。

　廊下に出ると琥太郎は、拓海の陰に隠れるようにこっそりと歩いた。

「どしたん？」

「チョコ怖い」

「まんじゅう的なやつ？」

「違うよ。断るの、すごく難しくて……」

　心底困った顔で言う琥太郎に、拓海は首を傾かしげた。

「あれ？　琥太、チョコ嫌いやっけ」

「ううん。家に持ち帰りたくないんだよね。箱だと捨てる場所もないし──さっきのも、箱だったら絶対、何が何でも貰わなかった」

「なんで？」

「さゆちゃんから貰えなくなる」

　困った表情から一変──琥太郎がにやにやと笑って言った。

「去年、俺が一個も持って帰らなかったら『かわいそうに』って、買ってくれたんだよね」

　安定の姉好きに、拓海はなるほどと頷うなずいた。

　琥太郎と話していると、いつもよりもずっと人の少ない下げ駄た箱に辿たどり着つく。

「いい？　さゆちゃんにもし会った時チョコのこと聞かれても、俺は一つも貰えてなかったって言ってよ」

「はいはい」

　適当に頷きながら、拓海は靴に指を引っかけた。

（今からダッシュで家に帰って、それから──）

「タク！」

　名前を呼ばれ、振り返る。

　階段の踊り場から、嘉か一いちが呼んでいた。嘉一は逆バレンタインをするため、家から持ってきたザッハトルテを持って六組に行っていたはずである。

　珍しく焦ったような表情を浮かべる嘉一の隣に、ぜえはあと息を切らした心が合流して、ぺしゃりと床に座り込む。そのまま項うな垂だれ、心は全く動かなくなった。

「三組に走れ！」

「？」

　拓海がこれから帰って何をしようとしているのか、嘉一は知っているはずだ。なのに何を言っているんだと眉根を寄せる拓海に、嘉一はにやりと笑った。

「急げ！　全部食われんぞ！」

「！」

　拓海は乱暴に下駄箱の蓋を閉めると、脱ぎかけの上靴のまま、階段を駆け上った。




　　　　　× × ×




　バレンタインデーの朝。

　教室に荷物を置いた夏帆が六組の教室をこっそりと覗のぞくと、拓海は数人の女子と話していた。内容までは聞こえないものの、笑う拓海の頭を女子が撫なでているように見えた。

　その近い距離に恐れをなして、夏帆は一旦、三組へと逃げ帰る。

（今のは偵察だから──）

　そして、意気地なしの自分に言い訳。

　松まつ木きに告白されてから四日。自他共に認める行動力の化身は、全力でケーキ作りに没頭した。おかげで早はや川かわ家の朝食はこの三日間、ずっとチョコレートケーキだった。

　しかし、その甲か斐いあってクリスマスの時よりもよほど自信のある出来に仕上がった。

　夏帆は今日、チョコレートケーキを拓海に渡し、ちゃんと告白するつもりでいる。

（放課後に、また来る。また来るから……）

　放課後までにもう一度勇気をチャージし、再度のチャレンジを胸に誓う。

　午前中の授業を気もそぞろで流し、昼休みは梨り央お奈なと食堂で昼食をとった。いつも食堂にいるはずの拓海の姿を探したが、空振りに終わった。

　月曜日だったため、心はお重の日だった。バレンタインデースペシャル弁当は、いつもより豪華なメニューだったそうだ。目をキラキラとさせて矢継ぎ早に感想を語る心を見て、嘉一の心への迫り方に感心せざるを得ない。しかもなんと、放課後にはチョコレートのデザートまであるという。心の笑顔は今日一日、クラスの男子の誰よりも輝いていた。

　そして放課後、もう一度夏帆は六組へ向かった。今度は紙袋を持って出かけると、拓海は琥太郎と一緒にいた。

　そしてまた、女子に囲まれていた。

（拓海君、明らかにモテてる……）

　自己申告なんか、本当にあてにならないものである。もしくはモテ始めたから、夏帆のことを困り出していたのかも知れない。チャージしていた勇気がどんどんと減っていくのを感じる。

　琥太郎に話しかける女子らの中、拓海の横から絶対に離れず、ずっと拓海に話しかけている子がいた。人が沢山いるため手元まで見えないが、その女子がチョコレートを差し出すような動作が見える。

（……あの子）

　以前六組に夏帆が来た時に、拓海を呼びに行ってくれた女子だった。夏帆が拓海に「好かれてるんやないの？」と尋ねた子でもある。

（ポニーテールに、してる）

　夏帆に頼んだように、拓海がしてくれと言ったのだろうか。夏帆とした「練習」の本番相手に、彼女を選んだのだろうか。

　ズキリと胸が痛む。

　そしてやはり、あの子は拓海が好きなのだと確信する。

　拓海の恋人に牽けん制せいして、バレンタインデーに拓海の好きな髪型をして、拓海にチョコを渡す理由が他にあるのなら、誰か教えてほしかった。

　人垣の隙間から、拓海が女子の手から何かを受け取るような動きを見せた。

　夏帆はふらり、とドアから離れる。あの集団に声をかけて拓海だけを呼び出し、貰もらってもらえる確証もないのに六組全員の前でチョコレートを差し出す──もしくは拓海をどこかへ連れて行く勇気までは、さすがにチャージ出来ていなかった。

（あんなにひどい終わり方を、しておいて……）

　混乱し、感情をコントロール出来なかった夏帆は、クリスマスに一方的に別れを突きつけた。拓海が何度「話そう」と言ってくれても、怖いからと全てを否定して逃げ去った。

　あれほど拓海によくしてもらったのに、「今更、何？」と言われても仕方がないようなことしか、夏帆はしてやれなかった。

『気合い入れて作りますよ。何がいい？』

『ケーキ』

『任されよ』

『是非よろしく頼みます。俺の人生で、一番輝いてるバレンタインになるわ、それ』

　ケーキなら喜んでもらえるのではないか、なんて。そんな大昔の口約束を覚えているのは、きっと夏帆だけ。

（元カレにチョコ渡すだけでもやばい女なのに、手作りのチョコケーキ……）

　やばさを認識して、一気に自分が恥ずかしくなった。

（仕切り直そう）

　告白は、何もバレンタインデーにだけ許された特別な儀式ではない。

　今日出来ないのに明日出来るのかと問われれば、逆ギレで「わからん！」と答えるしかないが、ひとまず今は、絶対に無理だった。

（こんな浮かれたものを渡すんじゃなくて、説明からして、謝罪を入れて……パワポで資料を作ろう……）

　廊下をふらふらと歩いて、夏帆は三組の教室に戻る。

　紙袋を持ち帰った顔面蒼そう白はくの夏帆を見て、クラスメイト達が慌てる。

「か、夏帆〜！　私、今日ずっとそれ美味おいしそうだなーって思ってたんだよねー！　もしよかったら交換しない？」

　気を遣った女友達が、自宅に持ち帰るよりかはと提案してくれた。それもいいかもと薄く笑う。

「ありがとう。手作りなんやけど……それでもいい？」

「手作り?!」

　男子から、どよよっと声が上がった。

「誰か行けよ！」

「お前行け！」

「誰でもいいから頼む！」

「早く！」

　と、男子の集団がざわめいた。夏帆が目をぱちぱちとさせていると、「ねえ」と背後から声がかかる。

「早川。それ、俺食いたい」

「……松木君」

　振り返ると、あの日と同じほど緊張している松木がいた。

　松木に告白されたことを、夏帆は誰にも言っていなかった。クラスの誰も、松木の真意を知らないだろう。

「お願い」

　真しんに迫った声に、憐あわれみを覚えてしまった。

　応えられない自分。渡せなかった約束のケーキ。食べたいと言ってくれている人。

　夏帆は切ない気持ちを乗せた笑みを浮かべた。

「──うん。どうぞ」

　夏帆が返事をしたと同時に、男子がわっと沸き立つ。

「早川さん！」

「俺にも！　どうか！　どうかお恵みを！」

「一生に一度かもしれんのよ！」

「女子の手作りチョコレート！」

「お願い！　ひとかけでいいから！」

「え、はい。勿もち論ろん……」

　どうぞ、と言うと「うひょーい！」と喜んだ男子の一人が、夏帆の紙袋を教卓に持って行った。松木が口を挟む暇もない。

　女子も男子も大人しい三組に、クラスチョコなどという文化はない。きっと、彼らは今日一つもチョコレートを手に入れられなかったのだろう。

　日頃、毒にも薬にもならない人畜無害な三組の男子らが、紙袋の中からケーキボックスを取りだし「ケーキだ！」「ケーキだぞ!!」「女子の手作りケーキだ[image: かんたんふ]」と大声で喜んでいる。

　あまりの喜びように、夏帆はちょっと引いた。

「待て。均等に分ける」

「一人一人が最大サイズで食べられるように切れ」

「今いる男子の数は？」

「これなん？　なんてケーキ？」

「ガトーショコラじゃね？」

「包丁あんの？」

「定規でいいやろ」

「汚ね」

「除菌シートで拭けば」

「持ってるやついる？」

　夏帆が呆あっ気けにとられている間に、あれよあれよとアルコール消毒された定規でケーキは切られた。ミリ単位で均一に切り分けられたケーキを、男子が囲んで拝んでいる。

　男子らは夏帆の前まできて二礼二拍手一礼で詣でると、一人一切れずつ慎重にフォークで刺して口に入れた。

　呆気にとられた夏帆が見守る前で、最後の一切れになった。最後まで残していたのは、松木だった。

　松木も他の男子に倣い、夏帆の前にきた。そして笑いながら二礼二拍手一礼をして教卓に戻り、フォークを最後の一切れに刺す。その瞬間──

　──ガララッ

　ものすごい勢いで、教室のドアが開いた。

「そっ──のチョコ！」

　弾丸のように飛び込んできた生徒が、教卓の前で土下座した。

「お願いします！　譲ってください！」

　フォークを持ったままの松木は啞あ然ぜんとして、土下座する男子──拓海を見た。

　夏帆も心臓が飛び出そうなほど驚いた。口も目もぽかんと開けて、折りたたまれた拓海の背中を見つめる。

　教室中がしーんとした。

　痛いほどの沈黙を破ったのは、松木だった。

「嫌だね」

　ぱくり、と口の中にフォークが差し込まれる。松木はこれ見よがしに大きく口を動かして、夏帆の作ったガトーショコラを心ゆくまで味わった。

　拓海が顔を上げる。その顔は真っ青で、絶望しきっている。

「早川」

「はっ、はい」

　ケーキを嚥えん下かした松木が、夏帆を見る。

　真まっ直すぐに見つめられ、びくりと肩を震わせた夏帆に、松木は苦笑を浮かべた。

「──よかったね」

「……松木君」

　ごめんねとも、ありがとうとも、言えなかった。

　松木と夏帆の関係に反して、夏帆と拓海の関係はクラス中が知っている。

　微妙な空気が教室に流れ始めると、梨央奈が夏帆に耳打ちした。

「連れて行きなよ。あれ、片付けといてあげるから」

「ありがとう」

　教卓のケーキボックスを指さした梨央奈に、夏帆は礼を言う。片付けもだが、背を押してくれた言葉で、動かなかった足が動くようになっていた。

「拓海君……」

　教室の床に正座したまま放心している拓海の背に触れる。

　拓海は体を強こわ張ばらせると、ゆっくりと夏帆を見上げた。

「夏帆さん……ケーキ……」

「うん」

「ケーキ……」

「うん。立とう」

　夏帆が両手を差し出す。拓海は夏帆の手を取ることなく、一人でよろよろと立ち上がる。

　立ち上がった拓海の手を引けば、拓海は従順に付いてくる。手を繫つないだ拓海が、とぼとぼと廊下を歩く。

「夏帆さんの……俺のチョコケーキ……」

「うん」

　うん。ともう一度頷うなずいた声は涙で濡ぬれていた。その声を聞いた拓海は、今までの無気力さが噓うそのような強さで夏帆の手を引き、夏帆を後ろから抱き締めた。

　すっぽりと拓海の体温で包まれる。

　初めて拓海から抱き締められた感触に、夏帆は全身が歓喜で震えた。

　拓海はぎゅっと強く夏帆を抱き締めると、夏帆を解放した。離れた体温に淋さびしさを覚えるよりも先に、拓海は夏帆の手を取って、一直線に歩き出す。

　どこに行くのかなんて尋ねなかった。拓海も夏帆も迷うことなく足を進めた。──いつもの空き教室まで。

　空き教室のドアを拓海が乱暴に開けた。三学期に入ってから近付いてもいなかったので、随分と久しぶりに感じる。

　夏帆を引っ張った拓海が後ろ手でドアを閉め、夏帆を抱き締める。

「夏帆さん」

　拓海の声は震えていた。夏帆の背に回っている拓海の手も、微かすかに震えている。その震えが何よりも愛いとしくて、夏帆はぎゅっと拓海の制服を摑つかんだ。

「……うん」

　拓海は夏帆を抱えたまま手探りで椅子を持ってくると、夏帆を座らせた。そして制服のポケットから、四つ折りにした紙を取り出す。

　椅子に座らされた夏帆は、ぽかんと拓海を見上げていた。拓海はポケットからとりだした紙を開いて丁寧に皺しわを伸ばすと、何故なぜか絆ばん創そう膏こうだらけの両手で夏帆に差し出した。

「履歴書を持ってきました」

　夏帆は息を吞のんで、拓海と、拓海の差し出した履歴書を見比べた。

「お受け取りください」

　震える両手で、夏帆は受け取った。大きく深呼吸しながら、拓海の履歴書を眺める。

　男の子らしいのびのびとした文字で、全ての項目が埋められていた。形はおおらかだが、とめ・はね・はらいは十分に気をつけられた丁寧な文字だ。

　そして、これほど時間をかけて書いたとわかる文字なのに、修正液を使っている箇所は、一つもなかった。

「俺、なんで夏帆さんが怒ってたのかわからんくらい察し悪くて、クリスマスケーキもバレンタインのケーキも間に合わんかったような男で……」

　夏帆はぶんぶんと首を横に振った。

　拓海がチョコレートをもらうために土下座してくれた時から、胸に溢あふれている期待が、涙になってポロポロと溢れる。

「でも、夏帆さんとやっぱ一緒にいたい」

　真っ直ぐに夏帆を見つめていた拓海が、拳をぎゅっと握って、頭を下げた。

「お願いします。もっかい、俺と付き合ってください」

　口を開いたのに、すぐに言葉が出てこなくて、夏帆は喉を震わせた。そして、夏帆は目線の高さにある拓海の頭に、ぎゅっとしがみつく。

「……こちらこそ、よろしくお願いします」




「クリスマスもバレンタインも、俺だけ食ってない……」

　二人で拓海の家に帰っている途中で、拓海がぼそりと呟つぶやいた。

「夏帆さんの作った、俺のケーキやったんに……」

　激情に流される夏帆と違い、拓海は取り乱すとズンと落ち込んでしまうようだ。クリスマスの夜も、冷静に見えてはいても、もしかしたらかなり焦っていたのかもしれない。

　手を繫ぎ、並んで歩くのは久しぶりだ。

　クリスマスよりも前から、初恋に戸惑いすぎた夏帆が手を繫がなくなっていたからだ。

「ごめんね。どっちもあの、逃げちゃって……」

「なんで逃げられたのかも、どっちもわかってないんやけど」

　先ほどまでちょっと拗すねていた拓海だが、もう苦笑を浮かべ、いつもの余裕を取り戻していた。

「なんで逃げたん？」

「……えっと」

「俺は、なんで逃げられてたん？」

「うんと」

「もうこれからは絶対、全部ちゃんと聞くから」

　強い意志を秘めた拓海の言葉に、夏帆は眉を下げた。

　言えなかったのは、彼を責める言葉になるからだ。けれど、自分の中で消化出来なかった時点で、確かにきちんと言葉にしておくべきだった。

　夏帆は一人ではなく「ふたり！」だったのだから。

「……クリスマスの夜は、本当に、酷ひどい言い方しちゃって、ごめんなさい」

「いいよ」

「──私、聞いてたの。拓海君とコタロー君がしゃべってたのを」

「ん？」

「それで……拓海君が、噓ついてるんだって思い込んじゃって」

「ん??」

「……拓海君は、私に嫌なところが、あるんよね？」

「は？」

　拓海は足を止めて、夏帆を見下ろした。

　そしてもう一度「……ん？」と眉根を寄せて、首を傾かしげる。

「え？　なん？　俺が、夏帆さんの嫌なところを琥太に話してたってこと？」

「うん」

「……え？　まじで記憶にないんだけど。俺、どんな風に言ってた？」

　夏帆はぐっと顔に力を入れた。こんなに優しい声で、夏帆を気遣ってくれる拓海に、あんな言葉を言わせたのが自分かと思うと、苦しくて仕方がない。

「ごめん、夏帆さん」

　夏帆の表情を見て慌てた拓海が、握っている手を擦さする。

「一回でいいから言って。でも絶対夏帆さんの勘違いやから。それだけは絶対やから」

「そんなん、わからんやん」

「いや、絶対。俺夏帆さんのこと、全部可か愛わいいって思ってるから」

　断言する拓海に、夏帆は頰を赤らめた。涙で潤み始めていた目で、拓海を上目遣いに睨にらみ付つける。

「じゃあ絶対『勘違いさせた、ごめん』って言って」

「わかった。言う」

　拓海が真顔で頷いたので、夏帆はすっと息を吸った。

　そして口を開くも、唇が震えて言葉が出ない。

　そんな夏帆を勇気づけるように、拓海が夏帆の手をぎゅっと握りしめる。

　拓海と夏帆の目線は、ほとんど同じだった。それは拓海がいつも、夏帆のために身をかがめてくれるから。

　すぐ近くの拓海を見つめながら、夏帆はもう一度口を開いた。

「……私の悪い癖を我慢出来ないから、早くこの期間が終わってほしいって。でも、クリスマスまでは我慢するって」

「………………──なるほど。俺、クソか……」

　拓海が夏帆の手を引っ張る。道路の端に寄ると、再び泣きそうになっている夏帆を、ぎゅうううと強く抱き締めた。

「それじゃ勘違いするよな。本当にごめん」

　強く抱き締めたまま、拓海は夏帆の頭を撫なでた。言わせてしまった言葉だが、言葉の隅々にまで気持ちが乗っているのは、きちんと伝わってきた。ポンポンという手つきに心底ほっとして、夏帆は肩の力を抜く。

「それ聞いてからずっと、拓海君に会うのドタキャンされて……あー、もうこのまま別れようとしてるんだな。って……」

「そんなわけない。マジごめん」

　しおしおと元気のない拓海の声は、後悔に濡れていた。

「説明しやすいところからさせて。──この期間終わって欲しい、っていうのは、早くお試し期間終わらせて、夏帆さんの本当の彼氏にしてほしかっただけ。クリスマスまでは我慢っていうのは──まあ、その。お試しの彼氏じゃ、手ぇ出せんから……」

　頰を赤らめる拓海の説明を、夏帆は一拍遅れで理解した。そして、一気に首まで真っ赤に染め上げる。

「それでこれが、ちょっと説明しにくいことなんやけど……夏帆さんの、癖について」

「悪い癖、ね」

「うん、まあ、はい。悪いっていうのは、俺にとって都合が悪いっていう意味なんですけど……」

　観念したような声で、拓海はため息交じりに言葉を吐き出した。

「──夏帆さん、エロいんよね」

　──夏帆さん、エロいんよね。

　夏帆さん、エロいんよね。

　エロいんよね。

「……え？」

　拓海の言葉が何重ものエコーとなって、夏帆の脳内に響く。

「自覚なさそうやから言わんかったけど、夏帆さん、割と常にしゃべることがエロい。しかもそんな優等生な顔してるから、更にエロい」

「……え??」

　想像もしていなかった言葉に、夏帆は呆ぼう然ぜんと拓海を見上げる。

「ほらね。絶対無意識と思ってた。まあそれも夏帆さんの個性やとは思うけど……彼氏の立場から言わせてもらうと、やっぱ危ないし、他の男の前では気をつけてほしい……でも、無意識なことって、人に言われたって急に直せんやん？」

「そっ、そうやね？」

「気にしちゃうと可か哀わい想そうやし、夏帆さんには言う必要ないかなって。だからまあ、なんていうか……つまり──実地でっ、理解、してもらってっ！　羞恥心でカバーしてもらえればって──」

「ま、待って。よくわかんない。そんな……ちゃんと気をつけなきゃいけないほど……その、ええと──私って、ひどいの？」

「童貞と一緒の部屋に夏帆さん入れたら、一時間で孕はらまされるレベルだと個人的には思ってる」

「は、はらっ……??」

「いや、ほんとに。一々全部指摘するわけにもいかんし、わからんもん直したほうがいいとか、可哀想すぎて言えんし。やっぱまじでそういう知識を夏帆さんに入れるしかないと思うんよ」

「え、うん、え？」

「俺も初めてやからあれやけど──夏帆さんに伝わるまでその、色々頑張るので……」

「へ、へえ……」

　へえ？　と首を傾げる夏帆の頭を、拓海がポンポンと叩たたく。夏帆が全くついていけてないことを、拓海は察しているだろう。

　また手を繫つないで、拓海の家に向かって歩き始める。

「冬休み前に、俺と距離とりだしたのは、これが原因？」

「えっ？」

「ちょっと俺のこと避けてたやろ？　俺は、コンビニで我慢出来んで夏帆さんに触ったせいかな、って思ってたんやけど」

　夏帆は繫いだ手を見て、拓海を見あげて、頰を真っ赤に染めた。

「ん？」

「それは、あってるかも……あの日に、拓海君のこと……」

　ごにょごにょと口の中で言っていると、拓海が腰をかがめて耳を寄せてくる。

「なんて？」

　夏帆は繫いだままの拓海の手も使って、自分の顔を両手で覆った。

「……あの日に、拓海君が好きなんやなって、気付いたから」

　拓海が長い間黙っているので不安になり、夏帆は両手を顔から外した。拓海は真顔で、眉根を寄せていた。

「……拓海君？」

「夏帆さんまじ可愛いな……」

「えっ」

「あの夏帆さんが、それでそんなことなんの？」

「あのってなにっ?!」

「平然と人の背中に胸押し付けてきてたくせに……意味わからん可愛い……」

「む、胸って、ちが、ていうか可愛いって、待って。なんか、ちょっと。久々だし、今日拓海君強火で厳しい」

「わかった。ちゃっちゃと家行こ」

　何かがわかったらしい拓海に強引に手を引かれ、かなり早歩きで残りの道を歩いた。

　拓海の住んでいるマンションは学校からさほど離れていなかった。ここら辺の土地には明るくないのでわからないが、多分バイト先のカラオケ店とも近いのだろう。

　三階にある拓海の家まで、階段を上る。

「家、誰かおるん？」

「──いんや」

「よかった。挨拶せんとかなって、緊張してた」

「────…………ん」

　どこか引っかかるような返事をした拓海が、玄関の鍵を開ける。家に入ると、拓海は壁に片手をつき、背を曲げて靴を脱いだ。その仕草が男の子という感じがして、勝手にドキドキしてしまう。

「適当でいいよ。こっち」

　夏帆がしゃがみこんで脱いだ靴を揃そろえていると、リビングから顔を出した拓海に呼ばれる。夏帆はたたきの隅っこに靴を寄せ、拓海がいる方へ向かった。

「そこ座ってて」

　指さされたのはキッチンカウンターのすぐそばにある、ダイニングチェアだった。四人がけのダイニングテーブルの一つに、ちょこんと腰掛ける。鞄かばんは足下に置いた。

　拓海はキッチンに引っ込み、冷蔵庫を開けた。そして、紙の箱を取り出す。

　夏帆は「まさか」と呟つぶやいて腰を浮かせた。夏帆が動いたことに気付いた拓海が「大丈夫。多分なんとかなるから」と、夏帆を座らせる。

　椅子に腰を落としたものの、そわそわと体が揺れた。拓海の手元が見たくて、出来る限り首を伸ばしてしまう。

　拓海が白い四角い箱をキッチンカウンターに載せ、中身をゆっくりと引き出した。ケーキボックスの中から出て来たのは──チョコレートクリームのケーキだった。

「うそぉ……」

「夏帆さんも作ってくれてれるとか思ってもなかったから、今度は俺からと思って……学校終わったら、夏帆さん家ちまで持ってくつもりやった」

　照れくさそうな顔をして、拓海がチョコレートケーキを土台ごとテーブルの上に持ってくる。苺いちごが載りきれないほど載っていて、クリームが薄付きの場所からスポンジが透けて見えている。到底店では買えない不格好なケーキを見て、夏帆は両手を顔で覆った。

「私の彼氏……ほんっとうに最高っ……!!」

「わー……それ久々に聞いた。……めっちゃ嬉うれしいわ」

　拓海も肘の裏で顔を隠しながら、取り分け用の皿を持ってきた。

「待って、先に写真撮らせて……」

「そんな上手うまく出来んかったけど」

「一生待ち受けにする」

「責任が重い」

　正面、横、斜め上から思う存分撮って満足した夏帆は、包丁を入れさせてもらい、それぞれに切り分けた。

「嬉しい……ありがとう……まさか私がチョコレート貰もらえるなんて思ってもなかったし、拓海君が作ってくれるとも、本気で思ってなかった……」

　ぐす、と洟はなを啜すすりつつ、チョコレートケーキを食べる。味が雑多でまとまりがなくて、不器用な拓海の愛情を舌で感じる。最高に美味おいしかった。

「俺料理とか初めてやし、嘉一に大分手伝ってもらったけど」

「廣ひろ井い君もありがとうー！　心の胃袋から攻めるとかどんな策士ですか？　って思っててごめんなさいー！」

「あ、やっぱ皆そう思うよな……」

　美味しい、美味しい。と泣きながら食べる夏帆に、拓海がボックスティッシュを差し出す。夏帆は涙と鼻水をティッシュで拭き取りつつ、またケーキを頰張った。

「それで。俺がバレンタインもケーキを食べられんかった理由の方は？」

「ええと……」

　まだ続いていたんだ、尋問タイム。平和な時間に油断していた夏帆は目を泳がせた。

「徹底的に話すって言ったやろ」

　頰ほお杖づえをつき、フォークを咥くわえた拓海が仏頂面で見ている。

「あのケーキ食ったやつ。松木だっけ」

　びくっと夏帆は体を揺らした。

「……なんかあったんやろ」

「な、なんかとは」

「なんか」

「……なんか……は……あったかも……しれない……」

　拓海の視線は剝がれない。当時拓海は夏帆の傍そばにいなかったし、松木のこともそれほど知らなそうなのに、告白されたことに気付いているような口振りだ。

「そんな男にチョコやるなよ。俺も貰ってないのに」

「ごめんなさい」

「許す代わりに、俺がケーキ食べられんかった理由」

　拓海がじとっとした目で夏帆を見る。

　教室で土下座した拓海の背を思い出し、呻うめいた夏帆は口を開いた。

「なんか、これといって、大きな理由はないんだけど……」

「は？　理由もないのに俺は夏帆さんが俺のために作ったケーキを食べられんかったん？」

「いやっ！　理由が完璧にないわけじゃ！　ないんやけど！」

「なん？」

「……拓海君が」

「俺が？」

「他の子から、チョコレート貰ってるの見ちゃって……」

「……は？」

　チョコってこれ？　と、制服のブレザーから、丸いトリュフが二つ入ったチョコレートを取り出した。

「こんなん、見たまんま義理にもならん、クラスチョコやけど……」

「……そこの価値観の相違はまあ、おいておくとして。──私のせいやけど、あ、あんなクリスマスやったし……今更彼女でもない私からのチョコとか、貰っ──」

「貰うし。全力で貰うし」

「……別れてるのにこんなん、作ってきて重いなとか」

「重くない」

「──なんかそういう感じで、逃げたくなっちゃって……」

「なるほどなー」

　拓海はフォークを皿に置くと、正面の席から夏帆の隣の席に移動してきた。夏帆の方に体を向けて、拓海が座る。テーブルに頰杖をついた拓海は、フォークを持っていない方の夏帆の手を取った。大きな手でにぎにぎと夏帆の手を握りながら、夏帆の目を見る。

「夏帆さんの行動力、マイナス方向にも割と発揮するのな」

「そうみたい……実は私も知らんかった……」

「クリスマスは言い逃げやし、バレンタインは敵前逃亡やし」

「……呆あきれた？」

　夏帆がちらりと拓海を見ると、拓海はきっぱりと言った。

「んや。でも聞けてよかった」

　対策練れるから。と拓海が続ける。

「夏帆さんが逃げるって知ってれば、追いかければいいだけってわかるから。逃げられてんのか、拒否られてんのかわからんのが、一番困る」

　拓海の言葉に、夏帆の胸がぎゅうっとなった。

　こんなに面倒臭い女だとわかっても、拓海は追いかけてきてくれるつもりなのだ。一緒にいる努力をしようとしてくれる。

（私は拓海君の、こういうところを、好きになったんだ……）

　夏帆が喜びに胸を震わせていると、拓海がズボンのポケットからスマホを取り出した。夏帆と手は繫いだまま、器用に片手で操作する。

（格好いい……）

　こんな、一つ一つの仕草や動作が、どうしようもなく格好良く見える。

（やり直せて、本当によかった……）

　拓海と繫つないだままの手から、彼の温度を感じる。拓海の手は大きく、温かく、そして懐かしかった。

「ねえ、拓海君」

「ん？」

　スマホをいじりながら、拓海が返事をする。

「なんで私がチョコレート持ってきてるの知ってたの？」

　拓海の指が止まる。

　拓海は先ほど、教室に入ってくるなり「そのチョコ！」と叫んでいた。松木の持つフォークの先にほんの一欠片かけら載ったチョコレートに、瞬時に気付くのは至難の業だろう。

「──嘉一に教えてもらった……」

　スマホを伏せた拓海が、ばつが悪そうな顔で言う。

「廣井君に？　……廣井君には頭上がんないね」

　ケーキといい、チョコといい。夏帆がほんのりと照れて笑うと、拓海は珍しく拗すねたような顔をした。

「……別に。嘉一いなくっても、時間はかかったかもやけど、俺と夏帆さんなら絶対またこうなってた」

　夏帆の胸に温かいものが広がる。心がぽこぽこした。

（……あ、これ。好き、って思ってたんや……）

　拓海のことを好きと自覚する前から、心は勝手にときめいていたのだ。

　頰を赤く染める夏帆に、拓海は言葉を続けた。

「夏帆さんはチョコケーキ作ってくれたし──」

　繫がれたままの手が、僅わずかに引っぱられる。

「俺、諦めんかったやろ？」

　ご褒美を欲しがる飼い犬のように、獲物を見つけた猟犬のように、拓海が夏帆を覗のぞき込み、じっと見つめる。

　拓海の少しくるんとカールした前髪の隙間から、一重の目が覗く。

　その目の迫力に一瞬吞のまれ、夏帆はぱちりと瞬きをした。そんな夏帆の顔を見た拓海は、ふっと笑って視線を外す。知らず息を詰めていたことに、思わずこぼした吐息で気付く。

　夏帆の手の甲を、拓海は手を握ったまま親指であやすように撫なでる。

「俺と夏帆さんなら、大丈夫」

　力強く断言する拓海の声が、ゆっくりと夏帆に染み渡っていった。

　じんわりと広がった喜びは、今にも涙となって溢あふれ出そうだった。夏帆は大きく頷うなずく。でもそれだけじゃ足りない気がして、もう一度、頷く。

「ゔん」

　涙声になったせいで、大分震えてしまった。

　その声の可笑おかしさに、二人は目を合わせて、ふふっと笑う。

　柔らかい表情を浮かべたまま、拓海はまたスマホをいじった。拓海がスマホから顔を上げると同時に、夏帆のスマホが鳴る。

　テーブルの上に置いていたスマホをひっくり返した夏帆は、液晶画面を見て顔を綻ばせた。クリスマスからずっと入ることのなかった「ふたり！」部屋への通知だったからだ。

　拓海と違って、夏帆の手ではスマホを片手で操作するのは難しかったが、夏帆は手を離そうとしなかったし、拓海もまた、手を離すかと聞かなかった。

　もたもたしつつトークルームを開くと、〝恋人とやりたいことリスト〟に、新たに拓海の書き込みがあることに気付く。

（こ、これ……）

　内容を読んで、夏帆を顔を赤く染め上げる。驚きと恥ずかしさと喜びで、出そうだった涙は完全に引っ込んでしまった。

　拓海の方を見ることが出来ず、まだ文字を読んでいるふりをして、画面を睨にらみ続ける。

「……駄目なら言って」

　緊張に掠かすれた声で拓海が言った。先ほどの夏帆よりもずっと変な声だったが、二人とも笑わなかった。

　握ったままの手に力を込め、拓海が大きな身を寄せてくる。甘ったるいチョコレートクリームと、フレッシュで甘酸っぱい苺いちごの香り。

　画面を睨み付けていた夏帆は、真っ赤な顔をほんの少し拓海に寄せて──拓海の「やりたいこと」に協力した。




【拓海／夏帆さんとキスしたい】
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放課後　恋愛学活用









　この世の中、少しばかり親指を動かせば、ほしい情報はある程度手に入る。

「消えものは愛情を感じられないから止めましょう。高価な品は懐を心配して喜べないので止めましょう。自分の趣味を押し付けるのは止めましょう。ぬいぐるみは絶対に止めましょう──……あれも駄目これも駄目。クソかよ……」

　クリスマスを来月に控えた、高校三年生の十一月。学校の休み時間、バイトの休憩時間、就寝前──拓たく海みはことある毎ごとに頭を抱えていた。

「今度こそ夏か帆ほさんに何かしたいのに、こんな難易度あるか……？　まっじでわかんねえ……」

　つい先日、ここ一番で張り切った夏帆により「お試し交際開始から一年記念お祝いの会」が催された。その他は「初デート記念日」「付き合って一ヶ月記念」「付き合って百日記念日」「夏帆と拓海の誕生日の真ん中記念日」等がある。この、並べ立てきれない表題の数をご覧になればおわかりの通り、夏帆はとにかく、記念日に対して前向きだった。

　一ヶ月記念日はまだかろうじて気付けた拓海だったが、百日記念日は全くの予想外で大いに驚いた。慌てふためく拓海を見て、夏帆は何故なぜか満足気な表情を浮かべていた。

　ちなみに百日記念日の出し物は夏帆手作りの穴埋めクイズで、初デート記念日は動画を見て特訓したという手品を披露してくれた。詳しくはないが、多分一般的な記念日の祝い方とは隔たりがあることだろう。

　そんなこんなで、恋人同士のイベントの度に拓海は夏帆に祝われていた。

　毎月のようにある記念日に嘉か一いちはドン引きしていたが、夏帆が楽しそうなため、やめてほしいと思ったことは一度もない。

　ただ、拓海が同じ熱量を持つことはない。その点は夏帆も承知しているようで、「私がやりたいだけだから！　拓海君はただ拍手してくれたらいいだけだから！」と恋人の記念日に求めるものとして正しいのかわからないものを求めてくる。そのため拓海は毎回、精一杯の拍手を送って、夏帆を慰労している。

　さて、来きたるクリスマス。言わずもがな、恋人のイベントとして無類の強さを誇る一大行事である。

　今年も、クリスマスマーケットへ行く予定を立てている。二人にとって苦い思い出となったクリスマスを、何が何でも今年こそは成功させねばならない。

　プレゼントは互いにそこで何か見繕う約束をしている。夏帆から拓海への配慮であることは明白だった。

　だから拓海は、もう少しだけ何か──夏帆を喜ばせたかった。




　　　　　× × ×




「結局、Google先生が言うには『サプライズはするな』が正解だった。夏帆さんがなんか考えてたら、それの邪魔になるかもしれんし……」

「早はや川かわさんが計画立てるのが好きなら任せてたらいいんじゃないかと思うけど、だからっておんぶに抱っこはみっともないよね」

　琥こ太た郎ろうからの容赦ない言葉に脱力し、教室の箒ほうきがけをしていた拓海は、箒の柄に額を乗せる。長い腕を伸ばして黒板を消している琥太郎は「でも」と言葉を続けた。

「さゆちゃんが、高校生は背伸びしないほうがいいとも言ってた」

「どっちなん」

「わかんないよ。俺、彼女いたことないもん」

　学校一のモテ男が、ケロリと言う。きっと世の女子は、琥太郎からならサプライズをされてもされなくても喜ぶのだろう。

「まあ、いきなり内緒で観覧車貸し切りにしたりとか考えずに」

「考えてねえわ」

「タクがタクに出来る範囲で、頑張ってみてあげたらいいんじゃないの？」

「例えば？」

「それを考えるのって、俺？」

　ご意見はごもっともだが、既に拓海は頭から煙が出そうなほどに考え抜いた後である。万策尽きた拓海にしてみれば、姉という後ろ盾のある琥太郎は大海原に浮かぶ藁わらだ。

「Google先生は頼りにならんかった。頼む。Kotarou先生、教えて」

「人は人。さゆちゃんはさゆちゃん。早川さんは早川さん」

　金言である。だが、全く参考にはならない。

「……じゃあ、タクは早川さんが何してくれたら嬉うれしいの？」

　全く拓海に響いていないことに気付いたのか、琥太郎は苦笑交じりにそう尋ねた。

　琥太郎がこの話題を切り上げる前に、是が非でも答えねばならない。拓海は箒で床を掃くのも忘れて懸命に考えた。

「……夏帆さんさ」

「うん」

　神妙な声を出す拓海の横で、黒板を消し終えた琥太郎が黒板消しクリーナーで黒板消しをこすこすしている。

「デートん時──」

　男同士でこんな話をする機会も気もなかった拓海は、羞恥を切り捨て、勇気をたぐり寄せ、言葉を続けた。

「……絶対に、お洒落しゃれしてきてくれる」

　ブイィイイイイと爆音を轟とどろかせていた黒板消しクリーナーが、悲しげな音を上げながら止まる。そして黒板消しを持ったままの琥太郎が、キリリとした顔を拓海に向けた。

「それだ」

「は？」

「お洒落して行きなよ。タク」

「はああ??」

　拓海が素っ頓狂な声をあげても、琥太郎は笑うことはなかった。どうやらからかっているわけではないようだ。

「それなら早川さんの計画の邪魔にならずに、早川さんを喜ばせてあげられるじゃん」

「なんで俺がお洒落して、夏帆さんが喜ぶんだよ」

「早川さんがお洒落したら喜ぶタクと同じ理由で、喜ぶんじゃない？」

「…………」

　拓海はぽかんと口を開いた。数秒の沈黙の後、慌てて首を横に振る。

「いやいや。俺、男やし」

　あまりにも堂々と琥太郎が言うものだからついそんな気もしたが、やはり前提がおかしい。

「男も女も関係ないよ」

　しかしまたもや当然のような顔で言われ、拓海は二の句が継げなくなってしまった。

「朝から会うんだっけ？　待ち合わせ時間の前に、さゆちゃんの美容室、予約したら？」

「はあ?!」

「さゆちゃんなら知ってるし、髪いじってもらうの恥ずかしくないでしょ」

「むしろ知り合いの方が恥ずいわ！」

　思わず勢いよく突っ込んでしまう。自慢ではないが生まれてこの方、美容室とは無縁を貫かせていただいている。行きつけは、うん十年前から稼働しているかのように古びたサインポールが回る、煙草たばこと薬剤の匂いが染みついた近所の床屋だ。

「別にいいけど。タクが一人で美容室探して、美容室予約して、自分がしてもらいたい髪型選んで、これにしてくださいって言えるんだね？」

「…………」

　拓海は黙り込んだ。挙げられたどれ一つとして、満足に遂行出来る気がしなかった。

「さゆちゃんだったらタクのことは勿もち論ろん、早川さんのことも知ってるし、普通に喜んで相談に乗ってくれそうだけど──あ、美容師としてね。料金内での相談ってことね」

　さゆちゃん大好き人間が勝手に妬やき始めたが、拓海はそれどころではなかった。

「いや、サユチャンは無理やろ……」

　友人の姉である早さ雪ゆきとは、琥太郎や嘉一絡みでそこそこに交流がある。確かに、軽い冗談ぐらいなら交わせる仲だ。

　しかし、いくら早雪が美容室に勤めているとはいえ「これから彼女と楽しいクリスマスを過ごすので張り切っています！　格好良くしてください！」と顔見知りの女性にお願い出来る男子高生が、全国にどれだけいるだろうか。

　それに、劇的な高校デビューを果たした琥太郎とは違い、平凡に輪をかけたように平凡な容姿の自分が多少磨かれたところで、夏帆を喜ばせるほど光るとは到底思えない。

「なんでそんな恥ずかし──え？　何。なんでそんなさゆちゃんに過剰反応すんの？　まさかタク、さゆちゃんのこと……好き……??」

　日頃は落ち着いていて、何事にも余裕のある琥太郎だが、こと早雪の話題になると一気に冷静を欠く。眼鏡の奥の瞳をぎゅいんぎゅいんさせた琥太郎が、ずももももと拓海の前に立ち塞がる。

「違う。違うからその顔止めろ」

　威圧するようにじりじりと近付いてくる琥太郎を、拓海は手で押しのける。拓海の様子に、琥太郎はようやく威嚇するのを止め、黒板消しクリーナーでまた黒板消しをこすこすし始めた。

「まあ、別に強制はしてないよ」

　知っている。むしろ「やれ」と言ってくれた方が気が楽だったに違いない。そして、この考え方こそが逃げ腰で受け身──スマホの液晶画面を親指で擦こすることしかやれていない、拓海の現状でもある。

　──ブィイイイイン

　大きな黒板消しクリーナーの音が、耳に痛い。拓海は上を向いて、下を向いて。

「琥太」

「何？」

「……休み時間とかでいいから、服のサイト、一緒見て……」

「コンビニ払いあるとこ探そうか」

　琥太郎がにこりと微ほほ笑えむ。覚悟を決めた拓海がようやく箒を動かし始めた頃には、掃除時間の終了を知らせるチャイムが鳴っていた。




　　　　　× × ×




「いらっしゃいませ」

　カラロン──と、クリスマスに似つかわしい清らかな音色が響く。

　ドアベルが掛けられている美容室の扉は、拓海がこれまでの人生で一度だって触ったこともないほど、お洒しゃ落れなデザインをしていた。

　天然木の取っ手を店側から押し開けるのは、琥太郎の姉、早雪だ。足の出し方も忘れたようにたたらを踏みつつ、開けてもらっていたドアから入店する。

「店の場所すぐにわかりました？」

「あっ、はい」

　お洒落な建物と、お洒落な音楽と、お洒落な匂い──この空間を作る全てに緊張していた拓海が、接客モードの早雪で更に緊張したことを察したのか、彼女はすぐに普段通りの気安い雰囲気に切り替えた。

「上着とマフラー、預かるよ」

　拓海はまごつきながらもマフラーを外し、ブルゾンを脱ぐ。自分が脱いだ服を女性に手渡すという行動に躊ちゅう躇ちょしたが、早雪は全く頓着せずに拓海から服を受け取った。そして、客用のロッカーにアウターをしまいつつ、拓海の上から下までを眺める。

「タク、お洒落してんじゃん……！　かっわいい！　琥太君と服、選んだんだって？　似合ってる似合ってる！」

　授業参観に来た自分の保護者が教室の後ろではしゃいでいるような、なんとも言えない羞恥に包まれる。無言で頰を染めた拓海を見て、早雪がしまったという表情を浮かべた。

「ごめんごめん。普通は照れるんだよね。琥太君が何言ってもあっけらかんとしてるから忘れてた……こっちへどうぞ」

　早雪が拓海の背に手をかざし、拓海の座る椅子に案内する。拓海はぎくしゃくと、歩き出した。

　まだ通常の営業時間前だというのに、店内には既に拓海以外の客もいる。客を眺めつつ歩いていると、否いやが応おうでも、店中に飾られている鏡の中の自分が目に入った。

　拓海は今日、琥太郎と選んだ衣装に身を包んでいた。琥太郎は早雪から、色の合わせ方やシルエットの作り方や流行を徹底して教え込まれており、非常に強力な助すけっ人とと言えた。

　黒い厚手のブルゾンの中に着ていたモックネックは、白色のセーター。マフラーはクリスマスらしくワインレッドを選んだ。グレージュのズボンは、これまで一度も選んだことがない色だった。日頃に比べ、すっかり洗練されたコーディネイトである。

　案内された席に拓海が座ると、他の美容師もやってきた。

「こんにちは。今日はカットモデルを引き受けてくださり、ありがとうございます。担当する美容師は西にしと言います。事前に説明は──してるね。では、よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　拓海の背後に立つ美容師と早雪が、鏡越しに微笑みかけてくる。

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします……」

　拓海は今日、早雪のカットモデルとして来店している。早雪はまだ客の前でハサミを握れないアシスタントという職種だが、カットモデルが相手であれば、練習の一環としてカットが許されているらしい。カット料金も安くなると提案されたため、拓海は一も二もなく飛びついた。

「今日は格好良くなってってくださいね」

　にこりと微笑まれ、顔が引きつる。羞恥心は既に息をしていなかった。

「話してた通り、こんな感じでいいんかな？」

　拓海の首にタオルやケープを巻き終えた早雪が、自分のスマホをかざす。事前に琥太郎のLINEを通じて──絶対に早雪のLINEを教えてはくれなかった──三人で髪型を選んであったのだ。

　LINEのメッセージ画面には、カットの参考画像として、男性の真正面、横顔、後ろ頭の三枚の写真が表示されている。

「長さはいつもと変わんないか、少し短いくらいかな。ただ今日はアイロンして癖を伸ばすから、長く見えると思う」

「わかりました」

「この服、更に似合うようにしたげるからね〜」

　早雪が拓海の髪をスプレーで濡ぬらし始める。霧状の水を噴射するそのボトルすら、拓海がこれまで見たことがないようなハイセンスなデザインだった。

「……恥ずかしさで死ねる。こんな頑張ってる格好して電車乗って、笑われんかな……」

「は？　このさゆちゃんが切るのに？　誰にも笑わせんし。ちょっとタク、謝り」

「すみませんでした……」

「ってか、早川ちゃんも笑うん？」

「え？　夏帆さんは絶対に笑わん」

　拓海が彼女のために何かする度に、どんな小さなことでも大げさなほど喜んでくれる夏帆。今回、もし全く拓海に似合っていない髪型で出向いたとしても、絶対に笑うことはないと断言出来た。

　電車の見知らぬ乗客に笑われる心配はしても、夏帆に笑われる心配はただの一度もしたことがなかったことに気付き、呆あきれる。

「じゃあ、いいじゃん」

「……ほんとっすね」

（何処どこの誰に笑われても、夏帆さんが喜んでくれるなら、いいや）

　心からそう感じた瞬間、今までの居心地の悪さや恥ずかしさが、拓海からすうっと消えていった。

「えー、でもタク。ここに来るまで何回『絶対夏帆さん喜ぶやろな』って考えたん？」

（そりゃあもう、何回も）

　自分に似合う服を選んでいる時も、イケメンの髪型を眺めている時も、通販で届いた衣装を段ボールから取り出した時も、昨日の夜寝付く前も、今日の朝家を出る時も、美容室の前に辿たどり着ついた時も──引き返したくなる度に、考えた。

　やっぱり止めとく、という言葉を吞のみ込むために、何度も何度も。

「その回数分、『愛してる』って言ってるようなもんじゃん」

　拓海は眉根を寄せて、俯うつむく。

　途中で様子を見に来たスタイリストが「大丈夫ですか?!　お客様！」とケープの襟元を慌てて緩めるほどに、拓海の顔は赤くなっていた。




　時間、オッケー。待ち合わせ場所、オッケー。

　──服装、オッケー。髪型、オッケー。

　クリスマスの街の駅は大おお賑にぎわいだった。引っ切りなしに人が行き交う広い駅の中で、拓海は壁に寄りかかって夏帆の到着を待っていた。片脚を折り曲げ、背にある壁に足裏をくっつけている。

　いつもより伸びた前髪が目にかかる。さらりと真まっ直すぐに流れた髪に、全然慣れない。

　他人の目はもう気にならなくなっていた。そもそも誰も、拓海なんて気にしていない。こんな日に特別な視線で見つめるものは、その人にとって特別なものだけ。

「拓海君?!」

　改札の方向から、聞き慣れた声が聞こえてきた。自分の名前を呼ぶ彼女の声は、軽やかに弾んでいる。

　帽子を押さえながら、パタパタと夏帆がこちらに走ってくる。真っ直ぐに拓海だけを見つめているその目は、キラキラと輝いていた。

「噓うそ！　すごい！　どうしよう!!」

（あ、来る）

　興奮しきった夏帆は拓海の前で足を止めると、両手で握りこぶしを作った。

「私の彼氏、宇宙一最高……!!」

　キラキラに輝かせていた目が、うるうると潤み出す。泣き出しそうな夏帆の手を、拓海は慌てて引き寄せた。感動に打ち震える夏帆が、拓海の鎖骨に額を寄せる。

「拓海君、ありがとう。ありがとう。めちゃくちゃ格好いい。嬉うれしい」

　目尻に涙を滲にじませた夏帆が、拓海の顔を見上げて柔らかく笑う。

　──去年は、失望から泣かせてしまったクリスマス。

　今年は笑顔から始められて、こんなに幸せなことはない。

　胸がいっぱいで、夏帆が可か愛わいくて、拓海は何も言葉が出なかった。いつものように隙間なくぴったりと指を絡ませて、「ん」と呟つぶやく。

（もう少ししたら、もう少し気の利いたことを、多分言えるから）

　だからもう少しだけ、情けない彼氏を許してほしい。心の中で拓海は言い訳を繰り返す。




　クリスマスらしく華やかなイルミネーションに彩られた駅のショーウィンドウが、抱き締め合うようにぴたりと寄り添う拓海と夏帆を映し出していた。
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